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　橋本研究室はVR/ARを個人が手軽に活用するため

の技術を研究している。VR/ARを体験しようとすると

特別な施設に足を運ぶ必要があったり、特殊なゴーグ

ルを準備したりと個人が楽しむにはまだハードルがある

のが現状だ。この研究室で行われていることは、ディス

プレイや平らな壁、ゴーグルの中でしか投影できない、

つまり「閉じ込められた映像」を開放し、あらゆる場所

に映像を映し出す挑戦だ。それによって現実を拡張する

だけでなく、現実そのものを全く別のものに書き換えて

しまうことができるようになるという。例えば、空間型拡

張現実感の技術では日常にあるモノの上にそのまま映

像を投影し、「いつものソファに座りながら、家庭内が

SF空間で包まれる」というような視覚体験を生む。ほか

にも物体を動かすと、その物体の動きを追跡しながらリ

アルタイムに映像が投影される動的プロジェクションマ

ッピングの研究にも注力している。動く物体を映像で上

書きし、見た目を変えてしまう技術だ。

　研究はソフトウェア、ハードウェアともに手を加えてア

プローチをしていく。プログラミングで画像の処理方法

を変化させ、プロジェクターの構造を解釈し、特殊な映

像を投影できるよう作り変えていく。そして実験を通し

て鮮やかさや奥行きを計測し、実用化へ向けた精度を

高めていくのだ。

　研究室に所属する渡辺さんのテーマは光源を面対称

位置に再結像させる再帰透過光学系を使った「ステルス

投影」である。プロジェクターを見えない場所に遮蔽し、

より没入感の高い立体像を投影しようと奮闘する。とこ

ろが、計算通りの立体像にならず、歪んでしまうという壁

にぶつかった。研究完成の手前のことだ。「卒業論文を

提出する締切りが迫っていたので焦りましたが、先生か

らは、ひとつひとつ見直していこうと励まされ、親身に指

導をしてくれました」と言う渡辺さん。そして立体像を呈

する公式の解釈の一部に誤りがあったことがわかったと

いう。橋本教授は「大学生は研究に使える時間がたくさ

んある。だからめげずにチャレンジしていってほしい」と

伝える。橋本研究室の学生はみな次世代の視覚技術の

提示に意欲を燃やす。現実と仮想を融合させた斬新な

アイディアがここから具現化していくことになるだろう。

日常の中で使えるVR/ARで
仮想現実を

当たり前の光景にする

自在に変化する粘土の上に
プロジェクションマッピングをしてみたい！

やってみたいことは積極的に
研究室はチャンスの宝庫です

橋本研究室のプロジェクションマッ
ピングは演劇ともコラボ。劇場に仮
想空間を投影しに行くため、マイコ
ン上で開発しポータブルな仕様に

学生本人の潜在的なモチベーショ
ンを活かすことが橋本教授の指導
方針。「また同じ壁にぶつかったとき
に自分で乗り越えられるように答え
ではなく考え方を伝える」とし、自立
的な姿勢を引き出す

── 橋本 直己 教授

没入型仮想環境の構築、どこでもディスプレイ技術、次世代型視覚情報提示技術が主な研究課題。新しい視覚
表現を誰もがどこでも簡単に活用できる「パーソナル化」を見据えて研究開発に挑む。

VR、AR、仮想現実、プロジェクションマッピング、イマーシブ マルチ プロジェクションディスプレイ、等身大イン
タフェース、広視野立体空中像、ステルス投影、視覚による人間拡張体験、プログラミング、C言語

渡辺 大智 さん　情報理工学域 Ⅰ類（情報系） メディア情報学プログラム 4年／千葉県立柏高等学校 出身

情報理工学域 Ⅰ類（情報系） メディア情報学プログラム　橋本 直己 教授

VR/ARの研究室が多数集まり、研究内容も多岐にわ
たっているのが特徴だ。空中にポンと飛び出る映像シ
ステムの研究で国際的な成果を上げた研究室や、人
の触覚を中心としたヒューマンインタフェースで、触
覚や聴覚を体感できるユニークな仮想現実を披露す
る研究室、生体情報をもとに効率的なVRを実現する
研究室など、さまざまな領域で展開されている。視覚
を中心にした研究はもちろん、五感の仮想現実を取り
扱っているのもポイントだ。そして医療や福祉、教育、
スポーツといったこれまでVR/ARとつながりが薄か
った分野に応用する研究も進んでいる。どの研究室も
まだ誰も体感したことのない、未来のVR/ARを生み
出す最前線の場である。

VR/AR@UEC

橋本直己研究室

K e y w o r d s

動的プロジェクションマッピング
無地のネコの模型に三毛の模様を映し出した動的プロジェクションマッピ
ング。模型を動かすと三毛の模様も模型に合わせて自在に動く。模型の位
置情報をカメラで記録しながら処理を加えた映像をプロジェクターから模
型に投影する技術を開発した。もちろん、三毛の柄は縞模様にもグラデー
ションにも好みに合わせて変更が可能となる。

橋本直己研究室
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　田中研究室では田中教授を筆頭に学生全員がヘビ型

ロボットを賢く動かす制御の研究をしている。ヘビは手

足のない形状であるにもかかわらず、複雑な運動が可

能である。そのためヘビを模したロボットをつくればシ

ンプルな細長い形で、さまざまな動作をするロボットが

できるのではないか、というのが研究の背景にある。例

えば、凹凸の地形を走行する動作や、梯子を登っていく

動作、段差を上下したり障害物を避けたりする動作な

ど。先頭でドアを開け、後尾から入る動作は田中研究室

で開発された動作である。こういった「多様な賢い動作」

と、「より複雑な地形の踏破」を実現しようと日々力を尽

くす研究室である。アイディア次第で無限の動作が可能

になる一方で、関節が多いため、運動が複雑化し、操作

が難解になる。それを制御でコントロールするのが目指

すところだ。

　ここでの研究は実社会への応用にも直結する。ヘビ

型ロボットが、高所、狭所、危険箇所など、人間が立ち

入ることのできない場所を走行できるようになると、社

会がこれまで抱えていた難題が解消できるようになるだ

ろう。実際に災害時の人命救助を担うヘビ型ロボットや、

道路や橋梁など老朽化するインフラを調査・修理するヘ

ビ型ロボットの誕生に産業界から大きな関心と期待を

集めている。

　目標を達成する運動を数式化し、プログラミングで制

御、オリジナルのパーツでロボットを組み立て、コントロ

ーラで操作をする。それらを一貫して経験できるのがこ

の研究室の魅力である。「ものづくり」へ熱い思いを持

つ学生が多く、古池さんもその一人だ。

　古池さんはロボットに接触する障害物が細長い機体

のどの部分に当たっているのか、接触を検出するセンサ

の付いたロボットの開発に取り組む。田中教授は「古池

さんには障害物認識の研究に注力してもらい、私は技

術的な部分や研究の仕方をサポートします。一緒に研

究を仕上げる仲間として見ていますね」と言う。「先生に

は毎日進捗を報告して、質問を重ねました。私の研究は

先生の圧倒的な知識に支えられています」と言うのは古

池さん。教授と学生の関係を例えるならば“共同研究者”

だ。学生と教授の共創によって進化を遂げるヘビ型ロボ

ット。その活躍を目にする日は、遠くはないだろう。

生物のすごさを抽出し
生物以上のロボットをつくる

トラブルに強い自律型のロボットを
開発して、世の中を驚かせたい

教授自身もプログラミングに精を出
し、コントローラを握り、学生ととも
に研究の現場で奮闘する。古池さん
は「先生の博識さにいつも圧倒され
ています」と深い尊敬の念を抱いて
いる

── 田中 基康 教授

古池 晃樹 さん　情報理工学域 Ⅱ類（融合系） 先端ロボティクスプログラム 4年／千葉県 私立千葉日本大学第一高等学校 出身

左ページのヘビ型ロボットはマイコ
ンが16個搭載されている。ロボの中
の配線の美しさもこだわりポイント。
組み立ては根気のいる作業だ

生物のヘビを模したロボット
田中研究室で開発されるヘビ型ロボットは、左右に回転する関節
と、上下に回転する軸が交互に接続され、3次元の動きを可能に
している。写真は車輪が8対、関節が17個のヘビ型ロボット。研
究室の4年生、古池さんが製作したものだ。障害物にぶつかった
ときの力の強弱を検出するセンサが104個も付帯している。

田 中 基 康 研 究 室

研究対象はヘビ型ロボットの制御と応用。自律型ロボットの設計・開発に挑む。屋内探索・レスキュー用の無線
遠隔ヘビロボからマッサージヘビロボ、お掃除ヘビロボなど幅広い展開を視野に入れた研究を行っている。

ロボティクス、メカトロニクス、知能機械工学、制御理論、冗長制御、多連結ロボット、ヘビ型ロボット、自律型ロ
ボット、遠隔ロボット、アクチュエータ、角度センサ、距離センサ、コンピュータ、マイコン

田中基康研究室

K e y w o r d s

電通大でロボットを扱う研究室は複数あり、それぞれ違っ
た領域をカバーしている。機械タイプのロボットから、義
手・義足のように人間の一部に融合するロボット、生物に
近いロボット、ロボットと人のコミュニケーションなど、扱
う対象は幅広く、ロボティクスを学びたい人ならば興味を
惹かれるテーマと出会えるだろう。また、楽しみながら学
ぶ『楽力』教育の一環として、自立した技術者の育成を目
指す「ロボメカ工房」の存在にも注目だ。技巧性と独創性
が光るロボット作りの活動が学内外で高い評価を集めて
いる。「ロボメカ工房」に所属する学生は、スキルの付いた
状態で研究室に配属されることになり、よりハイレベルの
研究にまで飛躍する傾向がある。

ロボティクス@UEC

先のことはわからない時代
だからこそ、好きなことに取り組もう

情報理工学域 Ⅱ類（融合系） 先端ロボティクスプログラム　田中 基康 教授
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　石田研究室で扱うのは材料科学という分野である。

将来コンピュータやスマホなどの電子機器に使えるよう

な材料の研究を進めている。材料科学はソフトウェアや

情報通信の開発とパラレルで進むことで実用化されてい

く。石田研究室では10年後、100年後、さらに先の未

来に実用の可能性を有する新しい材料の開発、あるい

は、新しい材料の使い道の開拓を含めた研究に取り組

んでいる。中心は新しい材料になりうる「単分子磁石」

の物性研究だ。「分子は記憶することができるのか?」を

研究の主眼としている。結晶中の分子・原子・イオンの

配置を設計し、電子のゆがみを生じさせ、ある運動をす

る電子をつくる。そうすると分子が磁石のように振る舞

い、情報を記憶する状態になるのだ。同じ環境で分子が

いくつかの状態を持つ、というのはこれまでの科学の歴

史にはなかったこと。こういった研究が進めば、情報を

記録する磁気デバイスの記憶量を増やすことが可能に

なり、コンピュータの小型化にも貢献する。そんな新し

い分子を有機合成によって創出、物性を測定し、理論を

明らかにするのがこの研究室の特色だ。石田研究室は

この分野の学問をけん引する研究室で、世界でも3番目

の早さで磁石になる有機物質を発見している。また有

機化合物と遷移金属イオンの複合物質の研究にも力を

入れ、世界最大の保磁力を持つ磁石の開発に成功した。

 「面白い形の分子を見るとわくわくします」と語るのは

この研究室に所属する高野さんだ。彼女は鉄のスピン

クロスオーバー現象に注目し、室温付近で磁性の転換

が起きる錯体を戦略的に合成する方法を研究している。

コンピュータ化学で分子を設計し、実験で合成するが、

それまで知られた学説とは違う結果となった。「予想と反

する結果が出た。そこから新しい知見を見出すのが研

究の醍醐味ですね」と石田教授は添える。石田研究室で

は機材類に触れる機会も多く、学生は新しい技術の習

得にも積極的だ。教授は「技術はどんどん進化し、研究

手法も目まぐるしく変わっていく。だから技術の習得に

抵抗のない人材になってほしい」と話す。実験を重ね、

積極的に技術を習得し、まだどこにもない分子のデザイ

ンに挑戦する。ここは未来の材料が生まれていくクリエ

イティブな化学を扱う研究室だ。

どこにも存在しない材料を創る
実験室は

未来をクリエイトする場です

私の研究が新しい学説として
世界に知られていく日を夢見ています

科学に広く興味を持ち、自らの手を動かそう
世界の産業を導く人材になれるはず

光子計測検出型単結晶X線回折装
置。有機化合物の単結晶をX線を用
いて解析する貴重な機材。石田研究
室に所属する学生は、幅広い機材類
を取り扱う

高野さんは「配属されてすぐ先生か
ら本を借りました。研究者と対等に
議論をしたいからです」と意気込む。
一方、石田教授は「何かをつくりた
いという積極的な姿勢を歓迎しま
す」と熱意に応える

── 石田 尚行 教授

高野 莉奈 さん　情報理工学域 Ⅲ類（理工系） 化学生命工学プログラム 4年／神奈川県 私立中央大学附属横浜高等学校 出身

情報理工学域 Ⅲ類（理工系） 化学生命工学プログラム　石田 尚行 教授

有機磁性体の結晶
有機化合物は磁性を持たないというのが従来の科学の世界の常識であった。しかし
研究が進むにつれて、常識を覆す磁気性を持つ有機化合物の存在が明らかになり、
石田研究室では世界で3番目の早さで磁気性を持つ有機化合物の発見を成し遂げ
た。純粋有機ラジカル強磁性体のおよそ半数はここ石田研究室から見つかっている。

石 田 尚 行 研 究室

材料科学の研究。コンピュータ類、電子機器や先端テクノロジーに特化した付加価値の高い材料の開発・研究
を行う。測定や解析の装置類の操作手法を習得し、材料科学を中心にした科学人材の育成にも力を入れる。

応用化学、材料科学、機能性材料、ナノテクノロジー、新素材、ラジカル、有機化合物、希土類、磁気物性、分子
性磁性体、単分子磁石、ナノ磁石、コンピュータ化学、合成実験、X線結晶構造解析、ダウンサイジング

石田尚行研究室

K e y w o r d s

電気通信大学における化学・物理の分野はエレクトロニ
クスの発展につながるテーマの研究が盛んだ。急速に転
換するこの分野の中で、世界に発信できる付加価値の高
い未来の材料開発に寄与する研究を広く取り扱うのが電
通大の材料科学だ。専門家の間では“電通大の化学・物
理の分野はユニークで面白い”と評判も高い。環境面も充
実し、理系大学の中でも測定・解析の機材類を豊富に所
有していることで名高い。電通大でこの分野を研究する学
生は実際にものをつくって、触って、調査をし、解析、評価
ができるという一連の貴重なチャンスに恵まれる。そのた
め卒業生の社会からの信頼も厚く、将来は順応性、先進
性の高い人材として活躍が期待できるだろう。

マテリアル（材料科学）@UEC



メディア情報学

経営・社会情報学

情報数理工学

コンピュータサイエンス

セキュリティ情報学

情報通信工学

電子情報学

計測・制御システム

先端ロボティクス

機械システム

電子工学

光工学

物理工学

化学生命工学

先端工学基礎課程

メディア情報学

経営・社会情報学

情報数理工学

コンピュータサイエンス

セキュリティ情報学

情報通信工学

電子情報学

計測・制御システム

先端ロボティクス

機械システム

電子工学

光工学

物理工学

化学生命工学

情報理工学域
類 専門教育プログラム

生
体
計
測
工
学

バ
イ
オ
シ
ス
テ
ム
・
分
子
生
物
学

生
命
情
報
科
学
・
神
経
科
学

固
体
物
理
・
低
温
物
性

光
情
報
工
学

レ
ー
ザ
ー
科
学

光
化
学

電
子
材
料
・
光
材
料

電
子
デ
バ
イ
ス・
光
デ
バ
イ
ス

半
導
体
・
超
伝
導
体
・
磁
性
体

物
質
科
学
・
機
能
材
料
科
学

量
子
工
学

ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

資
源
・
環
境
・エ
ネ
ル
ギ
ー

知
的
生
産
シ
ス
テ
ム

熱
・
流
体
工
学

材
料
・
加
工

知
能
機
械

機
械
科
学

ロ
ボ
ッ
ト
工
学

計
算
物
理
・
計
算
科
学

制
御
工
学

光
・
電
磁
波
工
学

電
子
回
路
・
集
積
回
路

宇
宙
環
境
情
報

衛
星
・
移
動
通
信

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

ゲ
ー
ム
情
報
学

ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
コ
ン
ピ
ュ
ー
ティ
ン
グ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョン

数
理
科
学
・
応
用
数
理

感
性
情
報
学

バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
ティ

マ
ル
チ
メ
ディ
ア

画
像
工
学

音
響
・
音
声
工
学

シ
ス
テ
ム
工
学

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

情
報
理
論

知
識
工
学
・
人
工
知
能

ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
工
学

計
算
機
科
学

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フィ
ッ
ク
ス

情
報
セ
キ
ュ
リ
ティ

オ
ペレ
ー
シ
ョン
ズ・
リ
サ
ー
チ

経
営
情
報
・
社
会
情
報
・
金
融
工
学

経
営
工
学
・
信
頼
性
工
学

メ
ディ
ア
デ
ザ
イ
ン

Ⅰ類（情報系）

Ⅱ類（融合系）

Ⅲ類（理工系）

先端工学基礎課程（夜間主課程）
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 「総合コミュニケーション科学」は、科学・技術の新しい概念です。通信による情報交換や、自然
界でのエネルギー交換、細胞間の物質交換に至るまで、人間・社会・自然の秩序を形成する物・
エネルギー・情報の相互作用をコミュニケーションと考え、これを研究対象とする科学を総合コミ
ュニケーション科学と定義しています。
　さらに現代は、人工物の媒介するコミュニケーションが増え、人工物が適切に機能することで
円滑になるコミュニケーションも少なくありません。地球環境を健全に持続させ、安心安全な社
会を構築し、人々が心豊かに暮らしていくためには、人間・社会・自然そして人工物の相互のコ
ミュニケーションが円滑であることが重要となります。
　総合コミュニケーション科学の領域は、科学・技術を基盤としながら、人文・社会科学まで包括
します。学問分野の専門特化が進み、専門家同士の協業が重要となっている今、自分が本質を究
めた専門知識を専門外の人に理解してもらうとともに、専門外の知識を他の専門家から学び取
ることが必要になります。その際の“のりしろ”になる周辺領域に関する知識や教養が不可欠とな
るのです。

人間
Human

社会
Society

人工物
Man-made
Artifacts

自然
Nature

総合コミュニケーション科学 ── 電通大が考える科学・技術 L
ラ ボ サ ー チ

abSearch── 分野やキーワード、類・専門教育プログラムから興味のある研究室を探せる

Research your interest!電気通信大学で学べる幅広い学問

❶「類・専門教育プログラム」、「分野」、 
「キーワード」で検索可能

❷「フリーキーワード」でも検索可能

❸ スマートフォン・PCに対応
❹ 各研究室ウェブサイトにもリンク

https://cf.arc.uec.ac.jp/labsearch/

LabSearch ／ラボサーチの特徴

スマートフォン画面 PC画面

研究室検索サイト「LabSearch／ラボサーチ」に関するお問い合わせ

電気通信大学アドミッションセンター　
E-mail：arc01@office.uec.ac.jp　TEL：042-443-5104（平日9時～17時）
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多様性と相互理解を尊重し
新しい未来を創る学問と出会う場に

情
報
理
工
学
を
リ
ー
ド
し
続
け
る
１
０
０
年
の
歴
史

社団法人電信協会「無線電信講習所」を創設

国立学校設置法施行により
新制大学「電気通信大学」が発足、
電気通信学部設置

新形レーザー研究センター（現レーザー新世代研究センター）を設置

国立大学初の計算機学科設置

大学院 情報システム学研究科設置

歴史資料館（現 UECコミュニケーションミュージアム）開館

無線電信講習所女子部（第3部特科）を設置、
2組100名入学

大学院 博士後期課程設置

電気通信研究施設を設置

大学院電気通信学研究科を
設置

菅平宇宙電波観測所
（現 宇宙・電磁環境研究センター）
設置

情報理工学部を情報理工学域に改組
国立大学初の人工知能先端研究センター設置

100周年キャンパス（UEC-Port）竣工
ナノトライボロジー研究センター設置

i -パワードエネルギー・システム研究センター、
量子科学研究センター設置

脳科学ライフサポート研究センター
（現脳・医工学研究センター）設置

電気通信学部・研究科から情報理工学部・研究科に改組
燃料電池イノベーション研究センター設置

先端ワイヤレス・コミュニケーション研究センター設置

創立100周年

国立大学法人化

本科卒業生に2級無線通信士無試験検定を認定1924
（大正13年）

1944
（昭和19年）

1987
（昭和62年）

1954
（昭和29年）

1965
（昭和40年）

1968
（昭和43年）

1949
（昭和24年）

1980
（昭和55年）

1970
（昭和45年）

1992
（平成4年）

1998
（平成10年）

2018
（平成30年）

2004
（平成16年）

2015
（平成27年）

2013
（平成25年）

2010
（平成22年）

2005
（平成17年）

2016
（平成28年）

2017
（平成29年）

1918
（大正7年）

万人のための先端科学技術の教育研究
情報と通信を核とした諸領域の科学技術分野において、
世界をリードする教育・研究拠点として教育力と研究力を発展させます
 1 . 我々の生活環境を安心・安全で豊かなものにするための、先端科学技術分野の教育・研究を推進します。

2. 情報、通信、制御、材料、基礎科学、および将来の社会に必要となる諸分野の教育・研究を推進します。

3. 理論からものづくりまでの特徴ある研究で、世界をリードする教育・研究拠点を目指します。

 1 . 我が国の科学技術創造立国を弛まぬ教育と研究で支え、世界に貢献する実践力のある人材を育成します。

2. 高い倫理観、コミュニケーション能力、判断力を持つ指導的な研究者・技術者を育成します。

3. 学部教育と大学院教育の連携を推進し、大学院教育の高度化と多様化をより一層図ります。 
社会人教育を重視し、留学生の受け入れと送り出しを一層充実させます。

 1 . 国内外の研究者の交流を活性化し、同時に国際化を推進します。

2. 国際的視野に基づき、広く外部の機関との連携を強化し、時代を切り拓く科学技術分野の研究を推進します。

3. 地域産学官民連携を強化します。

自ら情報発信する国際的研究者・技術者の育成
社会と技術への幅広い見識、国際性、倫理観を備えた、
創造力と実践力のある研究者・技術者を育成します

時代を切り拓く科学技術に関する創造活動・社会との連携
広く内外と連携した知と技の創造活動を通じて、
我が国と国際社会の発展に貢献します

理
念

学
長
挨
拶

　電気通信大学は2018年12月、前身機関で

ある「無線電信講習所」の創立から100周年

を迎えました。創立から1世紀にわたって電気

通信技術分野において日本・世界を支えてい

ます。これからの100年においても、イノベ

ーションの原動力になるのは「情報通信技術

（ICT）」です。

　第6期科学技術・イノベーション基本計画

で我が国が実現を掲げるSociety5.0を本学

では『イノベーションを生む機能を内包する「持

続的自律進化＋多様な幸せ度最大化」社会』

と定義しています。多様な幸せ度とは、個人・

社会・地域・広域・世界視点での幸せを意味し、

それを支えるのがまさに情報通信技術なので

す。本学は「Society5.0」を実現するために

必要とされるAI、ネットワーク、ロボット、光・

量子技術をも含む全ての技術分野をカバーし

ており、未来を創造する教育研究の一大拠点

として挑戦を続けています。

　社会を構成する全ての要素がネットワークで

繋がり、相互にコミュニケーションができる「高

度コミュニケーション社会」は本学が長年標榜

してきたビジョンです。このビジョン実現のた

め、多様性、相互理解、イノベーションで表さ

れる「D.C. & I .戦略」を策定しました。総合大

学では実現の難しい「個性化」を大切に考え、

場所、性別、年齢、立場、規模にとらわれず、

多様な個人、多様な組織、多様な地域との連

携拡大と深化、深い相互理解と触発促進を実

行していきます。

　本学を志す皆さんには、学生、教員、研究者

の中で、多様性を尊重し、積極的に混じり合う

ことで、イノベーションを生み出し、Society 

5.0の実現を先導する人材になることを期待し

ています。

電気通信大学長　田野 俊一

1945年頃の「中央無線
電信講習所」時代の教科
書と1935年発行の無線
通信士の資格合格証。

科学をけん引する人材輩出を続け
る電通大の原点は、無線通信士の
養成にある。

日本初の高分解能
核磁気共鳴（NMR）装置は
電通大の開発によって実現した。

1981年製造のミニコンピューター。
電通大は国立大で初めて電子計算機
学科を設置（1970年）。

電通大の教員・
山中惣之助が試
作・開発した「フラク
ショナルμ真空管」。

電子回路技術で実現した電波時計は
電通大が1950年頃に発明。

1943年製造の無線受信機。講習所で訓練を
積んだ卒業生は海や空の安全に尽くした。

宇宙・電磁環境研究センターの菅平
宇宙電波観測所が有する人工衛星追
尾用のパラボラアンテナ。

1992年、キングモンクット工科大学ラカバ
ン校（タイ）と調布市の衛星対談を実施。
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1
2
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Research UEC! 教 育 制 度

Research UEC!

学生が自らの関心と探究心に基づき、幅広い学びの中から段階を踏ん
で専門領域を定めていくことができます。

情報理工学をリードし、高い研究力を持つ電気通信大学。
本学にはそれ以外にもたくさんの魅力があります。
イノベーティブな人材を育てる教育制度、
高い就職率と満足度を誇る就職サポート、
何事にも熱中し、楽しむ学生たち、
そんな電通大の魅力を徹底解明します。

P.13

P.19

P.25

電 通 大 研 究 !

就職・進路
c a r e e r

学生たちの姿
students

教育制度
education

専門性は高く、視野は広く

段階的に専門性を定める

情報理工学をリードする高度な専門性と共に、異分野との協働に必要
な幅広い知識を習得し、世界で活躍できる科学者・技術者を目指します。



情
報
理
工
学
域

学
域
・
修
士
一
貫
教
育

大
学
院 

情
報
理
工
学
研
究
科

広い視野

高い専門性

博士後期課程

博士前期課程

研究室

専門教育プログラム

類

初年次教育情報理工学全般の基礎を学ぶ

専門性の基礎を大きな枠組みで学ぶ

専門分野を
深く学ぶ

科学的思考力を養う

専門分野を学ぶための力を身につける

専門性を身につける

卒業研究に挑む

体系的な専門知識と技術を
実践的に応用し、課題を解決する

教育研究センター 連携

連携

メディア情報学

経営・
社会情報学

情報数理工学

コンピュータ
サイエンス

セキュリティ情報学

情報通信工学

電子情報学

計測・制御システム

先端ロボティクス

機械システム

電子工学

光工学

物理工学

化学生命工学

3つの類と14の専門教育プログラム

Ⅰ類
（情報系）

Ⅱ類
（融合系）

Ⅲ類
（理工系）

レーザー新世代研究センター
量子科学研究センター

先端ワイヤレス・コミュニケーション研究センター
宇宙・電磁環境研究センター
脳・医工学研究センター

i-パワードエネルギー・システム研究センター
人工知能先端研究センター

ナノトライボロジー研究センター
燃料電池イノベーション研究センター
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幅広く学びながら専門性を高める教育課程
Research UEC!

教 育 制 度

電気通信大学では、高度な専門性と幅広い知識・教養を兼ね備えた、

世界で活躍できる科学者・技術者としてのスキルを修得していきます。

初年次には、全学生が情報理工学全般の基礎を学ぶことで

科学的思考力と広い視野を育みます。

続く「類」では、互いに関連しあう専門分野をまとめた大きな枠組みの中で

学修を進め、専門性の基礎と、関連する分野の知識を修得します。

次に配属される「専門教育プログラム」は、大学院博士前期課程（修士課程）との

一貫性に配慮された専門性の高いカリキュラムです。

この課程で専門分野を深く学ぶことにより、

実践的で高度な専門性を身につけることができます。



研究室に配属

研究室に配属

研究室に配属

前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期 前学期 後学期

1  年 次 2  年 次 3  年 次

Ⅰ類共通
基礎科目

Ⅱ類共通
基礎科目

Ⅲ類共通
基礎科目

Ⅱ類
（融合系）

Ⅲ類
（理工系）

Ⅰ類
（情報系）

情報学専攻

情報・
ネットワーク工学

専攻

機械知能
システム学
専攻

基盤理工学
専攻

共
同
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
研
究
専
攻

UECセミナー／UECカンファレンスラボワーク 学外研修早期研究室配属 卒業研究

情報理工学域 情報理工学研究科▲

P.52へ

4 年 次 博士前期課程 博士後期課程

全類共通授業科目（初年次教育）

楽力教育　

▲

P.56へ

キャリア教育　

▲

P.57へ

学ぶ楽しみと目的意識を高めるための教育

高度な実践教育を受けられる選抜プログラム

グローバル教育　

▲

P.54へ

UECグローバルリーダー育成プログラム　
▲

P.47へ

メディア情報学プログラム（類専門科目）

経営・社会情報学プログラム（類専門科目）

情報数理工学プログラム（類専門科目）

コンピュータサイエンスプログラム（類専門科目）

セキュリティ情報学プログラム（類専門科目）

情報通信工学プログラム（類専門科目）

電子情報学プログラム（類専門科目）

計測・制御システムプログラム（類専門科目）

先端ロボティクスプログラム（類専門科目）

機械システムプログラム（類専門科目）

電子工学プログラム（類専門科目）

光工学プログラム（類専門科目）

物理工学プログラム（類専門科目）

化学生命工学プログラム（類専門科目）

プ
ロ
グ
ラ
ム
選
択

プ
ロ
グ
ラ
ム
選
択

プ
ロ
グ
ラ
ム
選
択

▲

P.35へ

▲

P.39へ

▲

P.32へ

▲

P.43へ

UECパスポートセミナー UECパスポートプログラムA UECパスポートプログラムB
サイエンス・コミュニケーション演習

UECパスポートプログラム
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広い学びから専門性を定める学修プロセス
幅広い視野で自ら学びを選択できる力を養う「初年次教育」。興味・関心や適性に応じて

広い選択肢の中で学びたい分野を見つける「類」。自身の専門性を見定め、追究していく「専門教育プログラム」。

電気通信大学では、学生自身が主体となり、段階的に専門性を定める学修プロセスを採用しています。

Research UEC!

教 育 制 度



初
年
次
教
育

初
年
次
教
育

初
年
次
教
育

類
共
通

基
礎
科
目

類
共
通

基
礎
科
目

類
共
通

基
礎
科
目

専
門
教
育　

プ
ロ
グ
ラ
ム

専
門
教
育　

プ
ロ
グ
ラ
ム

専
門
教
育　

プ
ロ
グ
ラ
ム

研
究
室
配
属

研
究
室
配
属

研
究
室
配
属

2c a r e e r
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　映像や音響などのメディア表現を専門的に学べ
る大学を探すため、電通大のオープンキャンパスに
参加しました。学生や先生方が研究内容を熱量高
く紹介してくださったのをよく覚えています。
　初年次教育を学ぶ段階で印象的だったのは線形
代数学や微分積分学の授業です。回を重ねるたび
に難易度が上がり、いつの間にか自分の力もレベ
ルアップしたと思います。メディア表現を学ぶつも
りでいて、そのまま類共通基礎科目へ進みました

 「電通大は就職率が高く、就職先もいいところばか
り」と高校の先生から聞き、電通大に興味を持ちま
した。大学卒業後の人生を見据えた選択をしたい
と思っていたからです。
　入学すると情報理工学の基礎を網羅するように
学んでいきます。4年次の現在、初年次教育で身に
着けた内容が活きていると思います。類共通基礎
科目の授業では「半導体は年々小型化に成功して
きたが、今の研究ではその限界にきている」と聞き

　高校生の頃から理系科目が好きで、理工系の大
学に進もうと思っていました。立地のいい電通大な
ら通学しやすく、勉強はもちろん、アルバイトや遊
びにも打ち込めるような有意義な学生生活が送れ
るだろうと思い、入学を決めました。初年次の授業
で印象に残っているのは「基礎科学実験A」です。
物理の教科書で見た重力加速度を実験で体験し、
大学の授業はなんて面白いのだろうと心が躍りま
した。また、研究室の見学会にも 1年次から参加

が、メディア系より「確率論」の授業を受け夢中に
なってしまいました。確率論で実際に起きている不
思議な事象も解明できるかもしれないと聞いたか
らです。ここからは進路を方向転換し、統計学やデ
ータ解析の方面に進むことを決意。研究室では社
会が抱えるさまざまな課題にデータ解析というアプ
ローチで向き合う毎日です。現在は自然科学の分
野とデータ解析を組み合わせ赤潮の発生を解き明
かそうと日々奮闘しています。

衝撃を受けました。「これから限界を超えていける
か」という話が印象的でそんな研究をしてみたいと
心惹かれました。専門教育プログラムでは、光工
学プログラムを選んでいます。これまで出てきた内
容が応用に進み、専門性が高くなったと実感しまし
た。研究室ではごく小さな電子回路を作る研究に
没頭中です。Ⅲ類には先端技術を根幹から支える
ユニークな学問が待っています。私はここで夢中に
なれる学びに出会えました。

し、そこで実際に人が走る動きをモーションキャプ
チャで計測するというダイナミックな実験に魅了さ
れ、生体工学を扱う研究室を第一志望にしました。
現在は運動と認知機能の関係の研究に励んでいま
す。この研究では類共通基礎科目で扱った「確率統
計」の授業が活きています。自分がどんな分野に進
むのか見つけられない人も、講義や研究室見学を
重ねるうちに納得のいく選択ができると思います。

94.5%94.5%
98.5%4位

情報理工学域卒業生の就職率

大学院情報理工学研究科
博士前期課程修了者の就職率

有名企業400社
実就職率ランキング

全国

卒業生・修了生の主な就職先（2016～2020年度卒業・修了生）

電気通信大学 ...................................  445
東京大学 ..............................................  4
東京工業大学 .......................................  2

名古屋大学 ...........................................  1
一橋大学 ..............................................  1
北陸先端科学技術大学院大学 ..............  1

北海道大学 ...........................................  1
横浜国立大学 .......................................  1

大学院への進学実績（2020年度卒業生）

学びの環境が揃う電通大なら柔軟な方向チェンジが可能

講義で耳にしたさりげない話が私の研究選びのきっかけに

確かめながら進路を探せば納得のいく選択に満足できる

新道 志 さん
情報理工学域 Ⅰ類（情報系） 
情報数理工学プログラム 4年 
川野秀一研究室 所属

神奈川県立厚木高等学校 出身

藤倉 健太 さん
情報理工学域 Ⅲ類（理工系） 
光工学プログラム 4年 
水柿義直研究室 所属

東京都立小松川高等学校 出身

宗平 麗 さん
情報理工学域 Ⅱ類（融合系） 
計測・制御システムプログラム 4年 
安藤創一研究室 所属

東京都立調布南高等学校 出身

当初メディア表現を志したのは映画や音楽
が好きだったから。せっかくなのでVR・AR
など最新の表現を学ぼうと思っていました。

最先端のメディア表現に惹かれる

幅広い知識を貪欲に吸収していた 1年次。
得意科目を見つけたく、どの科目も遅れな
いように必死でついていきました。

興味関心をどんどん広げる時期

学び方の基本姿勢や基礎知識を固めつつ、
自分の興味関心を見定めるため、気になる
研究室の見学会へ足を運びました。

さまざまな研究室へ関心を寄せる

情報系の学問はどれも興味が尽きませんで
したが「解析学」や「確率論」を初めて知り、
その後の進路が変わることに。

方向転換のきっかけとなる科目と出会う

理論の話だけではなく、その分野の研究の
現在地を聞き、学びと未来のつながりを具
体的に想像できるようになりました。

半導体研究の限界の話が響く

「確率統計」で数理統計学の本質に触れまし
た。この科目がのちの4年次の研究を支え
てくれることになります。

現在の研究に欠かせない講義と出会う

メディア分野に進む予定を変更。情報数理
工学プログラムを専攻し、世の中の現象を
コンピューターで解析する方面へ。

情報数理工学にすっかり魅了される

この頃の課題は独自の考察が必要な内容ば
かりで苦労しました。友人と遅くまでディス
カッションをしながら進めました。

答えのない問いに立ち向かう時期

1年次に見学した生体情報を計測する研究
室の実験が忘れられず、計測・制御システム
プログラムを選択しました。

運動や脳の機能を情報で解明したい

古典文学や医療分野までデータ解析で向き
合う研究室です。私は赤潮という水質汚染
問題にデータ解析で挑んでいます。

高度な問題を切りひらいていく

光工学プログラムを選択しましたが、研究室
は電子工学プログラムの研究室です。自分
のやりたいテーマを追いかけて入室。

プログラムの垣根を越えた研究室へ

MATLABというソフトウェアでデータを数
値化し評価をしています。将来は運動が困
難な方への応用も期待される研究です。

骨格筋への電気刺激による効果を研究

Interview

電気通信大学では、卒業生の多くが大学院へと進学し、学域・大学院ともに約95 
%以上の高い就職率で、「有名企業400社実就職率ランキング」※では毎年上位
にランクされています。 ※教育進学総合研究所発表「有名企業400社実就職率ランキング2020」（2020年9月）

Research UEC! 就 職 ・ 進 路

Research UEC!

教 育 制 度

就職先 学域 前期 計

富士通 5 61 66
キヤノン 8 40 48
ソニー 2 46 48
ヤフー 7 34 41
日立製作所 5 35 40
KDDI 2 37 39
NTTドコモ 2 36 38
日本電気 2 34 36
三菱電機 7 26 33
リコー 2 30 32
エヌ・ティ・ティ・データ 6 23 29
ソフトバンク 1 27 28
本田技研工業 3 24 27
コーエーテクモホールディングス 10 13 23

就職先 学域 前期 計

パナソニック 2 21 23
ルネサス システムデザイン 2 20 22
エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ 0 20 20
東日本旅客鉄道 4 16 20
セイコーエプソン 2 16 18
横河電機 5 13 18
SCSK 7 10 17
エヌ・ティ・ティ・コムウェア 2 15 17
日本放送協会 3 14 17
NECソリューションイノベータ 3 13 16
東海旅客鉄道 5 11 16
トヨタ自動車 2 14 16
村田製作所 0 15 15
アイソルート 7 6 13

就職先 学域 前期 計

アズビル 1 12 13
いすゞ 自動車 1 12 13
日本ユニシス 2 11 13
野村総合研究所 3 10 13
川崎重工業 4 8 12
コニカミノルタ 2 10 12
Cygames 3 9 12
東日本電信電話 2 10 12
ファナック 0 12 12
富士電機 1 11 12
ヤマハ発動機 2 10 12
住友電気工業 1 10 11
TIS 3 8 11
凸版印刷 3 8 11

就職先 学域 前期 計

日本アイ・ビー・エム 3 8 11
日本電気通信システム 5 6 11
システムサイエンス研究所 6 4 10
シャープ 3 7 10
スタンレー電気 4 6 10
ソシオネクスト 1 9 10
日本電信電話 0 10 10
農中情報システム 1 9 10
フューチャーアーキテクト 3 7 10
古河電気工業 1 9 10
地方公務員 27 19 46
国家公務員 15 13 28
教員 12 4 16



渋谷

新宿

池袋

秋葉原

調布 明大前

吉祥寺 中野

下北沢

10分

10分 5分

JR中央・
総武線

JR山手線

京王線

井の頭線

4分
4分

電気通信大学
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　私の学年が就職活動をする時期は、感染症
の流行拡大と重なったタイミングでした。就活
のスケジュールが遅延したり、就活そのものの
方法がオンライン化したりするなど、例年にな
い状況下での就活だったためひとりで進める
には不安もありました。しかしサークルの先輩
から「就職支援を受けて内定をもらえた」と聞
いていたことを思い出し、私も電通大の就職
支援制度を利用して就職活動をすることにしま
した。 
　電通大生が受けられる就職支援体制は大き
く3つあります。まずは学生支援センターにあ
る「就職支援室」です。ここではキャリアカウ
ンセラーによる就職相談が可能です。足を運
ぶ前は少々緊張していましたが、実際に話し
てみるととてもフランクな相談員さんばかりで
した。応募する企業を選ぶ前に、どんな働き
方をしたいのかなど、まずは自分の価値観を
話しながら固めていきました。そして業界や企
業の紹介、面接の練習もしてくださり、エント

リーシートの書き方なども指導していただきま
した。相談員さんは企業の採用情報に詳しく、
就活支援のご経験が豊富な方で、親身になっ
てくださったのでとても心強かったです。就職
支援室に毎週通うことでペースができあがり、
学業を疎かにすることなく就職活動を進めるこ
とができたと思います。
 「類・専攻就職事務室」では、同じ類や専攻の
卒業生の就職活動歴を匿名で閲覧できました。
自分と同じ学問を修めていった先輩方が、ど
んな業界のどんな企業を受験していったのか、
その履歴が具体的にわかり、とても参考になり
ました。また多くの先輩方は無事に内定を獲
得していることを知り、自分も励まされた気持
ちになりました。 
　電通大の同窓会の「目黒会」も就職を支援
してくださる組織です。実務経験が豊富な卒
業生の方が学生と企業の相性を大切にしなが
ら相談にのってくださいます。社会人としての
姿勢をゼロから教えてくださったのも卒業生

の方でした。そして電通大の卒業生は幅広い
分野で活躍していることも実感しました。 不
安を胸に始めた就職活動でしたが、私は内定
を得ることができました。この春からは大手ソ
フトウェア開発企業でエンジニアとして働きま
す。学問の面はもちろん、厚い就職支援体制
も電通大の魅力であると思っています。

Ⅰ類

Ⅰ類

Ⅲ類

Ⅱ類

先端工学基礎課程

Ⅲ類

先端工学基礎課程

学びを社会につなげる就職サポート

キャリアカウンセラーが
学生一人ひとりにアドバイス

専門性を活かした
就職の情報を提供

卒業生のネットワークが
在学生をサポート

就職支援室

高い満足度
専門分野の
情報が集まる

卒業生人脈も
就職の味方に

基礎から
実践まで支援

類・専攻就職事務室

就
職
セ
ミ
ナ
ー
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
も
開
催

一般社団法人 目黒会（同窓会）

取得可能な教員免許・資格

内定者インタビュー

本学では、試験科目が一部免除されるものも含め、様々な資格の取得が可能です。

所定の単位を修得することにより、取得できます。 所定の単位を取得し卒業すると、下記の資格試験科目の一部が免除されます。

所定の単位を取得し卒業すると、下記の資格が申請により取得できます。

　電気通信大学は、東京都の多摩地区東部に位
置する調布市にあり、最寄りの駅は、京王線、京
王相模原線が通っている調布駅です。説明会や
面接などが行われることが多い、都心にも出や
すく、京王線の特急を使えば、新宿駅まで約15分
という好立地にあります。
　実際に就職活動を行っていた学生からは「就

職活動中の交通費を抑えられたのはとてもあ
りがたかった」、「内定をもらった企業の入社
前研修にも通いやすかった」などの声があり
ました。就職活動中はもちろん、実際に就職
する企業が決まってからも、電気通信大学の
立地にメリットを感じている学生がたくさんい 
ます。

学生支援センター内に設置された支
援組織です。全学生を対象に、キャリ
アカウンセラーが学生一人ひとりに
アドバイスしたり、就職活動向けのガ
イダンスを行ったりします。

各類・専攻に設置された就職支援組
織です。それぞれの類・専攻の専門
に合った様々な分野の業種、職種の
就職情報が集まり、その類・専攻に
所属する教員からの指導も受けられ
ます。自分の専門を活かせる就職先
への推薦応募の相談も可能です。

女子学生や留学生、家族のためのサポートも！ 
充実した就職サポート体制を整備

都心にも出やすく、就職活動もしやすい立地

　本学では、就職サポートの充実に努めています。例えば、毎年、調布祭（学園
祭）の期間中には、在学生のご家族のための就職ガイダンスを開催しています。
最新の就職活動についての情報をお伝えするほか、本学の就職状況に関する
報告、参加者からのご質問への回答などを行っています。
　また、女子学生や留学生といった、対象別のサポートにも力を入れています。
就職ガイダンスやインターンシップ、業界研究、応募書類や筆記・面接の選考
対策など、多様な講座を設置しています。

一般社団法人目黒会は、かつて校舎
を構えた街の名を冠した電通大の同
窓会組織です。卒業生の交流・親睦
に限らず、大学と連携協力して在学生
の就職サポートなども積極的に実施
しています。活動内容は、業界研究セ
ミナーや合同企業説明会、模擬面接・
個別相談など多岐にわたります。

親身で細やかなサポートと豊富な情報で
不安なく就活を進められ、志望企業から内定獲得

年間を通じて説明会、セミナー、模
擬面接講座などを開催しています

それぞれの類・専攻に関連する
業界の動向をはじめ、就職活動
に必要な情報を提供する「類・
専攻別就職ガイダンス」

「合同企業説明会」では、卒業生
が活躍する企業が電通大に新た
な人材を求めて、紹介ブースを
開設します

類・専攻に関係した分野の
企業のOB・OGによる、個
別説明会も開催しています

求人開始前に多様な企業が
業界の説明を行う「業界研
究セミナー」

■ 教員免許状 ■ 資格

第一級陸上特殊無線技士
第二級海上特殊無線技士
第三級海上特殊無線技士

Ⅱ類
セキュリティ情報学プログラム
情報通信工学プログラム
電子情報学プログラム

Ⅱ類
計測・制御システムプログラム
先端ロボティクスプログラム

Ⅱ類
情報通信工学プログラム
電子情報学プログラム

Ⅲ類
電子工学プログラム

中学校・高等学校教諭一種免許状（数学）
高等学校教諭一種免許状（情報）

中学校・高等学校教諭一種免許状（数学）
高等学校教諭一種免許状（情報）

中学校・高等学校教諭一種免許状（理科）

中学校・高等学校教諭一種免許状（数学）

中学校・高等学校教諭一種免許状（理科）

第一級総合無線通信士
第一級陸上無線技術士
電気通信主任技術者

Research UEC!

就 職 ・ 進 路

就職活動は「就職支援室」、「類・専攻就職事務室」、「目黒会」の3組織で多面的なサポートを行っています。

学生一人ひとりの希望や適性に即したきめ細かい支援体制で、満足度の高い就職を実現しています。

大学の就職支援を活用しながら、就職活動をした内定者の声も紹介します。

和田 凌汰 さん
情報理工学域 Ⅲ類（理工系） 
化学生命工学プログラム 4年 
星野太佑研究室 所属

静岡県 私立浜松学芸高等学校 出身

大手ソフトウェア開発企業内定
志望業界：
IT業界 
（WEBサービス、システムインテグレーター）
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　結婚しても働き続けるためには、手に職を

つけることが必要だと思い、「工学」の分野に

興味を持ち始めました。電通大は工学を幅広

く学ぶことができ、それぞれの分野で活躍さ

れている先生がたくさんいたことが、志望校

を選ぶ決め手になりました。

　大学では、「学習科学・学習工学」について

研究していました。これは人間の学習を支援す

るための方法について研究する学問です。特に

WEBにおける調べ学習の際に、効果的に幅広

く学ぶために、学習の雛形を段階的に用意した

り外したりすることができるツールをつくり

ました。私の両親が教員で、もともと教育の分

野には興味を持っていましたが、自分が教員と

なるよりは、教員の負担を減らすことや、子ど

もが自主的に学習することなど、教育や学習を

支援する方法を学びたいと考えていました。

　もともと機械やロボットが好きな子どもで

した。科学系の雑誌を愛読していて、電通大

のことを初めて知ったのも、その雑誌に掲載

されていた記事でした。数ある機械系学部を

持つ大学のなかで電通大への進学を決めたの

は、オープンキャンパスのアットホームな雰

囲気に、ここで勉強できたら楽しそうだな、

と思えたのが一番の理由です。

　在学中は知能機械工学を専攻し、二足歩行

ロボットの歩行安定性に関する、安定性理論

による最適な設計パラメータの導出や実機検

証を行っていました。歩行ロボットにとって

最適な脚の長さや重さを、制御理論を使って

求める研究です。トライアンドエラーを繰り

返し、実機検証で成果が出せた時はとても嬉

しかったですね。

　今の仕事である医療機器の分野を志すよう

　この研究がきっかけで、教育・学習分野を

軸に、コンテンツサービスから通信インフラま

で幅広く就職先を考えるようになり、結婚して

からも働きやすい企業としてNTT東日本を志

望しました。就職活動中は、将来こうありたい

という姿は、自分ひとりで考えるだけではまと

まりませんでしたが、就職支援担当の方や先

輩と面談することで、自分自身の希望に気づく

ことができました。またOB・OGによる各社

企業説明会や、女子学生向けの女性のための

働き方説明会も開催されていたため、先輩達

の姿を見て、働くイメージを具体化できました。

　入社した時は SEとして、クライアントへ

の提案からシステム構築までを行っていまし

た。現在は、大規模ユーザの困りごとを解決

するための提案をしています。

　研究室では、モデルをつくり、理想と現場の

になったのは、4年次で経験したボランティア

活動がきっかけでした。特別支援学校の子ど

もたちと遊んだり、親御さんや先生方と触れ

合ったりするうちに、この人たちの笑顔につ

ながる医療・福祉の分野で自分の能力を発揮

したいと思うようになったのです。

　会社では、内視鏡の製品開発や法規制に関

わる業務を担当しています。在学中の研究テ

ーマが直接関わる仕事ではないのですが、学

会発表や論文投稿の経験は、就職活動に臨む

にあたって大きな自信になりましたし、主体

性を重視する当社では、研究生活で身につい

た課題解決能力や論理的な思考法が大いに役

立っていると感じています。入社して10年が

経ちますが、内視鏡の設計・開発におけるス

ペシャリストになるために、日々奮闘してい

ます。

ギャップを見つけて課題とし、解決法を検討

するといった考え方を、徹底して鍛えられまし

た。その考え方はどんな仕事でも必要な「課

題解決力」につながり、今でも役に立っていま

す。さらに、研究発表で鍛えられた資料作成の

スキル＝考えを図やイメージにする力は、お

客様との合意形成に活きています。

　電通大は課題も多く、他大学と比較しても

学修・研究は大変かもしれません。ただその

環境は、その後本当に頑張らなければいけな

い時のための練習の場だったと強く思います。

一生の仲間との出会いにも感謝しています。

　電通大で過ごした日々は、私を大きく成長

させてくれました。まず、講義や研究内容の

レベルの高さを実感しました。おかげでどこ

に出ても恥ずかしくない知識や技術を修得す

ることができました。そして学生の意識の高

さも想像以上で、電通大には、学友と切磋琢

磨しながらステップアップできる環境があり

ました。先生からの熱意あるサポートもあり

がたかったですね。

　電通大は、自分の意識次第で、いくらでも

高いレベルの経験を積める素晴らしい大学だ

と思います。

課題を見つけ、解決する方法を徹底的に検討
研究室で培われた考え方が仕事にも役立つ

意識次第でいくらでも成長できる環境で
どこに出ても恥ずかしくない能力を身につけられた

学びを活かし社会で活躍する卒業生

さまざまなツールのなかで、クライアントが本当に必要としてい
るものは何か一緒に考えるのが大石さんの業務

医師の操作性向上や患者さんの負担低減など、人々に喜ばれる
製品をつくることにやりがいを感じる

  通信     ICT     コンサルタント  

東日本電信電話株式会社
ビジネスイノベーション本部
プロダクトサービス部
ビジネスパートナーグループ（取材当時）

大石 千恵 さん
 2007年 静岡県立浜松北高等学校 卒業
 201 2年 電気通信大学 電気通信学部 情報通信工学科 卒業
 2014年 電気通信大学大学院 情報理工学研究科 

総合情報学専攻（博士前期課程）修了
 2014年 東日本電信電話株式会社 入社

  医療機器     メーカー     製品開発  

オリンパス株式会社

水野 正博 さん
 2003年 東京都 私立桐朋高等学校 卒業
 2007年 電気通信大学 電気通信学部 知能機械工学科 卒業
 2009年 電気通信大学大学院 電気通信学研究科 

知能機械工学専攻（博士前期課程）修了
 2009年 オリンパスメディカルシステムズ株式会社 入社
 20 15年 オリンパス株式会社へ社名変更（分社統合）
 20 18年 会津オリンパス株式会社 出向

Research UEC!
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まさか私が
鉄の加工に
ハマるなんて…

地味なパーツ加工の連続…
しんどいけど、楽しい！

思い立ったらすぐ行動！
そのまま留学へGO！

高価な試薬の
購入を相談中。
どうしてもやりたい
実験があるんです！

学びを活かし社会で活躍する卒業生

　小さい頃から理科に興味があり、昆虫を飼

育することが好きだったため、進路は理工系

と決めていました。電通大では、物理学・化

学・生物学・情報工学について基礎から体系

的に学び、その後に興味のある分野を選択で

きることから、進学を決めました。また、就

職率が高い東京の大学だというのも志望理由

のひとつです。

　電通大では、記憶の分子メカニズムの解明

を目指し、昆虫のクロキンバエをモデルに研

究を行っていました。3年次までは、演劇サー

クルに所属し、居酒屋でのバイト、カットモデ

ルなど、学問と両立させながらの学生生活。4

年次から博士前期課程では、研究目標を自ら

設定し、学会発表を行うなど、積極的に研究

活動を行っていました。研究室合宿も楽しい

思い出です。

　仕事では、製造業の生産性向上を狙い、製

造プロセスの確立や品質の造り込みに、生産

技術やAI／IoTを活用する実証実験を当社工

場で行い、効果を実感していただきながら、

より良い製品や価値創出を目指す活動をして

います。現在は工場側の立場で、現場の課題

を明確にしつつ活動を実践しています。

　仕事に取り組む際には、現地現物でモノを

確認し、データ収集などで現場の課題を抽出

し、効果的な施策を実施します。私は学生時

代、研究ではハエ（生物）の行動を観察し、

遺伝子解析を用いて数値化された遺伝子のデ

ータで裏付けをとり、メカニズム（現象）の解

明に取り組んできました。この現地現物でも

のごとを確認し、データとして証明して裏付

けをとる姿勢は、現在の仕事の取り組み方と

変わりません。大学の研究活動を通して、論

文調査と研究計画の作成、研究実行、考察、

発表と教授らからのフィードバックで次の研

究に活かすという、一連の流れで身に付けた

PDCAサイクルの回し方は、現在の仕事でも

活かせると感じています。

　電通大では、専門分野を限定せずに多くの

学問に触れながらも、自分が興味のあること

を選択し、研究に励むことができました。今

思い返しても学生生活は楽しく、当時の仲間

と今でも定期的に懇親会などを開いて集まっ

ています。そして「電通大を選んでよかった」

と語り合えることを誇りに思っています。

多くの学問に触れながら
自分が興味のある研究を深めることができた

製造プロセスや生産技術にIoTやAIを活用し、製造業における
生産性の向上を図っている

  電気機器     AI/ IoT     研究開発  

NECプラットフォームズ株式会社
生産本部
生産技術統括部
スマートファクトリー推進部

齋藤 拓也 さん
 2007年 新潟県立新発田高等学校 卒業
 201 2年 電気通信大学 電気通信学部 量子・物質工学科 卒業
 201 4年 電気通信大学大学院 情報理工学研究科 

先進理工学専攻（博士前期課程）修了
 201 4年  日本電気株式会社 入社
 201 9年  NECプラットフォームズ株式会社 出向
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研究って
クリエイティブ！

バイト先は
JAXA！

僕がつくるロボットで、
人命救助をしたい

夢は、
自分が開発した
新素材を世界へ

海外でも戦える、
日本を代表する
研究者になりたい

未経験だったのに、
今はプログラミングが
楽しくて仕方ない

「データ解析が専門です」
と言える自分ってかっこいい！

プログラミングの猛者達と
「情報工学工房」にどっぷり

私の唱える学説で
いつか世界を
リードする！

実験は楽しい！

C言語、Python、
Ruby、JavaScript、
貪欲に吸収したい

+Z

+

- Z

- y

- y

- X

X

アイデアを
試して、試して、
試しまくる！

画像処理の勉強で
趣味のカメラも

Level Up!

スピンクロスオーバー現象を
見ると、心が躍ります

研究者と対等に議論したい。そこが私のスタート地点

競技プログラミングで、
電通大生の意地を
見せてやる！

ものづくりへの興味が同じだから話がはずむ！
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文化系サークル
管弦楽部／ウインドアンサンブルオーケストラ
部（WEO）／古典ギター部／グリークラブ／シ
ンセデザイン研究部／モダンジャズ研究会／軽
音楽部／フォークソング部／工学研究部／MMA
（Microcomputer Making Association）／
英会話部（ESS）／競技ダンス研究部／囲碁部／将
棋部／美術部／写真研究部／放送研究会／キネマ
クラブ／無線部／天文部／器楽部

体育系サークル
陸上競技部／硬式野球部／準硬式野球部／サッカー部／ラグ
ビー部／バレーボール部／バスケットボール部／卓球部／バド
ミントン部／水泳部／弓道部／アーチェリー部／柔道部／剣道
部／空手道部／少林寺拳法部／硬式庭球部／軟式庭球部／ヨ
ット部／ワンダーフォーゲル部／サイクリング部／自動車部／
アメリカンフットボール部／松濤館空手道部／ラクロス同好会
／合気道部

同好会サークル
アドバンテージテニスチーム（ATT）／バレーボール同好会／スキー
愛好会／国際交流会（ICES）／漫画・アニメーション研究会／鉄道
研究会／SF-Z会／硬式テニス愛好会（フリーダム）／演劇同好会パ
ンダデパート／X680x0同好会／模型研究会／フットサル愛好会
／Passage（ぱさーじゅ。ジャグリングサークル）／ゴルフ同好会 
god's／U.E.C.wings（鳥人間サークル）／TeRes（Technical 
Researchers）／ハブとマングース（サッカーサークル）／オリエン
テーリング同好会／Street Dance同好会／たまぁ～ず（軟式野球

サークル）／バドミントンサークル／非電源ゲーム研究会／スポーツチ
ャンバラ同好会／競技麻雀部／ピアノの会／文芸・文学総合研究会
／声優文化研究会／UEComic! 準備会／書Do!部／UECポケモ
ンだいすきクラブ／バーチャルライブ研究会

学友会委員会
執行委員会／会計委員会／調布祭実行委員会／新入生歓迎実行委員
会／群青編集委員会

ハマってる‼
╲みんな何

かに／

文化系 体育系
同好会 委員会

一　　覧
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はボランティア活動にハマって

います! 高校時代から興味を持

っており、電通大へ進学して上

京したのを機に参加することにしました。新

たな体験を通して様々な学びを得るうちに、

その面白さに熱中してしまい、今では時間さ

えあれば積極的に参加しています。まだ2年

目のボランティア初心者ですが、たくさんの

はスイーツ巡りにハマっていま 

す! 地方出身のため、東京にあ

るキラキラしたスイーツには人

一倍憧れがありました。受験勉強中は「東

京での大学生活は絶対に充実させよう」とひ

そかに決意。入学後は電通大の立地のよさ

を存分に活かして、大好きなスイーツを食べ

にあちらこちらに出かけています。

　特にお気に入りなのは、新宿にある高級

ホテルのラウンジで楽しむスイーツです。春

地では力仕事をしたりしました。支援を通し

て生活再建の難しさを目の当たりにし、ショ

ックを受けました。以降、復興が進んでも十

分な生活環境が整っていない家庭が数多く

あることに問題意識を持つようになり、補償

制度などにも目を向けるようになりました。

期休みにはスイーツ遠征へ出か

けています。金沢で食べた羊羹

や神戸で食べた焼きプリンは最

高の思い出です。TVや雑誌で特集されるよ

うな有名店もチェックしますが、実はTVや

雑誌では紹介されない“知る人ぞ知る”隠れ

た名店を探していくのがスイーツ巡りの醍

醐味です。スイーツ仲間と情報交換しつつ、

自分の嗅覚を頼りに、まだ知られていない

お宝スイーツを見つけるべく東奔西走して

います! 

　私自身、凝り性なところがあるかもしれま

せん。しかしよくよく電通大を見渡せば、趣

味はそれぞれ違えども、私同様に凝り性な

人間が多く集まっています。学生はもちろん、

先生もマニアックな人だらけです。

 “ハマったらとことん追求したくなる”という

タイプの人なら、電通大はきっと居心地がい

いと思います。好きなものを徹底的に究め

たい! という私はスイーツ巡りにハマり、充

実した学生生活になりました!

気づきや学びがあったと思います。これまで

特に力を入れてきたボランティアは主に3つ。

「学習支援」「障がい者支援」「災害被災地

支援」です。

 「学習支援」は、調布市子ども・若者総合支

援事業が運営する『ここあ』という施設で中

学生に勉強を教えています。『ここあ』は様々

な事情によって勉強が難しくなってしまった

子どもが集まる場所です。そこでは学校の

宿題を見たり、授業理解がゆっくりな子のサ

ランティアには、大学や自宅に

いるだけでは学べないことが山

のようにあります。学習支援の

役割やそのあり方、障がいのある方が持つ

大きな可能性、被災者と支援者のマッチン

グの難しさ、といったように、ボランティア

活動をすることでしか学べない貴重な経験

をしました。参加するたびに自分の価値観

がアップデートされる体験があります。それ

は新しい自分に出会うような感覚です。だか

ら私はボランティアに夢中になってしまうの

です。

ポートをしています。1対 1で子どもに寄り添

うことで、相手の存在を肯定し、子どもが自

信を持つことの大切さを強く感じました。人

間的にも大きく成長できたと思います。他大

学の学生も『ここあ』での支援に携わってい

て、文系、美術系、音楽系といった多様な専

攻の学生から刺激と活力をもらっています。

　また、「障がい者支援」活動では障がいの

ある方へPCの扱い方や活用法を教えてい

ます。障がいを持つ方が通う施設でパソコ

ン教室を開き、一緒に名刺やカレンダーの

作成に励んでいます。電通大のすぐそばに

ある特別支援学校では、ICT教材の作成を

手伝いました。このボランティア活動は、ま

さに電通大生の実力を発揮できる瞬間。情

報系の学生として全力で打ち込んでいます。

　休みを利用して、遠方の「災害被災地支援」

にも参加しています。東日本大震災で甚大

な被害を受けた地域へ出向き、農作業のお

手伝いをしたり、千葉県の台風被害の被災

　電通大の近くなら、調布駅前のファッショ

ンビルの中にあるケーキ屋さんのタルトが

大好きです。夏限定の白桃のタルトは絶品

で、毎年の楽しみとなりました。

　私にとってスイーツは、研究の原動力で

す。研究は決まった答えが用意されている

わけではなく、自分で考え、行動して答えを

つかむもので、とてもエネルギーを使いま

す。根気のいる作業も多くあります。研究に

煮詰まって頭脳も体も心もパンクしそうなと

き、どうしても欲しくなるものといえば……、

やっぱり甘いものでしょう!　大学から10分

ほど歩いたところにあるレストランのケーキ

セットはリフレッシュ効果抜群。大好きなス

イーツで一息ついたら、また研究に向き合う

ことができるのです。

　ほかにも、研究が進んだら一区切りのス

イーツを食べたり、大きな研究発表が終わっ

たあとはご褒美のスイーツを食べたり……。

私の研究生活にスイーツは欠かせません!

私私 長

ボ

学問はもちろん、学生生活も全力で楽しむのが電通大生! 
ボランティア活動に本気で取り組む名執陸さんと、
スイーツ巡りに熱中する小野寺佑輔さんに「ハマっている話」を聞きました!

これにハマってます‼
╲私たち

／

名執 陸 さん
情報理工学域 Ⅰ類（情報系） 
メディア情報学プログラム 2年

山梨県 北杜市立甲陵高等学校 出身

小野寺 佑輔 さん
情報理工学域 Ⅱ類（融合系） 
先端ロボティクスプログラム 4年 
小泉憲裕研究室 所属

北海道 室蘭栄高等学校 出身

「誰かのため」だけではない「自分のため」の
ボランティアには想像以上の体験が待っている!

宝石のように美しく、うっとりするほどおいしい
スイーツは私の研究を加速させる大切なエネルギー!

はイチゴづくし、秋はハロウィンをテーマに

……と、季節ごとに趣向を凝らしたスイーツ

ビュッフェを味わえます。見た目がかわいら

しいのはもちろん、味も超一流! 口に入れた

とたん、幸せでとろけてしまいます。ここは

食器やインテリアも含めた空間全体がとても

華やかで、たまの贅沢として堪能しています。
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情 報 理 工 学 域
S c h o o l  o f  I n f o r m a t i c s  a n d  E n g i n e e r i n g

情報理工学域では、豊かで安全な社会の継続的な発展を支える「総合コミュニケーション科学」の

創出を担える人材を育成します。

そのため、情報分野、理工分野はもとより、情報と理工の融合による学際分野において幅広い視

野を持ち、実践的な専門知識と革新的想像力を養うことを目的に、教育体制を整備しています。

 1年次では、全学共通科目を中心に情報学・理工学全般の基礎を幅広く学び、緩やかな括りであ

る「類」、14の「専門教育プログラム」への配属を通して専門性を高めます。各専門教育プログラ

ムでは、大学院博士前期課程（修士課程）との一貫性に配慮したカリキュラムを編成しています。

情報と理工の融合により幅広い視野を持ち
実践的な専門知識と革新的想像力を養う

実践的な科学的思考力と、社会貢献のための倫理観、
高いコミュニケーション能力を養成

1年次では、全学共通科目を中心に情報学・理工学全般の
基礎を幅広く学び、年次を追って、段階的・探究的に専門
性を高めます。4年次では、研究室に配属され、卒業論文
の完成を目指します。これらの過程で、研究に必要な専門
的知識と、問題発見や課題遂行のための自律的能力、客観
的な観察やデータに基づく問題解決能力を修得します。

幅広く深い科学的思考力の養成

情報理工学の基礎と体系的な専門知識・技術を十分に修
め、それらを応用・実践できる科学的思考力を養います。

全学共通科目、専門科目に加えて多彩な倫理・キャリア教
育科目が設けられ、それらの科目の修得、4年次の卒業論
文研究の指導やeラーニングを通して、科学者・技術者とし
ての倫理観および社会性・国際性を身につけます。

科学者・技術者としての倫理観
および社会性・国際性の養成

科学者・技術者として社会に貢献する役割を果たすため、
自らの携わる科学・技術と国際社会・環境との関わり方を
意識し、高い倫理観を持って行動する力を養います。

各種科目の授業や卒業論文作成・発表、海外インターンシ
ップ等を通じて、 幅広いコミュニケーション手段・技術を活
用し、自らの考えを正確に伝えるとともに他人の考えを正
しく理解できる、国際的に通用する論理的コミュニケーショ
ン能力を身につけます。

論理的コミュニケーション能力の習得

他人の考えを正しく理解し、自分の考えや情報を正確に伝
える能力や、科学的思考のもとに効果的な討論を行う能力
などを養います。

教育の目的 カリキュラムの特徴
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● 基礎科学実験A（物理）
物理学の諸法則を体験し、科学的に観
察するための能力を養うため、単純な
条件で実験を行い、観測の結果を論理
的に説明する訓練をします。

● 総合コミュニケーション科学
専攻分野を決める際に必要な各研究分野の概要を理解します。専門外の知識を得
ることで、研究者としての視野をより広げることができます。

● コンピュータリテラシー
情報社会におけるコンピュータの役割を理解するとともに、情報処理機としてのコ
ンピュータの基本的な構造や活用法を身につけます。

初年次導入科目

倫理・キャリア教育科目

初年次教育
情報理工学の基礎を固めつつ、
研究者・技術者に必要な幅広い教養を身につける

実験に必要な機器やパソコン等の基本的な操作方法の習得、レポートの書き方、
考察の仕方、問題解決法などについて学習するほか、大学生活における進路選択
を考え、モチベーションを高める講義を実施します。

1年次は「類」の垣根を越えて、異なる専門分野に興味を持つ学生が机を並べて全学生共通の科目を履修します。
ともに学ぶことで、他人の考え方や志向に影響を受け、また協同作業を通して幅広い視野が身につきます。
それぞれの科目は、実験の基本や情報技術の基礎を身につける「実践教育科目」や、幅広い教養が身につく「総合文化科目」、
数学・物理・化学の基礎力を確実にする「専門科目」、類共通の専門の基礎となる「類共通基礎科目」に分類されます。

実践教育科目 ● 必修科目　□ 選択科目

● 確率統計
● 力学

● 離散数学
● 情報領域演習第一 

● 必修科目 ● 必修科目 ● 必修科目

Ⅰ類（情報系） Ⅱ類（融合系） Ⅲ類（理工系）

● 力学
● 力学演習

言語文化基礎科目Ⅱ
● ドイツ語、フランス語、ロシア語、中国語、韓国朝鮮語の5言語から選べます

言語文化基礎科目Ⅰ
● Academic Written English Ⅰ
● Academic Spoken English Ⅰ

● Academic Written English Ⅱ
● Academic Spoken English Ⅱ

言語文化科目

□ 宇宙・地球科学
□ 生物学
□ 材料化学

理工系教養科目

● 健康・体力つくり実習
● 健康論

健康・スポーツ科学科目

● 微分積分学第一
● 線形代数学第一
● 数学演習第一
● 物理学概論第一
● 化学概論第一
□ 物理学演習第一

● 微分積分学第二
● 線形代数学第二
● 解析学
● 数学演習第二
● 物理学概論第二
● 基礎プログラミングおよび演習
□ 物理学演習第二
□ 化学概論第二

理数基礎科目

類共通基礎科目

総合文化科目 ● 必修科目　□ 選択科目

専門科目 ● 必修科目　□ 選択科目

S u p p o r t

単位互換制度

キャンパスが近い国立大学間での「多摩地区国立5大学単位互換制度」を導
入することで、移動にかかる負担を軽減し、幅広い視野と教養を身につける
と共に、相互交流を進めています。大学院では、全国の国公立大学の工学・
情報学系研究科と連携した「スーパー連携大学コンソーシアム」に加え、東
京大学、東京工業大学、津田塾大学とも独自に単位互換を行っています。

東
京
外
国
語
大
学

東
京
学
芸
大
学

東
京
農
工
大
学

一
橋
大
学

東
京
工
業
大
学

東
京
大
学

津
田
塾
大
学

情報理工学域 ■ ■ ■ ■ ■ ■

情報理工学研究科 ■ ■ ■ ■ ■ ■

多摩地区国立大学

　私は北海道出身で、「東京の大学へ進学したい」

という憧れがありました。高校では理系を選択して

いたため、都内にある理系の国立大の大学案内を

熟読。カリキュラムや授業内容が一番面白そうだっ

たのが電通大でした。上京した当初は心細かった

ものの、SNSや学生寮での生活を通じて友達を作

ることもできましたし、先輩から学生生活のアドバ

イスをもらえたのはとても心強かったです。

　1年次の「全類共通授業科目」では情報理工学

に必要な基礎を広く学びます。中でも「物理学概

論」の講義では、知識を体系立てて積み上げていく

重要性がわかりました。

 「類別共通基礎科目」では専門的な勉強へ進む準

備に入り、内容も前期の基礎を踏まえつつ、徐々に

レベルが高くなっていきます。そのため「基礎プロ

グラミングおよび演習」の講義にはついていける

か少々不安を覚えました。しかし、わかりやすい動

画の教材と親身にフォローをしてくださるティーチ

ングアシスタントのおかげで、きちんとした理解に

至りました。

　加えて、電通大の附属図書館には、話しながら

勉強ができる「Agora」という学修スペースがあ

ります。そこで友達と勉強を教えあったり、ホワイ

トボードを使って図解したりしながらレポートを進

めることもできます。そうして何日もかけてレポー

トを書き上げた時の達成感は格別です。

　参考書が豊富に揃う図書館で、気になるキー

ワードや分野をじっくり調べてみるのもおすすめ 

です。

　入学してから驚いたのは電通大生の個性の豊

かさです。理系の大学ということでなんとなく「物

静かな学生が多いのかな……」という先入観があ

りましたが、真摯に勉強に打ち込む人やサークル

に熱中する人もいて本当にさまざま。今では「どん

なタイプの人でも馴染めるのが電通大なんだ」と

思っています。

　私も勉強以外でも学生生活を充実させようと、

ハンドボールサークルを立ち上げました。SNSを

活用して呼び掛けたところ、メンバーが14人ほど

に増えました。今では、メンバーと一緒に、勉強の

合間に、楽しく体を動かしたり、親睦を深めたりと、

充実した学生生活を送っています!

岡 成海 さん
情報理工学域 Ⅲ類（理工系） 2年
北海道札幌西高等学校 出身

好奇心のアンテナを伸ばしていける
初年次教育でさまざまな学びの可能性を見つけよう

1年次前学期の時間割
時間割 月 火 水 木 金

1
限目

キャリア
教育基礎 線形代数学

総合コミュニ
ケーション
科学

2
限目

中国語 物理学概論 コンピュータ
リテラシー

3
限目

基礎科学
実験A

Academic 
Spoken 
English 

数学演習
健康・
体力つくり
実習

微分積分学

4
限目

化学概論 物理学演習
Academic 

Written 
English

5
限目

1年次後学期の時間割
時間割 月 火 水 木 金

1
限目

力学 微分積分学 力学演習 材料化学 解析学

2
限目

中国語 物理学概論
基礎

プログラミング
および演習

3
限目

基礎科学
実験B

Academic
Spoken
English

数学演習 健康論 線形代数学

4
限目

物理学演習
Academic

Written
English

5
限目

情報化社会に
おけるクリエイ
ティブビジネス
と著作権

リメディアル教育

ライティングサポートデスク

授業を履修していくために必要と思われる数学の基礎的学習が
不足している学生に対して、高等学校の数学Ⅲの内容を中心とし
た補習授業を行い、学力不足を感じる学生が自主的に学ぶことが
できます。数学のほか、物理や化学についても配慮されています。

先輩がチューターになり、英語での授業や実験のレポートの書き
方に悩む学生をサポートします。また、チューターである学生自
身もサポートすることによって、自身の英語をブラッシュアップで
きます。

□ キャリア教育基礎
進路選択を明確にし、社会・企業について理解します。また、聴く、話す、読む、書
くといったコミュニケーションの基礎を身につけます。

● 基礎科学実験B（化学）
基礎的な化学の実験を通して、実験に
対する姿勢を身につけるとともに、レ
ポートの作成方法などを学びます。

※開講科目は2021年度のものです。今後変更されることもあります。
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 「Ⅰ類（情報系）」では、情報に関わる学問の

基礎を広く学びます。情報を対象とする学問

は多様であり、その領域は広範です。例え

ば情報それ自体を取り扱う学問には、情報

の本質や実態を追究する分野、表現や加工、

活用の技術や手法を開発する分野、また、情報の流通、収集、蓄積に関わる通

信ネットワークの分野などがあり、それぞれが独立した学問として発展していま

す。一方で情報に関わるすべての学問は相互に影響し合い、情報化社会を支え

ています。

2020年度より電通大は新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、オンライン授業と対面授業を併用

しながら講義を進めています。オンライン授業で本学が最も重要視するのは「学びの質の維持」です。電

通大の持つ専門的な知見を存分に活かし、すべての学生が安心してスムーズに、オンラインで学ぶことが

できるよう様々な角度から厚い体制を構築・拡充しています。本ページでは、オンライン授業への取り組

みを紹介します。

　電通大では様々なタイプの授業を展開しています。座学をはじ
め、実験や、精密機器による計測、コンピュータでのシミュレーショ
ン……。こういった授業がオンラインでの実施となっても達成すべ
き学修レベルは変わりません。オンラインでも学びの質を落とさ
ないよう、授業のタイプに合わせてLearning Management 
Systemをはじめビデオ通話やクラウドストレージなど異なるシス
テムを採用しています。授業によってシステムを使い分けると煩雑

な思いをするものですが、電通大生は新しいサービスや情報通信技
術の活用に積極的に親しむ好機ととらえています。大学側は相談窓
口の拡充など、学生へのサポートを一層厚くしました。教員もオン
ライン向けに教材を開発したり、テストの方法を変更したりと、工夫
を凝らしています。本来、大学とは未知の知性と遭遇できる場所で
す。電通大は学びたいという意欲ひとつで、対面授業でも、オンライ
ン授業であっても新たな知の扉を開くことができる環境にあります。

　そのため次世代の情報化社会を先導する

担い手には、一つの専門分野に軸足を置き

つつ、ハード・ソフトの両面を理解し、複数

の専門分野にまたがる広い視野を持つこと

が求められます。そこで「Ⅰ類（情報系）」で

は、2年次において情報に関わる分野全般に共通するコンピュータ、アルゴリズ

ム、プログラムなどを学ぶとともに専門分野の基礎を身につけ、2年次後学期

からは「メディア情報学」「経営・社会情報学」「情報数理工学」「コンピュータ

サイエンス」という専門教育プログラムのいずれかで、専門性を高めます。

情報に関わる
幅広い分野を学び、 

次世代を支える人材を育成

電通大のオンライン授業
（ 情 報 系 ）

情 報 理 工 学 域

Ⅰ類

3次元磁場制御による蛍光磁性流体彫刻（児玉幸子研究室）

児玉幸子准教授による映像「重力の庭」よりオンラインビデオツールでリアルタイムに進行してい
く授業。教員と学生で活発に意見を交換する

ゲーム感覚でオンライン授業
に必要な準備ができる「UEC 
Challenge」。困ったら、相談員
（電通大生）が助言してくれる

□ 新型コロナウイルス相談窓口、経済支援相談窓口の開設
□ 対面授業における教室での座席指定と消毒液等の設置
□ 研究室での入室記録作成、遠隔ゼミ実施

□ 学生寮各棟への消毒液設置、日常清掃時に共用部分の消毒
□ 学生寮ユニット棟リビングテーブルへのパーテーション設置
□ 附属図書館へのサーマルカメラおよび環境可視化パネル設置

リモートコントロールアプリ等を開発し、回路の
動作確認を行う実験を自宅からできるようになっ
た（開発者：赤池 英夫、島崎 俊介、成見 哲）

電気通信大学では、オンライン授業の実施の他、新型コロナウイルス感染症の対策として、以下のような取り組みを行っています。

柏原 昭博 教授

Ⅰ類（情報系）
メディア情報学プログラム
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メディア情報学 プログラム 情報数理工学 プログラム

経営・社会情報学 プログラム コンピュータサイエンス プログラム
多様な組織での運営・管理を実践するための技法を獲得 コンピュータに関する基幹技術と理論を広く学ぶ

映像、音響、触覚などを用いた情報メディアを多面的に学ぶ
情報学を基礎とした豊かで快適な情報メディア技術の創造と応用について学びます。映像、音響、触
覚などの情報処理を用いた五感メディア、人工知能やエージェント技術を用いる知的メディア、人間
の感情とメディアの関わりを探る感性メディア、メディアを駆使したコミュニケーションや芸術作品の
制作など、多面的に学ぶことができます。

様々な現象の数理的構造を解析し、問題解決につなげる
物理現象、生命現象、経済活動、知的活動、社会システム、情報システムなど現実世界の多岐に
わたる現象の数理的構造を見抜き、モデル化し、コンピュータを用いて解析する技術を学びます。
数値解析、高性能計算、シミュレーション、最適化、アルゴリズム解析、離散数理工学などの情報
数理の基礎知識と応用力を身につけ、激変する社会の本質を見抜いて諸問題を創造的に解決する
技術者育成を目指します。

経営・社会情報を活用して、多様な組織における運営、管理を創造的、効率的に実践するための方
法論や技術を学びの対象とします。経営・社会情報の活用法を幅広く学び、経営・社会情報システ
ムの設計や評価に取り組むとともに、ビッグデータ、Ｇ空間情報など情報の分析・解析・調査などを
駆使する際に必要不可欠な統計学、数理モデル、多変量解析、コンピュータ技術などを修得します。

次世代情報化社会の創出を目指し、コンピュータとその利用に関する幅広い基幹技術と理論を学び
ます。カリキュラムには、コンピュータとネットワークのアーキテクチャ（設計の基本）や、ソフトウェ
アの解析・設計・制御手法などを学ぶ科目を配置しています。

主な研究テーマ
アルゴリズム
オークションの理論と応用
宇宙プラズマシミュレーション
オペレーションズ・リサーチ
組合せ最適化

ゲーム情報学
計算科学
計算量理論
現象の数理
計算神経科学

数理計画法
数値解析
精度保証付き計算法
ナノスピントロニクス
ハイパフォーマンスコンピューティング

微分方程式
マイクロマグネティックス
離散データ構造
人工知能
機械学習 など

主な研究テーマ
サービス・サイエンス
データマイニング
時系列解析
空間情報科学
ヒューマンインタフェース
サプライチェーン

制度設計
安全システム設計
人工知能
品質・信頼性管理
ソフトウェア工学
経営工学・金融工学

データサイエンス
経営情報システム
ゲーム理論
ミクロ経済学
システム工学
リスク工学

組織科学
環境科学
福祉工学

 など

主な研究テーマ
アルゴリズム
計算機アーキテクチャ
ネットワークコンピューティング
プログラミング言語と処理
ビッグデータ

データマイニング
ヒューマンインタフェース
ゲーム理論
組合せ理論・計算量理論
ハイパフォーマンスコンピューティング

セマンティックWeb
オペレーティングシステム
センサネットワーク
バイオインフォマティックス
セキュリティ・プライバシー

認知科学
植物工場

 など

キャリアイメージ
ITエンジニア
デジタルメディアエンジニア

AIエンジニア
VRエンジニア

システムコーディネーター
企業研究開発者

ゲーム開発者
　

キャリアイメージ
情報数理系研究者
IT/システムコンサルト

システム/インフラ/ウェブエンジニア
データサイエンティスト

ゲームクリエイター
国家/地方公務員・教員

キャリアイメージ
インダストリアルエンジニア
システムコンサルタント

経営コンサルタント
証券アナリスト

データサイエンティスト
G空間情報技術者

キャリアイメージ
ITエンジニア・研究者
ITアーキテクト

データアナリスト
データサイエンティスト

ネットワークエンジニア
システムエンジニア

システムコンサルタント
ゲーム開発者

スピーカアレーの研究（羽田陽一研究室） コンピュータ将棋（保木邦仁研究室）

安全性研究のための認知工学実験用ドライビングシミュレータ（田中健次研究室） 顔認識を使ったタブレットによるタイルドディスプレイ（成見哲研究室）　

Video UEC Video UEC

Video UEC Video UEC
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Ⅰ
類
（
情
報
系
）

「Ambient Intelligence A
ア ゴ ラ

gora」で主体的な学びを実現

IoTとAIを活用した 
新しいアクティブラーニング空間
 「Ambient Intelligence Agora」は、電気
通信大学附属図書館が学内のAI研究拠点であ
る、人工知能先端研究センターと共同で開発し
た学修スペースです。附属図書館内2階にあり、
自由に移動できる机や椅子が設置されたオープ
ンな学修スペースや、ソファやクッションが配
置され、リラックスしながら学修できる空間が
用意されています。
　Agoraには、液晶ディスプレイを始め、テー
ブルにも投影できる液晶プロジェクターやガラ
ス製ホワイトボードなどの設備が用意されてい
ます。利用者は、これらの設備をセミナーやグ

　アクティブラーニングのために利用者のニー
ズに合わせたサービス提供を行い、そこから得
られる膨大なビッグデータによって汎用AI研
究を推進し、さらにAIの支援によって学修者の
主体的な学びを深められる次世代の教育・イノ
ベーション創出空間を実現することを目指して
います。

ループでのディスカッション、ブレインストー
ミング、プレゼンテーションの練習や個人での
勉学や課題、レポート作成といった様々な場面
で活用できます。
　また、Agoraの空間内には、人感センサーや
温湿度・照度センサー、CO2濃度センサー、ネ
ットワークカメラ、指向性マイクといった各種
のセンシングデバイスが多数設置され、個人情
報に十分配慮した上で、利用者の学修の様子を
データ化しています。得られたデータは、ビッ
グデータ、人工知能、ロボット、適応学修など
の研究への活用が期待されています。

センシングデバイス
で、学修の様子をデ
ータ化。集められた
データは、大学内で
の研究などにも活用
されています

いつでもどこでも
新鮮な映像表現を
タイルドディスプレイが実現

　お気に入りのアーティストのコンサートや、好きなスポーツの試合を観る
ならば、大画面で楽しみたいと思う方も多いのではないでしょうか。まるで
会場で見ているような臨場感や迫力は大きなディスプレイだからこそ味わ
えるものです。ところが100インチ級のディスプレイは数百万円ほどかかり、
個人が気軽に所有できるものではありません。そのため小さくて安価なディ
スプレイをタイルのように複数並べ、1つの大きな映像として見せる「タイ
ルドディスプレイ」が有望視されています。
　しかしディスプレイ同士をネットワークで接続すると、映像にずれや遅延
が生じてしまい、あまり実用性がありません。タイルドディスプレイで美し

くなめらかな映像を実現するためにはハードウェア設計言語を用いた回路
の設計（FPGA）が有効な手段となります。
　私の研究室では、FPGAに書き込むプログラムの開発でタイルドディス
プレイの映像クオリティの向上を目指しています。これまで表示できる解像
度が不足していたのですが、4K解像度にも対応できるようになりました。
より美しくなめらかな映像が実現します。タイルドディスプレイは、ばらせ
ば簡単に持ち運びができ、使用する場所も選びません。VR技術と組み合わ
せれば、新しい映像の世界を構築することも可能でしょう。この研究が進む
ことによって、映像表現は今以上に面白くなる余地があると考えています。

Innovative Research Ⅰ

成見 哲 教授

Ⅰ類（情報系）
コンピュータサイエンスプログラム

Ⅰ
類
（
情
報
系
）

主な研究テーマ
バーチャルリアリティ
3Dコンピュータグラフィックス
ゲーム情報学
エンターテインメント情報学
人工知能
画像検索・画像認識・画像処理

音声認識・音響オーディオ処理
メディアアート
触覚ディスプレイ
マルチメディア処理
感性情報学
プロジェクションマッピング

知能ロボット
データベース
パターン認識
情報検索
Web学習
自然言語処理

インタラクティブ技術
スポーツ情報学
ユビキタスネットワーク
自律分散システム

 など

防災訓練のために体育館に設置した様子
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　本学が教育・研究の二本柱とする「情報」

と「理工」では融合も進んでおり、「Ⅱ類（融

合系）」ではそうした新たな学問領域に進む

ための基礎を学びます。想定する具体的な

分野の例としては「医用工学」「ロボティク

ス」「電力スマートグリッド」が挙げられます。「医用工学」は医学と工学を融合

し、先端医療を牽引しています。例えば脳や内臓の状態を三次元画像として情

報化するMRIには、画像技術、コンピュータ制御、エレクトロニクス機器などの

技術が融合しています。また、へき地医療や在宅医療を支える遠隔医療など、

通信・ネットワーク技術が深く関わる診療も実用化が進んでいます。「ロボティク

ス」は、機械・電子工学に高度な知覚・制御・コミュニケーション・人工知能な

「情報」と「理工」の融合で、
新たな学問領域に進むための

基礎を獲得

（ 融 合 系 ）

情 報 理 工 学 域

Ⅱ類

合成開口レーダにおける高性能解析手法による江別市の散乱特徴分解（尚方研究室）

どの技術を集約し、その活用場面を生産現

場から生活の場へと拡大し、日常的に人間

とロボットが共存・協働する社会を実現しよ

うとしています。「電力スマートグリッド」は、

情報通信技術と電力技術を融合し、再生可

能エネルギー利用を促進する技術として発展し、地球環境問題の解決に貢献す

ることが期待されています。

 「Ⅱ類（融合系）」では、こうした異分野が融合した領域が目覚ましい発展を遂

げる科学・技術の最先端を学びます。2年次後学期以降、「セキュリティ情報学」

「情報通信工学」「電子情報学」「計測・制御システム」「先端ロボティクス」と

いう5つの専門教育プログラムのいずれかで専門性を高めます。

Ⅰ
類
（
情
報
系
）

　スマートフォンのアプリやSNSなど情報技術

を用いたサービスが身近にあふれる中、そのシ

ステムがどんな仕組みで作られているのかを学

びたいと思い、情報系の学問を中心に据えるⅠ類

を志望しました。Ⅰ類はAIやビッグデータの活用

といった世の中から注目されている分野が揃って

いるのが魅力です。コンピュータさえあれば学べ

るのも今の時代に合っていると感じます。

　2年次までは基礎や理論を学び3年次からは

応用や実社会での活用といった実践的な内容に

触れます。「コミュニケーション論」や「人間工

学」、「運動と筋の科学」の授業で生理機能や心

理機能について学んでからは、これらの生体情

報を用いたインターフェースに関する研究をした

いと考えるようになり、それが研究室を選んだき

っかけにもなっています。電通大ではプログラミ

ングを 1から学ぶので入学時にできなくても心配

はいりません。私も未経験者でしたが今ではス

マホアプリを作れるようになりました。Ⅰ類には

　子どものころからゲームが好きで、いつか自分

でゲームを作ってみたいと思っていました。受験

期の大学選びでは将来の就職に困らないよう情

報系の知識と技術を身につけたいと思い、電通

大のⅠ類を目指して受験。入学してからはプログ

ラミングを基礎から学びました。経営・社会情報

学プログラムに進んで以降は、専門性の高い授

業にシフトしました。例えば、小さな車をプログ

ラミングで動かし障害物走をさせる授業などに

おいては情報システムを設計し運用する技術を

習得でき「一口に情報系といってもこんな分野も

学べるのか」と驚いたものです。市販のゲーム機

を活用し視覚から得た情報が重心の動きにどう

影響するのかを計測する実験はゲーム好きの自

分にぴったりでした。しかし扱うのは専門分野な

ので、簡単なことばかりではありません。実験や

計測が思うようにいかないときもあり、なぜエラ

ーが出るのか根気よく考えながら手を動かして乗

り越えられる人が向いていると思います。

新しいプログラミング言語の習得やその応用を

熱心に学ぶ人が多い印象です。専門的な勉強に

打ち込んでいる友達と切磋琢磨しながら、自分自

身も大きく成長できたと実感しています。この環

境で学んだことを活かし、新しいソフトウェアや

インターフェースの開発に携わりたいと思ってい

ます。

　4年次になりこれまで発表された論文を読むう

ちにゲームの考え方を学問にした「ゲーミフィケ

ーション」に出会いました。卒業研究ではゲーム

と同様に好きだった「旅行」をゲームのように攻

略できるプラットフォームを開発しています。自

分の「好き」と徹底して向き合うことができる大

学生活です。

変化の激しい時代とともにある電通大の学問が知的好奇心を刺激

電通大の学びを通して自分の「好き」を拡張しよう

矢田 翔大 さん
情報理工学域 Ⅰ類（情報系） 
経営・社会情報学プログラム 3年

愛知県立豊橋東高等学校 出身

古賀 友朗 さん
情報理工学域 Ⅰ類（情報系） 
経営・社会情報学プログラム 4年 
山本佳世子研究室 所属

千葉県立東葛飾高等学校 出身

矢田さんの3年次前学期の時間割
時間割 月 火 水 木 金

1
限目

ベンチャー
ビジネス概論

2
限目

プログラミング
言語実験

コミュニケー
ション論

Technical 
English

3
限目

オペレー
ションズ・
リサーチ

人間工学

4
限目

多変量解析
オペレー
ティング
システム論

5
限目

運動と筋の
科学 経済学 情報工学工房

6
限目

サークル

古賀さんの3年次後学期の時間割
時間割 月 火 水 木 金

1
限目

知的財産権 マーケティング
科学

2
限目

経営・社会
情報学実験

信頼性工学 言語認知工学

3
限目

形式言語理論 メディア論
オペレー
ションズ・
リサーチ

Technical 
English

4
限目

ソーシャル
コンピュー
ティング

ソフトウェア
工学 金融工学

5
限目

アルバイト

6
限目

サークル

プログラミングの応用を
実践する「情報工学工
房」は熱心な学生が集ま
り、刺激的な科目でした。

ラジオドラマや映像の制
作をするサークルに所属
し、ストップモーションア
ニメを作りました。

解析用ALOS-2/PALSAR-2はJAXAによる提供
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キャリアイメージ
電子・電気系研究・技術者
音響・画像処理研究・技術者

マイクロ波・地球・宇宙環境研究・技術者
情報システム研究・技術者

セキュリティ情報学 プログラム 計測・制御システム プログラム

情報通信工学 プログラム 先端ロボティクス プログラム

電子情報学 プログラム

次世代通信システム構築の理論と技術を身につける ロボット工学を核にした広い技術を身につける

電子・情報・通信システムの開発に必要な知識を習得

サイバー空間と実世界の脅威に対抗する技術や管理を学ぶ
実世界のあらゆる情報を取り込み、処理する、高信頼、安全な社会基盤としてのインターネットや情
報セキュリティの発展を目指し、「サイバー空間と実世界の安全性に対する脅威」に対抗する技術や
管理・運用法、理論をハード、ソフトの両面から学びます。授業では、ハードウェア、ソフトウェア、ネ
ットワーク、ロボティクス、コンテンツ、暗号理論、情報理論、代数学などを総合的に学べる科目を配
しています。

計測や制御、信号処理技術に関するシステムの創出を学ぶ
計測・制御、信号処理技術を核として、家電・情報機器、自動車、航空宇宙機器、プラントなどの制御、
高度レーダ計測機器や生体情報計測に基づく医療機器など、賢くて人間にやさしい先端システムの
創出について学びます。また、これらの技術に基づいて人間の脳や身体の仕組み、働きを調べる手
法について学ぶこともできます。

未来の通信システムを構築するため、情報理論、通信理論、符号化技術、ネットワーク理論、暗号技
術などの理論と、ワイヤレスや光情報伝送のためのシステム・デバイス・回路の基本設計法や通信
ネットワーク設計・構築技術などを身につける科目を総合的に配しています。

人間社会と共存する新しいロボティクスを目指し、ロボットのメカニックと知的制御、人間の脳や筋
電による機械の操作、知覚情報のセンシングと処理、ヒューマンロボットインタラクション、医用福祉
ロボット技術などを学びます。

現在の高度コミュニケーション社会を支える音響・画像・知能情報処理・電磁波伝送・宇宙電波観測・
情報伝送ネットワークなどに用いられる電子デバイス、電子情報システムの基礎となる理論と手法に
ついて学び、さらにエレクトロニクスの基礎の上にプログラミングや電子回路などの実験・演習を行
うことで、電子・情報・通信システムの開発に必要な基礎知識を習得するとともに実践的な応用力を
身につけられます。

主な研究テーマ
暗号理論
Internet of Things
組み込みシステム
クラウドコンピューティング
高信頼システム
サイバーフィジカルシステム

システムソフトウェア
情報セキュリティ
情報理論
代数学
知覚情報処理技術
知能ロボティクス

ネットワークセキュリティ
ネットワークアーキテクチャ
バイオメトリクス
パターン認識
ヒューマンインタフェース
符号理論

プライバシー・個人情報保護
無線通信
ユビキタスネットワーク
離散数学

 など

主な研究テーマ
医用・生体工学
バイオメカニクス
情報工学・情報科学
制御システムセキュリティ

機械工学
自律分散システム
電気・電子工学
演奏科学

通信工学
人間情報学
航空・宇宙工学
脳情報処理

生物・生命工学
計測信号処理
ヒトの感覚運動メカニズム
 など

主な研究テーマ
情報理論
ネットワーク情報理論
量子情報理論
情報統計力学
符号理論
誤り訂正符号

データ圧縮
画像符号化
非線形工学
通信理論
移動通信
通信・ネットワーク工学

無線回路
ワイヤレスネットワーク
マイクロ波工学
光信号処理
光通信システム
電子デバイス

化合物半導体デバイス 
電子機器
集積回路
宇宙科学

 など

主な研究テーマ
生物型ロボット
ヒューマノイドロボット
ヘビ型ロボット
レスキューロボット
自律移動ロボット

飛行ロボット
バルーンロボット
協働ロボット
マイクロロボット
MEMS・マイクロマシン

ソフトロボティクス
サイボーグ技術
医療・福祉ロボティクス
医療・バイオのデジタル化
製造業における作業者支援

学習支援システム
ヒューマンロボットインタラクション
スマート制御
理論神経科学
計算論的神経科学 など

主な研究テーマ
音声科学
音楽情報処理
音響エレクトロニクス
信号処理
画像処理
計測工学

通信工学
ネットワーク解析
波動情報学
知的情報処理
宇宙プラズマ理工学
大気電気学

地震電磁気学
マイクロ波電磁気工学
環境電磁気工学
高周波回路工学
電磁界シミュレーション
電磁界逆散乱解析

電磁生体医工学
電子デバイス
化合物半導体デバイス

 など

キャリアイメージ
システムエンジニア
ネットワークエンジニア

セキュリティエンジニア
ロボットエンジニア

情報系研究者
ITストラテジスト

システムアーキテクト
　

キャリアイメージ
電子・電気系研究・技術者 機械系研究・技術者 システムエンジニア

キャリアイメージ
情報・通信システム研究開発者 電子・電気研究開発者 ネットワークエンジニア ITエンジニア

キャリアイメージ
ロボットエンジニア 電子・電気系研究・技術者 機械系研究・技術者

AES暗号から漏えいするサイドチャネル情報（﨑山一男研究室） 道路交通の安全・安心のための計測制御技術を推進（稲葉敬之研究室）

次世代光ファイバ伝送技術の実証実験と評価（松浦基晴研究室） 生物模倣でロボットを進化させる（明愛国研究室）

音響実験室で未来のサウンドミキサーを研究（髙橋弘太研究室）

Video UEC

Video UEC Video UEC

Video UEC Video UEC

情
報
理
工
学
域

情
報
理
工
学
域

バイオメカニクスで
ヒトの歩行を明らかにし
健康長寿社会を実現する

　加齢によって歩行にはどのような変化が起こるのでしょうか。歩行動作を
測定・数値化し比較することで、加齢度の算出を試みています。歩行動作を
情報として取得するため、被験者の前腕、上腕、大腿、下腿、足など体の動き
回るところに50か所ほどマーカーを付け、赤外線カメラをセットした研究
室の中を歩いてもらいます。そうするとマーカーを付けた体の各部位の動き
がそれぞれ記録され、前後・左右・上下にどのように動いたのか三次元の座
標軸上の数値として取得できるようになります。また、地面に埋め込んだフ
ォースプラットフォームという高精度の体重計の上を歩いてもらい、力の加
わり方も情報として取得していきます。最近ではスマホで撮影した映像から

機械学習を用いて情報を推測する研究も進み、より手軽で正確性の高い解析
の実現が見えてくるようになりました。高齢者の歩行動作の特徴として「歩
幅が短く、ステップの頻度が高い」「足首以下で蹴り出す力が小さく、足を前
方に振り出す股関節の力が大きい」ということがわかってきました。歩行動
作を評価することで、具体的な改善点が明示できるようになり、適切なトレ
ーニングの実践へとつながります。「いかに健康を維持しながら長生きする
か」というテーマは人類の永遠の課題です。我が国も超高齢社会に突入して
います。この研究が進めば、高齢者の移動機能の維持・向上や、虚弱化の防
止につながり、人々の健康長寿への貢献が期待できるでしょう。

Innovative Research Ⅱ

岡田 英孝 教授
Ⅱ類（融合系）

計測・制御システムプログラム

Ⅱ
類
（
融
合
系
）

Ⅱ
類
（
融
合
系
）
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 「Ⅲ類（理工系）」で学ぶ領域に共通してい

ることは、これまでにない新しい機能を持つ

物質やデバイスの創造とそのメカニズムの

起源を探究するとともに、人間と環境に調和

するものづくりに貢献する学問分野であるこ

とです。従って、情報や融合分野の要素技術や、それらの発展を促進する様々

な基盤技術を支えていると言っても過言ではありません。例えば情報科学に関

しては、その発展に欠かせない新デバイスの設計や新材料の開発、より大容量

のデータを高速かつ高精度で通信することを可能にする光の新技術開発などを

担っています。もちろん、電子回路などのエレクトロニクスのほか、設計・生産、

材料強度、熱流体現象に関する確かな知識

と技術、そしてそれらの背景にある物理学

の幅広い理解も求められます。

　また、人間を含む動植物の生体機能を解

明し、高度な機能を備えた化学物質を創製

したり、その機能を産業に応用し発展させたりすることも含む領域です。これら

は人類の未来の開拓に不可欠です。そのため2年次後学期以降、専門分野を

学ぶ専門教育プログラムは、理工学全般の基盤となる「機械システム」「電子工

学」「物理工学」を土台にして、近年目覚ましく進歩している「光工学」「化学生

命工学」も対象としますから、広範かつ多様であることが特徴です。

新しい機能を持つ物質や
デバイスの創造を探究し、
ものづくりに貢献する

（ 理 工 系 ）
Ⅲ類
情 報 理 工 学 域

共有結合性中分子薬剤：世界初となるDNA型共有結合性薬剤の合成風景（瀧真清研究室）

情
報
理
工
学
域

Ⅱ
類
（
融
合
系
）

日本の課題を解決するような未来の通信システムを作りたい

Student' s Voice

白井 俊成 さん
情報理工学域 Ⅱ類（融合系） 
情報通信工学プログラム 3年

東京都 私立帝京大学高等学校 出身

白井さんの2年次後学期の時間割
時間割 月 火 水 木 金

1
限目

論理回路学 美術 回路システム

2
限目

Academic 
English for the 
Second Year

心理学 基礎情報通信 基礎演習

3
限目

応用数学 生涯スポーツ
演習 アルゴリズム

とデータ構造
およびプログ
ラミング演習

友達と課題に
取り組む

4
限目

計算機
アーキテクチャ 電磁気学

5
限目

アルバイト アルバイト アルバイト

6
限目

　私は高校生のころから、漠然とプログラミング

に興味を持っていました。しかしプログラミング

を通じて何をしたいのかまでは定め切れておら

ず、入学してしばらくは、好奇心の赴くままに授

業を楽しんでいました。Ⅱ類は情報系と理工系が

融合した類なので、さまざまな観点から広く学問

を取り扱います。そのため今まで関心が薄かっ

た講義でも、いざ出席してみると「あれ? 意外と

楽しいかも」とモチベーションが高まる瞬間があ

りました。Ⅱ類の授業を通して、自分自身の可能

性を新たに発見することができたのは良い経験

でした。特に、「基礎情報通信」の授業は印象的

で、誰もが当たり前のように使っているインター

ネット通信の仕組みの奥深さに夢中になりまし

た。同時に働き方改革や感染症の流行で、人々

の暮らしの変化を目の当たりにし、未来は情報

通信技術がますます重要になると考えるようにな

りました。

　この春から所属する研究室では衛星通信・移

動体通信をはじめとする無線通信システムを研

究していきます。研究室の先生は「研究と称する

からには、その結果は今まで知られていなかった

ものでなければなりません。言い換えるならば、

研究というものには、予めわかっている答えはな

い、ということ」とおっしゃっていました。研究を

通して描く、まだ見ぬ未来に私は今、とてもわく

わくしています!

電通大で出会った最先端の学問でいつか医療発展の夢を叶えたい

松山 桃子 さん
情報理工学域 Ⅱ類（融合系） 
先端ロボティクスプログラム 4年 
小泉憲裕研究室 所属

東京都 私立目黒星美学園中学高等学校 出身

松山さんの3年次後学期の時間割
時間割 月 火 水 木 金

1
限目

知的財産権

2
限目

メカトロニクス Technical
English

知能ロボット
工学

3
限目

マシンデザイン メカトロニクス
基礎実験

4
限目

生体
システム
工学

5
限目

サークル アルバイト アルバイト サークル

6
限目

　身近な人が難病を患い医師や看護師にお世話

になった経験から、将来は医療を支える分野に

進みたいとずっと思っていました。そのため医用

工学分野に強く興味があり、迷わずⅡ類を選択し

ました。

　類での講義に進むと専門分野につながる基礎

の授業が増え、課題をこなすうちに自然と知識を

吸収することができてとてもよかったと思います。

そのおかげで3年次後学期に受けた「生体シス

テム工学」の講義では医用工学や生体工学を理

解でき、夢に一歩近づいた気持ちでした。また、

同時期に履修した「メカトロニクス基礎実験B」

ではPythonというプログラミング言語を習得し

て、4年次に配属された研究室の前準備として大

いに役に立ちました。

　私は現在、医療とデジタルの融合を目指す研

究室で、医療用超音波画像の処理技術をテー 

マに研究をしています。骨などの硬い組織により

超音波の伝搬が遮られて生じるノイズを画像処

理技術でリアルタイムに補完するのを目指す研究

です。

　これから大学院に進学するので、今の研究とロ

ボット診断を組み合わせ、自分の研究で超音波

画像診断の精度を高めるのが目標です。将来は

医療機器の開発に携わりたいと思うようになりま

した。電通大での学びが私の未来の夢への懸け

橋となってくれそうです。

「基礎情報通信」は今ま
で当たり前に使っていた
通信システムを学び、新
鮮な気持ちになりました。

情報学も理工学も合わ
せて学べるのがⅡ類の特
徴です。将来の就職の選
択肢もきっと広がります。
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機械システム プログラム 物理工学 プログラム

電子工学 プログラム 化学生命工学 プログラム

光工学 プログラム

デバイスの設計・開発に必要な基礎力と実践的な応用力を身につける 化学と生物学を総合的に学び未来型ものづくりを担う人材を育成

精密計測やレーザーなど光を用いた技術を幅広く学ぶ

機械設計に必要な機械工学の基礎と解析手法を身につける
機械設計における計算機支援、創造的加工法の開発、生産システムの自動化・高度化などに関する
基盤技術、及び材料の強度と破壊、熱と流体に関する物理と制御、計算力学と数値シミュレーション
など機械工学の基礎知識と解析手法を身につけます。

物理学を体系的に学び、新しい材料やデバイスの創造を目指す
物理学を基礎から体系的に幅広く学ぶことで、原子や原子の集団である金属、半導体、誘電体、磁
性体などの固体をミクロな視点で理解し、理学的視点と工学的手法を身につけることで、新しい機
能を持つ先端材料・素子（デバイス）の創造を目指します。

電子素子（デバイス）の設計・開発を担う人材育成を目指して、半導体をはじめとする電子材料やデ
バイスの基礎から集積回路設計までをカバーするカリキュラムを用意しています。企業や研究所の研
究開発現場で通用する電子工学の基礎力と実践的な応用力を身につけます。

自然界にある優れた生体機能や物質に学び、環境にやさしく、資源の循環や医療の向上に資する「未
来型ものづくり」を担う人材を育成します。生体機能をもとにした電子・光・磁気機能材料や医療技
術、バイオテクノロジーなどの開発に必要となる、化学と生物学を総合的に幅広く学びます。

光工学の基盤となる光波の基本的な性質や物質との相互作用を理解し、これらを用いた精密計測や
レーザー技術、太陽光発電や光メモリを実現する光機能材料、光通信やロボティクスを支える光機
能素子やディスプレイ装置など、光を用いた技術を幅広く学びます。

主な研究テーマ
スポーツバイオメカニクス
ナノ・マイクロ工学
機械工学
非破壊検査
熱流体工学
計測信号処理

材料力学
信頼性工学
生産システム
生産工学
設計工学
塑性加工

知能情報学
熱工学
破壊力学
流体力学
気体力学
スポーツ流体力学

材料物性
木材加工
乱流制御
計算力学

 など

主な研究テーマ
原子物理学
原子・分子・光科学
原子光学
冷却原子気体
レーザー物理学
ナノ物理工学

プラズマ
固体物質の相転移
固体の核磁気共鳴
固体の光物性
磁性
光物性の理論

量子物理学
量子情報
量子エレクトロニクス
量子光学
超伝導
低温物理学

摩擦現象
統計物理学
非線形光学

 など

主な研究テーマ
電子工学
電子・光デバイス
電子材料工学
半導体工学
半導体デバイス

集積回路工学
集積回路プロセス
ハードウェアシステムの集積化
超伝導デバイス
ナノサイエンス

結晶工学
物性理論
エネルギー変換
触媒・資源化学プロセス
計算物理学

物理化学
電気化学
光電気化学
光物性実験
 など

主な研究テーマ
計算論的神経科学
分子磁性科学
バイオイメージング
有機ケイ素化学
創薬システム工学
原子核分析化学

運動生理学
ナノ材料科学
細胞生物学・生理学
グリーン化学
神経科学
ルミネッセンス化学

生化学
分子分光学
分子生物学
超分子科学
構造生物学
計算分子科学

生体機能科学
超音波化学
生物有機化学
機能分子科学

 など

主な研究テーマ
光精密計測
情報フォトニクス
精密時空間光学
レーザー物理学
レーザー工学
超短パルスレーザー

超安定化レーザー
ファイバ光学
超高速光エレクトロニクス
量子エレクトロニクス
非線形光学
光ナノ材料

ナノフォトニクス
プラズマフォトニクス
レーザー微細加工
光放射圧
視覚機能センサ
太陽電池

画像表示ディスプレイ
量子光工学
量子情報

 など

キャリアイメージ
機械設計・開発技術者（自動車・航空機、宇宙機、電気・電子機器、エネルギー・環境関連機器など）
機械系研究・技術者
電子・電気系研究・技術者
インダストリアルエンジニア

キャリアイメージ
電子・電気系研究・技術者（半導体設計、光素子・光デバイス開発）
機械設計・技術者（自動車・輸送機器関連、機械・機構設計）
化学系研究・技術者（基礎・応用研究、製品開発）

キャリアイメージ
電子・電気系材料の研究開発技術者
電子素子の研究開発技術者

情報通信系電子機器の開発技術者
ハードウェアシステムの開発技術者

キャリアイメージ
化学・材料系研究・技術者
バイオ系研究・技術者

医療関連工学の研究・技術者
エネルギー関連研究・技術者

情報系研究・技術者
技術アドバイザー・コンサルタント

キャリアイメージ
光学材料・光学機器の研究・技術者
精密計測機器の研究・技術者

医療機器の研究・技術者
新エネルギー関連の研究・技術者

沸騰熱伝達の機構解明と冷却限界の向上（大川富雄・榎木光治研究室） たった一個の光子で物質を操る（丹治はるか研究室）

半導体量子ドットによる発光素子・太陽電池の高性能化（山口浩一研究室） ネオバイオ分子の癌関連蛋白質への結合能評価（瀧真清研究室）

高速コンピューテーショナルゴーストイメージング実験系の一部（渡邉恵理子研究室）

Video UEC

Video UEC Video UEC

Video UEC Video UEC

情
報
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10億分の1メートルの
ナノの世界で起きる
摩擦の不思議を明らかにする

　ナノメートルのサイズでは摩擦が非常に強く働きます。そのため、いわば
ネバネバとした世界になっており、ナノマシンなどを作ってもうまく動きま
せん。そんなナノの世界からネバネバ（摩擦）の法則を検証し、自由に操るこ
とを目指しています。例えば、摩擦を限りなく小さくする「超潤滑」。炭素原
子のボールを同じ炭素原子のシートで挟んだ「C60分子ベアリング」によって
実現しました。反対に、摩擦を最大化する研究として、カーボンナノチュー
ブ等を使用し、壁に張り付くヤモリの足の構造を模倣しています。ほかにも、
ナノ世界の摩擦の測定や理論にも注力しています。黒鉛の表面で生じる原
子レベルの摩擦の測定結果に対して、世界で初めて理論的な解釈を与え、シ

ミュレーションでも再現することができました。2つのナノサイズのシリコ
ン突起を超高圧・超低速でせん断破壊させる実験では、シリコンが水あめの
ように伸びてちぎれる姿をとらえ、理論で再現してそのメカニズムを解明し
ています。シリコンは岩石の成分でもあるため、超高圧・超低速での摩擦は、
断層やプレートの動きとも類似します。摩擦の研究が地震のメカニズムの解
明につながる可能性を包含していると言えるでしょう。また、機械を稼働す
る際に摩擦によって生じる損失金額は二十兆円弱とも試算されています。摩
擦のメカニズムを解明し適切に扱うことを目指すこの研究は、経済・産業界
の大きな期待を背負っているのです。

Innovative Research Ⅲ

佐々木 成朗 教授
Ⅲ類（理工系）

物理工学プログラム

情
報
理
工
学
域

Ⅲ
類
（
理
工
系
）

Ⅲ
類
（
理
工
系
）
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異分野間で発表し合い討論する異分野の共通科目を英語で学ぶ

西東京三大学連携　文理協働型グローバル人材育成プログラム

協働共通・専門教育プログラム

現代グローバル社会が抱えるさまざまな課題を解決するためには、これまでの人文社会科学や理工学と呼ばれる枠組み
を越えた分野横断型の発想が求められています。西東京地区にある東京外国語大学、東京農工大学、電気通信大学の国
立三大学は近接して立地する条件を活用して、人文社会科学・理工学・農学のそれぞれの専門性と同時に分野横断の協
働の視点を持つ実践型グローバル人材の育成プログラムを立ち上げました。このプログラムでは人文社会科学や理工学
の枠組みを越えて協働する新しい教育を提供します。

　世界が抱える複合的な課題の解決には、専門性に

軸足を置きながら、文系や理系の枠組みを越えて協働

できる能力が求められます。東京外国語大学は「言語・

リベラルアーツ及び地域研究」、東京農工大学は「食

料、エネルギー、ライフサイエンス分野」、電気通信大

学は「情報・通信（ ICT）、人工知能・ロボティクス、光

工学分野」と、異なる分野に強みを持っています。それ

ぞれの専門分野を深く学ぶことも大切ですが、21世紀

の国際社会が抱える問題に対応するには、専門の境

界を越えた広い視野が必要です。そこで、専門分野を

異にする三大学の学生がグループを作り、課題の解決

に取り組む授業科目を開講しました。さらに授業科目

の英語化などのグローバル人材育成のための取り組

みも進めています。協働共通・専門教育プログラムで

は「三大学協働基礎ゼミ」「三大学学生のための英語

で授業を行う科目」「三大学合同合宿コロキウム」を通

して、分野横断的で実践的な発想のできる文理協働型

のグローバル人材を育成していきます。

「三大学協働基礎ゼミ」では 1～2年生を対象にそれぞ
れの大学の先端的な研究を体験します。10名程度の
三大学混成チームで、専門分野が違う人との協働を実
際に経験し、ゼミ参加後には学生チームが集合して合
同発表会を開きます。相互理解を深め、相乗効果をも
たらすテーマが準備されています。

※いずれもZoomにより実施

三大学で卒業研究や大学院での研究をしている学生
が、文理を越えて互いの研究を発表し討論するのが「三
大学合同合宿コロキウム」です。学生が中心となって
運営します。

各大学の英語で開講されている授業科目に加えて、
「三大学学生のための英語で授業を行う科目」として、
専門分野を異にする三大学の学生も対象とする入門的
な授業を揃えました。

2020年度開講　三大学協働基礎ゼミテーマ 開講大学 担当教員

機械による日本語作文自動評価の利点と限界 東京外国語大学 阿部 新

正確かつ精確に英語を読むコツを伝授する! 東京農工大学 畠山 雄二

量子コンピュータの新たな応用分野を開拓してみよう 電気通信大学 西野 哲朗

異分野の先端的研究を体験する

幅広い選択肢から探せる私の適性。「いつかは研究職」も視野に

上杉 莉加 さん
情報理工学域 Ⅲ類（理工系） 
化学生命工学プログラム 3年

鳥取県立鳥取西高等学校 出身

上杉さんの3年次前学期の時間割
時間割 月 火 水 木 金

1
限目

2
限目

物理化学

化学生命工学
実験

有機化学

3
限目

機器分析学 生物化学 Technical 
English

4
限目

生体計測工学 細胞生物工学 化学生命工学
演習

5
限目

情報と職業 江戸の社会と
数学

6
限目

　電通大では情報理工の学問が広く揃っている

ので挑戦したい分野を見つけやすいと思います。

どの分野も面白そうで興味がありましたが「自分

の好きな気持ちを信じて、選んでいって大丈夫だ

よ」という先輩のアドバイスを思い出し、私自身

が心からわくわくできる物理や化学を究めていこ

うと考えるようになりました。実際に授業を受け

ると、Ⅲ類の講義は物理や化学だけでなく、数学

や生物とのつながりもあって、思った以上に独創

的な研究が広がっていました。プログラムに進

むと専門性が高まり授業の難易度も上がります。

「機器分析学」の講義では研究に必要な装置の

扱い方や解析の読み取り方を学びました。「有機

化学」では化学式と巻き矢印の表記を覚え、電子

の動きや結合切断、形成などを表現できるように

なり、化学者としての一歩を踏み出した実感が湧

きました。「化学生命工学実験」は実験に長時間

向き合う授業で骨が折れますが、思っていた結果

が出ると喜びもひとしおでした。

　この春から研究室に配属されます。具体的な

研究テーマはこれから決める段階ですが、研究

を通して有機化学の合成や計測、分析を一通り

できるようになりたいです。そして将来は、分子

をデザインしてみたり、新しい材料の研究開発を

してみたりと、挑戦したいことがたくさんありま

す。化学の世界で活躍する研究者を目指したい

と思っています。

「なぜ？」という純粋な疑問をとことん追い求める電通大の学び

井口 一秋 さん
情報理工学域 Ⅲ類（理工系） 
電子工学プログラム 4年 
奥野剛史研究室 所属

神奈川県 私立麻布大学付属高等学校 出身

井口さんの3年次後学期の時間割
時間割 月 火 水 木 金

1
限目

2
限目

画像工学

電子工学実験

光電子材料学 半導体光学 線形システム
理論

3
限目

デジタル信号
処理 電子デバイス 量子エレクトロ

ニクス

4
限目

電子回路学 Technical
English

5
限目

歴史学

サークル

6
限目

サークル サークル

　私は小学生の頃から実験や電子工作が好き

で、電子回路や半導体について学べる進学先を

探していました。オープンキャンパスでは理系の

大学をいくつか見て回ったのですが、電通大の学

生が熱心に研究内容を語ってくれたのをよく覚え

ています。やりたい勉強にどっぷりと浸るには電

通大がベストだろうと思い、受験を決めました。

　電通大のⅢ類では現代に欠かせない機械・装

置の開発を支える理論を学んでいきます。3年次

の前期に受けた「固体電子論」では半導体の基

本的な原理を学習します。それらを土台にする

後期の「光電子材料学」では半導体の電子・光物

性を学びました。私は今、蓄光蛍光体の特性と

生成について研究していますが、3年次に受けた

講義が研究の支えになっていると思います。とき

に研究がうまくいかないときもありましたが、先

生は親身に相談に乗ってくださり、卒論もなんと

か形になりそうです。Ⅲ類は実験も多く課題を仕

上げるのにも根気がいります。しかし新しい材料

や物質の探求に根幹から向き合っていると思えば

「人類の発展につながるかもしれない」という気

持ちになり奮い立ちます。子どもの頃から抱いて

いた「なぜモノが光るのか?」という純粋な疑問

を、大学でより深く追求することになりましたが、

私の知的興味はまだまだ尽きません。卒業後は

大学院に進学し、よりハイレベルな研究に挑戦し 

ます。

U E Cグローバルリーダー育成プログラム

　学域3年次から博士前期課程にかけて行われる選抜制の学域・修士一
貫教育プログラムで、参加者は志望する学生の中から1・2年次の学業成績
をベースに語学力や志望理由等を総合的に判定し選抜されます。3年次
前学期のラボワーク（研究室実習）を経て、通常より約半年早い3年次後学
期に研究室に所属、4年次の秋までに卒業研究を仕上げます。そして、そ

の後翌年3月の学域卒業までの期間に、国内外の研究機関や海外の大学
などでの研修を行います。
　在学中に学外での研修を経験することで、広い視野を持ち、産業界や国
際社会で情報理工学をリードできる総合力を養います。

学外研修を通して国際社会で活躍できる力を養う選抜プログラム

4～7月頃にかけて、3
研究室で各1ヵ月程度の
研究室実習を行います。

ラボワーク

卒業までに国内外のイ
ンターンシップ、大学及
び研究機関での研修を
行います。

学外研修

通常より約半年早い3年次の後学期に研究室に
配属されます。その後、4年次の前学期までの 1
年間で卒業研究に取り組みます。

早期研究室配属／卒業研究

学生自身が企画・運営するプログラムです。専
門性を高めることを目的にしたセミナーや、学内
外の講師を招いてのカンファレンスを行います。

UECセミナー／UECカンファレンス

3年次
前学期

4年次
後学期

博士前期課程

1年次

博士前期課程

2年次

3年次
後学期

4年次
前学期

ジャグリングサークルで
はシガーボックスという
競技に熱中! AIと囲碁を
打つのも趣味です。

実験は動画での講義にな
りました。実験の操作の
説明や結果の考察をレ
ポートで提出しています。
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研究室一覧
研究室名 研究テーマ

Ⅰ類（情報系）

メディア情報学プログラム

大須賀昭彦・清雄一 研究室 実世界の状況や人々の行動に応じた最適なサービス提供

柏原昭博 研究室 新しい学習体験を提供する学習支援システムの開発

梶本裕之 研究室 触覚を中心とした新しいヒューマンインタフェースの研究

坂本真樹・松倉悠 研究室 五感・感性に着目した人工知能研究

庄野　逸 研究室 画像修復・画像認識技術の研究で医療に貢献

髙玉圭樹 研究室 人に代わり適切な判断・指示を出す高度なシステムの開発

西野哲朗・若月光夫 研究室 人間の日常的な動作や脳の働きをコンピュータ上で再現

橋本直己 研究室 現実空間と仮想環境を融合させる画像処理技術の開発

橋山智訓 研究室 コンピュータの論理で人間の創造性・感性を支えるシステム構築

羽田陽一 研究室 コミュニケーションツールとしての音メディアの研究

久野雅樹 研究室 「言葉」を通して人間の心を探る

廣田光一・野嶋琢也 研究室 空想を実現するコンピュータインタフェースとVRの追究

柳井啓司 研究室 Web上から膨大な一般画像・映像をマイニング

江木啓訓 研究室 人が集まる「場」での教育学習活動を支援するシステム

大河原一憲 研究室 食生活や運動から体重コントロールを科学する

工藤俊亮 研究室 人間の行動を理解して賢く動くロボット

小泉直也 研究室 実空間におけるデジタル表現技術の研究

児玉幸子 研究室 新素材やコンピュータ制御によるメディアアート

佐藤寛之 研究室 生物のように情報を進化させる進化計算

髙橋裕樹 研究室 人間の感覚をマッチングさせた画像解析・生成

田原康之 研究室 より良いソフトウェアをより早くより安く開発する技術

織田　健 研究室 ソフトウェアプログラムを自動生成する

髙木一幸 研究室 音声言語情報処理技術

経営・社会情報学プログラム

板倉直明 研究室 人間を工学的観点から理解しモデル化

内海　彰 研究室 「言葉」を認知科学と情報工学の両面から探求

田中健次 研究室 リスク感覚を磨き、安全社会を実現する仕組みを作る

山田哲男 研究室 経営情報システムでサプライチェーンの環境配慮を目指す

山田裕一 研究室 位相幾何学「結び目理論」で図形を分類する

山本佳世子 研究室 GISで現実空間と仮想空間をつなぐ

横川慎二 研究室 社会基盤を支える機器・システムの高信頼化を目指して

天野友之 研究室 制御変数法を用いた金融時系列と最適ポートフォリオの推定

稲葉通将 研究室 コミュニケーションの情報学的な理解を目指して

岩﨑　敦 研究室 ゲーム理論でヒトの意思決定の仕組みを探る

岡本一志 研究室 ビッグデータの分析法の推進のためのデータサイエンス技術の研究

金　　路 研究室 システムや製品の信頼性・安全性をリアルタイムで監視

水野統太 研究室 生体情報を用いてヒトとシステムを工学的に考える

水戸和幸 研究室 人にやさしい快適な環境・機器・システムを追究

山本　渉 研究室 工業・医療分野への統計技法の応用と調査技法の開発

西　康晴 研究室 より良いソフトウェアを作るための方法論とは

中嶋良介 研究室 ものづくりの現場で良い仕事を設計し、正しく運用する技術

長濱章仁 研究室 異なるヒト・モノ・コトがあるからこそ実現する円滑な社会

情報数理工学プログラム

植野真臣・西山悠 研究室 ビッグデータ時代の知識社会に対応するシステムの研究

緒方秀教 研究室 代用電荷法の発展的研究により数値解析の技術を向上

岡本吉央 研究室 離散数学で描く社会、離散最適化でよくなる社会

仲谷栄伸 研究室 シミュレーションにより次世代メモリ開発を支援

本多弘樹・三輪忍・八巻隼人 研究室 高性能コンピューティングに関わる広範な研究分野を網羅

村松正和 研究室 多様な最適化問題に取り組み、実社会への活用を目指す

山本野人 研究室 コンピュータを使って数学の定理を証明する

山本有作 研究室 行列計算を効率的に行うアルゴリズムで高速化を図る

石田晴久 研究室 数学的道具を駆使し、微分方程式の基礎理論を探る

宇都雅輝 研究室 ビッグデータと人工知能で人間の高度な知的活動をモデル化

川野秀一 研究室 ビッグデータ解析技術で生命科学を研究

小宮常康 研究室 優れた情報システムを実現する基盤ソフトウェアの研究

齋藤平和 研究室 流体力学に現れる偏微分方程式の数学解析

高橋里司 研究室 社会に役立つ最適化技術

武永康彦 研究室 コンピュータで高速に計算するアルゴリズムの研究

龍野智哉 研究室 プラズマや流体などの運動を数値シミュレーションで解析

垂井　淳 研究室 特定の技術に必要な計算資源の最小必要量を解析する

保木邦仁 研究室 思考型ゲームの開発を通じて人工知能の性能を高める

山﨑　匡 研究室 脳をコンピュータ上に構築し、その秘密を解き明かす

工藤周平 研究室 スパコンの性能を引き出す数値計算技術

小山大介 研究室 物理シミュレーション技法、有限要素法の数理解析と開発

西野順二 研究室 人間の柔軟な判断力を計算機で実現する方法を探求

研究室名 研究テーマ

コンピュータサイエンスプログラム

伊藤大雄 研究室 ビッグデータの取扱いを簡単にするアルゴリズムを研究

岩﨑英哉 研究室 効率的な処理を実現するプログラミング言語を設計・実装

大森匡・新谷隆彦・藤田秀之 研究室 巨大データから高価値情報を創るデータ工学を研究

兼岩　憲 研究室 コンピュータが推論してWeb検索する新たな技術を探求

久野　靖 研究室 記述性・可読性の高いプログラミング言語の設計と実装

小林　聡 研究室 情報やコンピュータの立場から生命を考える

佐藤　証 研究室 センサネットワークによる都市型農業

武石典史 研究室 情報化が学校・親子関係に及ぼす影響

中山泰一 研究室 サーバの高セキュリティを性能の低下なく実現する

成見　哲 研究室 GPUによる高速演算で科学シミュレーションを可能に

沼尾雅之 研究室 ビッグデータからのトレーサビリティ技術

南　泰浩 研究室 言葉で自然に対話するコンピュータを目指して

吉永　努 研究室 コンピュータとネットワークに関する研究

伊藤毅志 研究室 ゲームを利用して人間の高度な認知過程を明らかにしていく

古賀久志 研究室 知能をもったシステムを実現するアルゴリズムの研究

関新之助 研究室 生体内の情報処理とナノエンジニアリング

湯　素華 研究室 高信頼・省電力無線ネットワーク

策力木格 研究室 無線ネットワークとコンピュータの融合技術

寺田　実 研究室 コンピュータやネットワークをより楽しく・使いやすく

戸田貴久 研究室 アルゴリズム、論理、推論、探索、離散構造

中鹿　亘 研究室 数学の力で人間らしい声を生み出すコンピュータ

赤池英夫 研究室 ｢使ってみたい｣コンピュータ技術の開発を目指す

Ⅱ類（融合系）

セキュリティ情報学プログラム

岩本貢・渡邉洋平 研究室 新しい暗号方式の開発と安全性の理論評価に取り組む

大野真裕 研究室 代数多様体の性質を追究

﨑山一男・李陽 研究室 より安全なセキュリティシステムの構築を目指す

石上嘉康 研究室 情報・セキュリティ理論の研究のベースとなる離散数学

市野将嗣 研究室 インターネットなどの「安心・安全」を追究

榎本直也 研究室 表現論：現象の背後に隠された対称性を解き明かす数学

大坐畠智 研究室 ネットワークアーキテクチャの新しいコンセプトの創出

菅原　健 研究室 ソフトとハードの境界に生じるセキュリティの問題を研究しています

高田哲司 研究室 セキュリティの「面倒くさい」をどうにかするための研究

松本光春 研究室 人に学び、人と共生するロボットテクノロジーの実現

山口和彦 研究室 雑音と悪意ある第三者からの情報保護

山本　嶺 研究室 通信プロトコル、IoT/M2M、無線通信

情報通信工学プログラム

石川　亮 研究室 次世代ワイヤレス情報通信を支えるハード技術の開発

石橋孝一郎 研究室 社会に貢献する低電力集積エレクトロニクスの研究

石橋功至 研究室 超高信頼・超長寿命の無線通信の実現

大濱靖匡 研究室 マルチメディア情報通信ネットワークの構築

來住直人 研究室 「光を自在に操る」技術の開拓を目指す

範　公可 研究室 情報処理ハードウェアシステムの設計と人材育成

藤井威生 研究室 空いた周波数を有効利用する未来型無線通信技術

細川敬祐 研究室 光と電波を用いた宇宙通信環境のリモートセンシング

松浦基晴 研究室 将来の光ファイバ通信や無線通信を担う新技術を開発

安達宏一 研究室 全てのモノを繋げる高速・高信頼な無線通信の研究

伊東裕也 研究室 ベクトル値関数に対する偏微分方程式の研究

小川朋宏 研究室 情報理論を深め、拡げる

Kitsuwan Nattapong 研究室 ソフトウェアを利用した柔軟なネットワークの制御

小島年春 研究室 衛星通信・移動体通信などの無線通信システムの研究

SANTOSO Bagus 研究室 暗号理論をベースとした情報セキュリティーの研究

尚　　方 研究室 偏波合成開口レーダにより地球の表情を監視する

鈴木　淳 研究室 量子現象を情報理論・統計学的に捉え理解する

田中久陽 研究室 分散システムによるローコストな通信を実現

韓　承鎬 研究室 データを正しく送受信するための通信方式・理論を研究

八木秀樹 研究室 情報・通信システムを支える符号理論の研究

小田　弘 研究室 画像符号化や電子透かしなどの「データ圧縮技法」の研究

栗原正純 研究室 安全に効率的に情報を伝送し保存する符号化技術を研究

須藤克弥 研究室 進化型学習により次世代の無線ネットワークをデザインする

田島裕康 研究室 量子情報を用いた物理の理解

電子情報学プログラム

内田和男・田尻武義 研究室 半導体ナノ構造を用いたLED照明技術、光回路技術の研究

肖　鳳超 研究室 電磁波がもたらす影響を実験やコンピュータで解析

張　　熙 研究室 マルチメディア時代を支える信号・画像処理技術

野村英之 研究室 見えないものを見る技術̶超音波技術̶

研究室名 研究テーマ

芳原容英 研究室 地球・宇宙の電磁環境の観測により自然災害の監視や予測を行う

和田光司・小野哲 研究室 ワイヤレス通信を変革するRFモジュール用小型高周波回路部品の開発

安藤芳晃 研究室 無線技術を高度化するための電磁界シミュレーション

萓野良樹 研究室 電磁ノイズの発生とその抑制に関する研究

木寺正平 研究室 従来のレーダ信号解析の性能限界を超える

髙橋弘太 研究室 快適な音を作る・聞くための自動ミキシング技術を探求

津田卓雄 研究室 光・電波によるリモートセンシングで地球・宇宙を探る

西　一樹 研究室 手ブレ補正の効果を定量的に評価する技術などを開発

劉　　志 研究室 機械学習による没入型映像システムと次世代IoT

鷲沢嘉一 研究室 脳が行う作業を機械に学習・実施させる技術を探求

菊池博史 研究室 気象災害を防ぐ高精度積乱雲観測技術の開発

吉田太一 研究室 マルチメディアデータを圧縮・修復・解析する技術の研究

計測・制御システムプログラム

稲葉敬之・秋田学 研究室 道路交通の安全・安心のための計測制御技術を推進

岡田英孝 研究室 モーションキャプチャシステムを用いた動作分析法で身体運動の謎を解明

金子修・定本知徳 研究室 現実のモノの動きを数理でつかみ自在に操る-制御-を追求

小池卓二 研究室 医療に役立つ計測・診断・治療装置の開発

阪口豊・佐藤俊治・饗庭絵里子 研究室 見る、聞く、からだを動かす人間のメカニズム

正本和人 研究室 脳における血液の流れと物質輸送：神経血管連関の理解

宮脇陽一 研究室 ヒトの知覚や生理データを解析し情報処理システムの原理を探求

安藤創一 研究室 運動が脳の機能を高める仕組みの解明を目指す

小木曽公尚 研究室 物や人の“動き”を巧みに制御する仕組みと手法を究める

澤田賢治 研究室 計測制御工学により安全・安心な電子制御システムを開発

孫　光鎬 研究室 非接触センシング技術の研究開発とその臨床応用

舩戸徹郎 研究室 運動計測と力学・制御理論による脳神経系へのアプローチ

先端ロボティクスプログラム

青山尚之 研究室 マイクロロボットによる微細加工や人工授精に挑む

内田雅文 研究室 生体計測技術により、ヒトの暮らしを快適にする

金森哉吏 研究室 精巧なロボットシステムを実現するメカトロニクス

田中一男 研究室 空飛ぶスマートロボットから脳信号で操るロボットまで

田中　繁 研究室 脳の仕組みと働きを数学的に解明する理論神経科学

田中基康 研究室 生物を超越するヘビ型ロボットの実現と実社会への応用

明　愛国 研究室 生物模倣でロボットを進化させる

横井浩史 研究室 人間と機械をつないで運動と感覚の機能を再現する

菅　哲朗 研究室 マイクロ光センサでロボットの新しい視覚を作る

小泉憲裕 研究室 医デジ化による超高精度な超音波診断・治療の実現

姜　銀来 研究室 生体信号の計測・理解に基づいたライフサポート

杉　正夫 研究室 人間の作業を情報面・物理面から支援する生産システム

東郷俊太 研究室 ヒト型ロボットを作ってヒトの運動制御メカニズムに迫る

仲田佳弘 研究室 人らしい動きを実現するアクチュエータとアンドロイドの社会実装

中村友昭 研究室 人のように学習する人工知能の実現

新竹　純 研究室 ソフトマテリアルによるロボットとその要素技術

Ⅲ類（理工系）

機械システムプログラム

大川富雄 研究室 発電時に発生する難解な熱流動現象をつかむ

久保木孝・梶川翔平 研究室 材料を自在に変形加工できる新技術を開発

高田昌之 研究室 人間のような「賢さ」を備えた機械システムを実現する

千葉一永 研究室 設計情報学による航空宇宙機の新たな設計法の創出とその応用

増田　宏 研究室 3次元計測と形状モデリングによる仮想世界の構築

Matuttis Hans-Georg 研究室 古くからの謎である粉粒体の物理法則を解き明かす

森重功一 研究室 高付加価値加工を実現するためのソフトウェア基盤技術

井上洋平 研究室 輸送機器のエネルギー効率を上げる・騒音や振動を減らす

榎木光治 研究室 あらゆる機械の高効率化を図り、エネルギー問題に取組む

松村　隆 研究室 金属材料やセラミックス材料の強度を調べ信頼性を高める

守　裕也 研究室 エネルギーの効率利用を目指した実用的な乱流場での自在な流体制御

結城宏信 研究室 モノの状態を発生した音から調べる

遊佐泰紀 研究室 機械の設計・製造から破壊までの力学シミュレーション

電子工学プログラム

一色秀夫 研究室 次世代シリコン集積システムとダイヤモンド半導体の研究

岩澤康裕 研究室 クリーンエネルギー社会の実現に向けて

奥野剛史 研究室 光るシリコンで半導体の可能性を追求する

SANDHU Adarsh 研究室 異分野の融合研究に基づくグローバルな環境で活躍できる人材を育成する

志賀智一 研究室 省電力、人の目に優しいディスプレイの開発を目指す

島田　宏 研究室 ナノ構造を使った未来の電子素子の基礎研究

中村　淳 研究室 計算機シミュレーションで探るナノテクノロジーの世界

水柿義直・守屋雅隆 研究室 超伝導の実験から集積回路の設計まで一貫した研究

研究室名 研究テーマ

山口浩一 研究室 半導体量子ドットによる発光素子・太陽電池の高性能化

酒井　剛 研究室 宇宙からの電波をとらえ、恒星誕生のメカニズムに迫る

曽我部東馬 研究室 量子物理と人工知能を融合した創エネルギー・最適化研究

古川　怜 研究室 ポリマーを使った新しい光ファイバセンサの開発

坂本克好 研究室 走査型トンネル顕微鏡システムの開発

塚本貴広 研究室 スマート社会に向けた次世代ICTデバイスの開発

永井　豊 研究室 画像のための新しい電気電子回路技術

光工学プログラム

上野芳康 研究室 超高速・大容量・省エネルギーな未来の光通信を研究

岡田佳子 研究室 地球最古の生物を使った新しい光応用技術

桂川眞幸・大饗千彰 研究室 レーザー技術の極限化と光科学の新しい展開に向けて

張　　贇 研究室 光の波動性と粒子性の観測による先端技術の創出・応用

白川　晃 研究室 高出力を追求した次世代レーザーの研究

沈　　青 研究室 低コスト・高効率な次世代太陽電池の研究と開発

西岡　一 研究室 非常に強い光を発生させるレーザーの研究

早瀬修二 研究室 太陽電池・熱電素子の研究開発から新市場の開拓まで

美濃島薫 研究室 光を自由自在に操る「光シンセサイザ」とは?

武者　満 研究室 極限まできれいな光を求めて

米田仁紀 研究室 超短パルスレーザーで極限状態の性質を探る

庄司　暁 研究室 レーザーでナノを作って、見て、触って、動かす

戸倉川正樹 研究室 新しいレーザーが創る未来を目指したレーザー研究

Vohra Varun 研究室 ポリマーエレクトロニクスで光・電子デバイスを創る

渡邉恵理子 研究室 光物理とIT技術を融合させた光コンピュータの研究

浅原彰文 研究室 光の時空間位相を操る‐光コムと光渦の融合

物理工学プログラム

尾関之康 研究室 非平衡緩和法や統計物理学による相転移現象の理論研究

斎藤弘樹 研究室 ボース・アインシュタイン凝縮体の理論的研究

佐々木成朗 研究室 ナノサイズの摩擦制御で省エネルギー分子機械を作る

清水亮介 研究室 光の粒のばらつきをどうやってコントロールするか

鈴木　勝 研究室 原子スケールでの摩擦の研究

中川賢一 研究室 レーザー光を用いた極低温原子の操作

中村　仁 研究室 ダイヤモンドが金属になる

中村信行 研究室 核融合から天文まで幅広く活躍する多価イオン

宮本洋子 研究室 光による情報処理と最先端の光計測の研究

森下　亨 研究室 アト秒領域の超高速原子・分子ダイナミクスの理論

大淵泰司 研究室 フォトフォニック結晶、メタマテリアルの光学的な研究

岸本哲夫 研究室 ボース・アインシュタイン凝縮体の連続的な生成法の開発

桑原大介 研究室 核磁気共鳴法によって分子 1個だけを見る方法の研究

小久保伸人 研究室 小さな超伝導体に現れる渦の研究

谷口淳子 研究室 ナノ空間に閉じ込められた超流動の研究

丹治はるか 研究室 冷たい原子と光の粒で量子の世界を操る

Nayak Kali Prasanna 研究室 フォトニック結晶ナノファイバによる光／原子相互作用の制御

伏屋雄紀 研究室 ディラック電子を用いたスピントロニクスの理論的研究

松林和幸 研究室 高圧力を用いた新規物性探索とその起源を探る

村中隆弘 研究室 新しい超伝導物質の開発

森永　実 研究室 原子の波を用いた光学の世界

岩國加奈 研究室 レーザーで見る分子の世界

化学生命工学プログラム

石田尚行 研究室 どうやって有機化合物から磁石を作るか

加固昌寛 研究室 炭素ケージ状物質フラーレン類の化学修飾

樫森与志喜 研究室 シミュレーションで読み解く生物の複雑さ

狩野　豊 研究室 バイオイメージングによる筋細胞機能の探求

小林義男 研究室 原子核と電子の密接な関係から見る原子 1個の動き

瀧　真清 研究室 創薬システムエンジニアリング（創薬SE）

平野　誉 研究室 生物に学ぶ光の化学の探究と光る機能物質の開発

三瓶嚴一 研究室 プリン体を合成する仕組みの起源と進化

白川英樹 研究室 生きた細胞を「観る・探る・操る」

曽越宣仁 研究室 コロイド微粒子の分散体・集積体の機能化をめぐって

田仲真紀子 研究室 光を用いてDNAの機能を探り、制御を目指す

星野太佑 研究室 運動による身体適応メカニズムの解明

牧昌次郎 研究室 ホタル由来の発光基質を改変し、がん治療や最先端医療に貢献

松田信爾 研究室 シナプス可塑性の分子機構の解明と制御法の開発

安井正憲 研究室 X線で分子を見て、その構造と物性の相関関係を探求する

山北佳宏 研究室 ナノ粒子の表面電子分布と光反応をみる

中根大介 研究室 微生物が動く仕組みとその意味

仲村厚志 研究室 匂いや味の感覚はどのようにして脳に伝えられるか

畑中信一 研究室 超音波でおこす化学反応-ソノケミストリーとソノルミネッセンス-

平田修造 研究室 戦略的に分子材料を設計し新しい発光や吸収機能を作り出す
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授業科目 ● 必修科目　□ 選択科目

● Academic Written English Ⅰ
● Academic Spoken English Ⅰ
● 健康実践論
● アカデミックリテラシー
● コンピュータリテラシー

● 基礎微積分学第一
● ベクトルと行列第一
● 基礎物理学第一
● Academic Written English Ⅱ
● Academic Spoken English Ⅱ

● 基礎物理学実験
● 基礎化学実験
● 基礎微積分学第二
● ベクトルと行列第二
● 基礎物理学第二

● 基礎プログラミングおよび演習
● 離散数学
□ 化学結合と構造1年次

2年次

● Academic English for the 2nd Year Ⅰ
● 応用数学第一
● プログラミング通論および演習
● 論理回路学

● 電磁気学および演習
● Academic English for the 2nd Year Ⅱ
● 総合コミュニケーション科学
● 応用数学第二

● 確率統計
● 電気回路学および演習
● 基礎電子工学
□ 環境科学

□ 基礎解析学
□ 基礎物理学第三
□ アルゴリズム・データ構造および演習

3年次

● Academic Presentation in English
● 技術課程演習第一
●アナログ回路実験
●プログラミング実験
● Academic Writing in English

● 技術課程演習第二
● 計算機工学
● 信号処理論
● 電磁波工学
● 組み込みシステム

● 情報学実験
● 知能機械工学実験
□ 情報通信と符号化
□ 制御工学
□ 設計工学

□ 電子回路学
□ 回路システム学

4年次

● 輪講A
● 輪講B
□ 知的財産権
□ 情報メディアシステム

□ 通信・ネットワーク
□ 計測工学
□メカトロニクス
□ 先端トピックス

□ 卒業研究A
□ 技術者倫理
□ 知能システム
□ 暗号情報セキュリティ

□ロボティックス
□ヒューマンインタフェース
□ 卒業研究B

基礎から専門知識を短期間で身につける
主に社会人を対象とした「履修証明プログラム」は、基礎から応用・最先端までの
体系的な知識・技術の修得を目指した教育プログラムです。大学の教育・研究資
源を活かし、専門的な講義と実践的な演習を通じ短期間で知識を修得します。プ
ログラムの修了者には履修証明書が交付されるとともに、厚生労働省が定めるジ
ョブカードにその旨を記載できます。対面の講義とe-ラーニングを通しての受講
が可能で、効率よく学べます。

先端工学基礎課程（夜間主課程）
先端工学基礎課程（夜間主課程）は、昼間働きながら総合コミュニケーション科学に関わる先端分野を学びたいという
社会人のための課程で、平日の夜間と土曜日に開講しますが、昼間にある授業も一部履修することができます。
1・2年次では、ものづくりマインドを養成しながら工学基礎を徹底して学び、
3年次からは情報、メディア、通信、電子、機械、制御に関する専門科目へと進みます。
産業界における技術的課題について、その内容を工学的に読み解いて
解決手段を探し出すことができる基礎力と様々な分野への適応力を身につけます。

社会人履修証明プログラム

ウェブシステムデザインプログラム
（WEBSYS）

国立大学で唯一のWEB・ネットワークを中心に扱うプログラムです。受
講者一名ずつに仮想マシンを割り当て、演習環境の構築を実践します。
ソフトウェアの利用方法、プラットフォームの構築について理解を深め、
構築後は、サーバの運用や、root権限の必要なソフトウェアのインス
トール・利用やサイバーセキュリティに関する演習を行います。

AI・セキュリティ人材育成プログラム
（AI×SEC）

深層学習やセキュリティの基礎から、自然言語処理・ゲームAIや制御セ
キュリティ等の応用・最新技術までを修得するプログラムです。専門的な
講義と実践的な演習を通じて、企業等で急務となっているAI・セキュリ
ティエンジニアの人材の育成を図ります。本プログラム専用のGPUサー
バを導入し、遠隔地からもスムーズに受講できます。

教育研究センター／産学官連携
電気通信大学には、独創的な研究を展開し、国内外の諸組織との産学官連携活動を通じて社会の発展に寄与するための
研究センターを設置しています。各機関では、将来の社会的ニーズを先取りした先端研究を推進するとともに、
大学院を中心に講座を提供し、次の時代を担う若手研究者・技術者を育成しています。

教育研究センター

産学官連携 ベンチャー活動 特許

レーザー新世代研究センター

レーザーおよびその幅広い応用のための国内随一
の研究施設として、光と原子の制御をもとにしたレー
ザー物理、原子物理、天文学、量子技術などの幅広い
研究を行っています。さらに、レーザー、光学系の学
術誌のアーカイブサイトを運営し、この分野での情報
発信の拠点としての役割も担っています。

量子科学研究センター

光量子科学の現代的発展を担う中核拠点の形成を
目指して設立されました。伝統的な理学分野との強
い繋がりを重視しつつ、光量子科学分野における最
先端研究を戦略的に推進します。さらに、光科学分野
および物理分野における研究力強化と、自らの発想
をもって未踏の領域を切り拓く人材の育成を進めて
います。

脳・医工学研究センター

工学系大学が取り組むユニークな医工学研究とし
て、脳神経科学、情報工学、生体工学、人間工学、ロ
ボット工学、光科学などの研究者が連携し、医療や福
祉の支援技術の研究・開発を行っています。これらの
分野を担う研究者、技術者の人材育成を図ることで、
医工学研究分野における世界的な教育・研究拠点を
目指しています。

i -パワードエネルギー・システム
研究センター（iPERC）

エネルギー・環境問題の本質的解決に結び付く課題
に取り組み、エネルギーと情報通信を一体化させ、情
報処理によって量的拡大・質的強化した「i-パワード
エネルギー」の研究を通じて、グローバル人材の育成
と産業競争力向上に貢献することを目指しています。

先端ワイヤレス・コミュニケーション
研究センター

ワイヤレス通信の新たな役割に対する社会の要請
に応えるための最先端技術の研究開発を行ってい
ます。理論・シミュレーションおよびハードウェア試
作実験を介して、企業や他大学をはじめ国際的な幅
広い連携を活かして取り組み、成果を上げるととも
に、国際的に活躍できる高度な人材の育成を進めて
います。 

ナノトライボロジー研究センター

次世代省エネルギー技術の開発には欠かせない視
点であり、摩擦・凝着の発現機構の原子・分子レベル
からの解明を目指す「ナノトライボロジー」および、そ
の関連分野の研究・教育拠点となることを目指して
設立されました。理論と実験を車の両輪として進める
学外研究者との共同研究体制を整えています。

燃料電池イノベーション研究センター

クリーンでエネルギー効率の高い次世代水素燃料電
池を実現するために欠かせない、高性能な触媒とな
る素材の開発および評価を行っています。また、兵庫
県の大型放射光施設SPring-8には、触媒の働きを
リアルタイムで計測できる新ビームラインBL36XU
を設け、他大学や産業界との共同研究を進めていま
す。

人工知能先端研究センター

これからのAIにおいて重要課題の一つである汎用
AI研究開発を主軸とする、国立大学初の研究拠点で
す。人工知能、ロボティクス、ビッグデータ、計算機
科学、サービス・サイエンスの研究者を結集し、AIが
人と共生するための核となる汎用人工知能の実現
を目指し企業とも積極的に連携して研究を推進して
います。

宇宙・電磁環境研究センター

宇宙から日常生活の場、さらには地下までの広大な
領域における電磁気現象の計測とその応用から、電
磁環境の理解を深めたり、自然災害被害の軽減等
の社会貢献を目的とした教育研究を推進していま
す。また、長野県の菅平高原には当センター付属の
菅平宇宙電波観測所があり、さまざまな電波観測手
法による宇宙や地球周辺の電磁環境に関する研究
や実習教育を行っています。

新技術・新製品、新ビジネスの
創出に向けた戦略的な研究開発

技術と事業をつなぐ
ベンチャー教育と支援

研究者・学生が創出した
知的財産

産学官連携事業は、「知のボーダレス化」を推進す
る本学の使命であり、責務であると位置付けていま
す。本学では、創造的な研究をもって「国内外の諸組
織との産学官連携活動を通じて社会の発展に寄与す
る」ことを基本方針として掲げています。

学生・教員のベンチャー活動を支援し、学生に向けて
はベンチャー教育、ベンチャー工房など学びと体験の
場を提供しています。電通大発ベンチャーの認定制
度を設けており、認定されると学内のインキュベーシ
ョン施設に入居して事業活動を行うことができます。
在学生のベンチャー活動の拠点として、プレインキュ
ベーションルームも用意しています。

本学は、電気、電子、情報通信関係をはじめ、ロボッ
ト制御、材料工学、生体医療、化学、ヒューマンイン
タフェース、光工学分野などで多数の特許を有して
います。発明や発見を公的に出願し、知的財産とし
て社会で活用するための制度・支援体制は、学生も
対象となります。
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大学院  情報理工学研究科
情報の処理・通信およびその融合と高度な理工学、
人間の知識や行動に関する教育研究を行う
情報理工学研究科では、「自然」、「人工物」を対象とする高度な理工学に関する学問領域、
情報の処理や通信ならびにこれらの融合に関する学問領域、
人間の知識、行動、および複雑な社会経済システムに関する学問領域についての教育研究を行います。
これにより、互いに調和し共生する高度なコミュニケーション社会を実現するための「総合コミュニケーション科学」に関わる
新しい実践的な科学と技術を創造・体系化し、独創的教育・研究を通じて幅広く深い科学的思考力、
さらに、倫理観および社会性・国際性、論理的コミュニケーション能力を身につけた科学者・技術者を養成します。

情報理工学研究科の5専攻と
情報理工学域の3つの類と14の専門教育プログラムの関連

以下のような意欲に溢れる皆さんを広く国内外から受け入れます
●  人類の持続的発展に貢献できる「総合コミュニケーション科学」の創造と実践により、
高度コミュニケーション社会のさらなる発展に寄与する意欲に溢れている人。

●  情報理工学の各専門分野の知識を一層深化させ、同時に専門以外の分野にも視野を
広げ、旺盛な探究心をもって研究に取り組む意欲に溢れている人。

●  将来は研究・開発の分野で科学者・技術者として国際的に活躍したい、あるいは様々
な分野で専門的知識を生かして活躍しようとする意欲に溢れている人。

求められる資質、素養、能力等

博士前期課程
● 確かな基礎学力と幅広く深い科学的思考力を有する。
● 体系的な専門知識と技術を実践的に応用し、課題を解決することができる。
●  幅広いコミュニケーション手段・技術を活用し、他人の考えを正しく理解し、自分の考
えを正しく伝えることができる能力を備えている。

● 科学者・技術者として、高い倫理観をもって行動することができる。

博士後期課程
● 高度な専門知識と幅広い教養を持ち、課題を自ら設定できる。
●  科学的思考力を有し、高度な専門知識と技術を応用し、先端的課題を能動的に解決す
ることができる。

●  高度なコミュニケーション手段・技術を活用し、論理的・科学的思考のもと、課題につ
いて有益な討論を進めることができる能力を備えている。

●  イノベーティブなリーダーを目指す科学者・技術者として、グローバルな視野と高い倫
理観をもって能動的に行動できる。

アドミッション・ポリシー

共同サステイナビリティ研究専攻のアドミッション・ポリシーについては、学生募集要項、同専攻プログラムのHP等をご覧ください。

共同サステイナビリティ研究専攻 （博士後期課程のみ）

情報学専攻

情報・ネットワーク工学専攻

機械知能システム学専攻

基盤理工学専攻

 「情報学専攻」は、高度コミュニケーション社会に
寄与するため、情報の応用・活用分野の高度専門
技術者を養成します。「メディア情報学プログラ
ム」では、映像、音響、触覚などの情報処理を用
いた五感メディア、人工知能やエージェント技術
を用いる知的メディア、人間の感情とメディアの
関わりを探る感性メディア、メディアを駆使したコ
ンテンツデザインなどを多面的に学びます。「経
営・社会情報学プログラム」では、多様な組織に
おける運営・管理を高度化するために、経営に関

わる生産管理、品質・信頼性、サービス・サイエン
ス、オペレーションズリサーチや、社会に関わる人
間心理・認知・言語、リスク工学、組織科学などに
ついて学びます。「セキュリティ情報学プログラ
ム」では、高信頼、安全な社会基盤としてのイン
ターネットや情報セキュリティの発展を目指し、
「サイバー空間と実世界の安全性に対する脅威」
に対抗する技術や管理・運用法、理論をハード、ソ
フトの両面から学びます。

 「情報・ネットワーク工学専攻」では、情報・通信・
ネットワーク・メディア処理・マンマシンインタ
フェースやそれを支える数理情報解析技術・コン
ピュータ・電気電子システム技術など、高度コミュ
ニケーション社会の基盤となる情報・通信・ネット
ワーク技術の分野に関する教育研究を推進しま
す。今日の科学技術は日進月歩であり、単に最先
端の知識・技術を習い覚えるだけでは、すぐに古
くなり役に立たなくなります。一人前の技術者・研
究者になるためにはむしろ、学問を基礎から体系
的に学び、応用力、柔軟性、創造性などの力を身

につけることが大事です。本専攻の教育において
はそのため、自然科学、数学などの基礎を重要視
しています。
　科学技術の分野で専門分野を極めるのは、高
い山を登るのに似ています。長い道のりを一歩一
歩たゆみなく歩み続けるうちに、展望が徐々に開
けてきます。そうなれば歩むことがますます楽しく
なり頂上に達することができます。こうして、専門
知識を縦横に応用できる豊かで柔軟な科学的思
考能力を持つ人材になってゆきます。

 「機械知能システム学専攻」では、高度に電子
化・情報化された機械システム、すなわちメカトロ
ニクスの研究・開発に求められる多様な基礎知識
と、それらを総合してシステムを設計できる能力
を養います。
　現代社会の基盤であるエネルギー、生産、輸
送、流通、通信、情報などに関わる産業は、ロボッ
ト、自動車、航空機、情報機器、家電、発電システ
ムなどのメカトロニクスに支えられています。絶え

ず進化し続けるメカトロニクス分野の研究・開発
を担うためには、機械工学、計測・制御工学、電
子・情報工学、人間情報学などの基礎知識を身に
つけるとともに、これらを総合して未知のシステ
ムを解析する能力や優れたシステムを設計する
能力が求められます。本専攻の教育は、そのよう
な能力を身につけた高度専門技術者を育成する
ことを目的としています。

　先進的な科学・技術は、自然界の真理・原理を
探求する「理学」とその真理・原理を技術に展開す
る「工学」とが統合された「理工学」から創出され
ます。「基盤理工学専攻」では、本学が担う「総合
コミュニケーション科学」の基盤的な要素である
「電子工学」、「光工学」、「物理工学」、「化学生
命工学」の教育と研究を行います。
　急速に変転するこれらの分野においては、新
たな知を創造し、新技術を発明／開発し、それを

世界に発信するという大学の役割が高まってい
ます。確かな学問的基盤があってこそ、科学・技
術の革新が生まれ、工学が発展します。そこで学
び育つ皆さんの中から、地に足のついた真の科
学・技術リーダーが生まれます。本専攻は、専門
的な知識・技術の基盤と国際的な視野に基づい
て、新たな方法で人類の課題に取り組むことので
きる創造的な技術者・科学者を育成することを目
指しています。

メディアや組織の運営管理、セキュリティに関する
高度専門技術者を養成

情報・通信・ネットワーク技術の教育研究を推進し、
柔軟な科学的思考力を持つ人材を育成

メカトロニクスの研究・開発に求められる多様な知識と
それらを総合してシステムを設計できる能力を養う

電子工学、光工学、物理工学、化学生命工学の
教育と研究を通して、創造的な技術者・科学者を育成

三大学の専門分野の強みを結集し
地球規模の課題に挑む文理協働型博士人材を創出

　電気通信大学、東京外国語大学、東京農工大学
の三大学は、西東京国立三大学連携により「共同
サステイナビリティ研究専攻」を開設しました。文
理各分野に卓越した強みを持つ単科大学の協働
により、グローバル社会でリーダーとして活躍す
る強い人材を養成し、貧困、紛争、食料、資源、エ
ネルギー・環境、生命・医療など、地球規模の課
題解決に貢献できる文理協働型の博士人材の創
出を目指します。

　カリキュラムでは、国際連合の定めた「持続可
能な開発目標（SDGs）」の理念や視座を実践的
に具現化し、体系的かつ柔軟性のある文理協働
型教育課程を提供。自身の専門性に軸足を置き、
専門的な観点から地球規模の課題を捉えつつ異
分野の知見や思考と融合することで、イノベー
ションを創出する学際的な実務人材を養成しま
す。ディベートやインターンシップなど、実践的な
演習を幅広く取り入れることも特色です。

研究室名 研究テーマ

岡田佳子 研究室 地球最古の生物を使った新しい光応用技術

山本佳世子 研究室 GISで現実空間と仮想空間をつなぐ

横井浩史 研究室 人間と機械をつないで運動と感覚の機能を再現する

橋山智訓 研究室 コンピュータの論理で人間の創造性・感性を支えるシステム構築

電気通信大学
の強み

情報学分野、情報通信分野、ロボット
制御分野、光工学分野において、グ
ローバルな視野を持つイノベーティ
ブな高度専門技術者の養成

東京外国語大学
の強み

世界の言語とそれを基底とする文化
一般を、理論と実践により研究教育
し、現代世界が抱える様々な課題を
グローバルな視点から解決する能力
を備えた国際職業人を養成

東京農工大学
の強み

農学、工学及びその融合領域におい
て、高度な研究能力を備えながら、
国際社会で指導的な役割を担うこと
のできる対話力・対応力を有する国
際理系イノベーション人材を養成

■ 養成する人材像

協働による人材養成を展開
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グローバル教育
留学やインターンシップを通して、国際社会で活躍する人材を育成
電気通信大学では、学生の国際性を育て、グローバル人材を育成するための様々なプログラムを用意しています。
グローバルに活躍する人材に求められるのは、専門分野の技術や知識だけではありません。
それらに加え、異文化を理解して受け入れる国際感覚や、円滑なコミュニケーションを図るための語学力が必要不可欠となります。
交換留学や語学留学、国際インターンシップなどのグローバル教育プログラムを通して
学生の国際化を支援しており、国際舞台で活躍できる学生の育成に努めています。

留学

海外の34大学との交流で語学力と国際感覚を身につける
本学では、海外67協定校のうち34校と学生交流協定を結び、交換留学、ダブル
ディグリープログラム等の留学制度を整えています。

語学留学

夏季休業や春季休業期間を利用した、2～5週間の留学プログラムで、語学・文化
研修や異文化での生活体験に重点を置いたプログラムです。英語や中国語といっ
た外国語力の向上とあわせ、異文化への理解を深めることを目的としています。応
募にあたっての語学力は問いません。

交換留学

海外からの留学生数

国際インターンシップ派遣先例 ※派遣先、人数は2016年度～2020年度実績

国際オンラインインターンシップ実施例 ※2020年度実績

留学先の大学で正規授業の履修や研究交流に重点を置いた、半年～ 1年の長期
留学プログラムです。現地校での理工系の授業の履修や研究活動を通じて、現地
の学生や各国からの留学生との専門分野における国際交流を目的としています。

ダブルディグリープログラム

本学と海外の大学で2つの学位を取得できる留学プログラムです。本学に在籍したまま
海外の大学に正規生として留学でき、留学先での授業料等の支払いは免除されます。現
在、フランス高等機械大学院大学（博士前期課程）、浙江工業大学（博士前期課程）、メキ
シコ国立工科大学（博士後期課程）とのダブルディグリープログラムを提供しています。

※ 2020年1 1月 1日現在

学生交流協定締結大学一覧
★ダブルディグリー実施大学

オーストラリア
ウーロンゴン大学
グリフィス大学
ニューカッスル大学

　フランス
　国立高等精密機械工学大学院大学
★高等機械大学院大学
　オルレアン大学
　テレコムパリテック

ドイツ
ブレーメン大学

タイ
キングモンクット工科大学ラカバン校
キングモンクット工科大学トンブリ校
タマサート大学
キングモンクット工科大学北バンコク校

マレーシア
マルチメディア大学

インドネシア
バンドン工科大学

ベトナム
ホーチミン科学大学
ハノイ工科大学

エストニア
タリン工科大学

韓国
国立ハンバット大学
昌原大学

　中国
　中国科学技術大学
　上海交通大学
　電子科技大学
　北京郵電大学
　ハルビン工程大学
★浙江工業大学

台湾
国立交通大学
淡江大学
輔仁大学
国立台北大学

スウェーデン
ブレキンゲ工科大学

アメリカ
オクラホマ大学

　メキシコ
★メキシコ国立工科大学
　メキシコ国立自治大学

ブラジル
カンピナス州立大学

原木 響也 さん（一番左）
情報理工学域 Ⅲ類（理工系） 
機械システムプログラム 4年  
遊佐泰紀研究室 所属

東京都 私立豊島学院高等学校 出身

留学先：ブレキンゲ工科大学（スウェーデン）

語学だけではない、新しい出会いが自分を成長させる

Student' s Voice

　これからの時代、技術はもちろん語学力や海外経験
も重要になるだろうと考え留学を志しました。より時
間を有効に使いたいため、留学先で取得した単位が
電通大で認められる交換留学プログラムに参加しまし
た。工学の勉強を継続するために、スウェーデンのブ
レキンゲ工科大学を選択しています。
　留学先では答えのない課題に対し、自分なりの答え
をレポートにまとめ、プレゼンすることで評価されまし
た。苦労しましたが、深く思考し、多様な視点から考察
する力、英語で伝える力が身につきました。日本とは
違う環境で自分の努力がどれほど通用するのか試し
たく、夜遅くまで課題に取り組んだのはいい思い出で

す。スウェーデンでは地球環境に対する危機意識が高
く、サステイナビリティ（持続可能性）をテーマにした
研究が発達しています。ブレキンゲ工科大学には、も
のづくりの無駄を削減する効率化・デジタル化をテー
マにした研究があり、そこで「計算力学」という分野に
出会いました。サステイナビリティはこれから世界中
で追求されていくテーマで、その分野の将来的な可能
性に魅せられました。また、留学先で共に学んだクラ
スメイトとはSNSなどを通じて関係が続いており、今
でも大切な友人です。留学は新しい出会いにあふれ、
自分を成長させる絶好の機会です。ぜひ世界の学問
に触れ、見識を広めてみてください。

本学では、キャリア実践教育の一環として、海外の企業や大学・政府機関等の協力
を得て実施する国際インターンシップを行っています。学域3年次または博士前期
課程1年次の夏季休業期間を中心に、選考を通過した希望者を対象に実施し、イン
ターンシップ終了後、審査で合格した場合に規定の単位が認定されます。国際イン
ターンシップを通して将来グローバル社会でリーダーシップを発揮できる人物とな
ることを目指し、課題設定から、チームワークによる業務の展開、結果の考察、目
標達成度の評価および反省まで、異文化のグローバル環境でしか経験できないこ
とや、大学の授業では学べないことを体験するとともに、英語によるコミュニケ－
ション能力の向上も図ります。
また、本学の強みを生かし、情報通信技術を活用した国際協働型でのオンラインイ
ンターンシップは今後も継続する予定です。

国際社会で求められる知識や技術を体験

国際インターンシップ

タイと中国の活動拠点で共同研究の支援や交流を推進

グローバル・アライアンス・ラボ

本学の海外拠点として、タイの協定校であるキングモンクット工科大学トンブリ校に
「UEC ASEAN教育研究支援センター」を、中国の協定校である北京理工大学に
「UEC中国教育研究支援センター」を設置しています。ここでは、①共同研究の支
援活動、②共同国際会議等の開催、③留学生募集、④海外インターンシップ派遣に
関する諸活動を行っています。

「グローバル・アライアンス・ラボ」は、本学と海外の協定機関が共同して運営する
国際連携ラボで、専門実践教育の国際共同プログラム、本学及び協定機関の教員
による学生への研究指導の展開等の取り組みの推進を目的とし、フランス、中国、
台湾、タイ、ロシア、ベトナムの大学等と共同で設置しています。

国・地域 学域生 大学院生 その他 合計

インドネシア 3 4 2 9
韓国 23 3 1 27
カンボジア 0 2 0 2
タイ 1 2 0 3
台湾 0 5 1 6
中国 29 117 38 184
ネパール 0 1 0 1
パキスタン 0 2 0 2
バングラデシュ 0 1 0 1
ベトナム 0 11 1 12
マレーシア 1 0 0 1
フィリピン 0 0 1 1
モンゴル 1 0 0 1

国・地域 学域生 大学院生 その他 合計

ラオス 0 3 1 4
トルコ 1 0 0 1
アルジェリア 1 0 0 1
アンゴラ 0 1 0 1
ガーナ 0 1 0 1
カメルーン 0 1 0 1
南スーダン 0 1 0 1
クロアチア 0 1 0 1
ドイツ 0 1 1 2
フランス 0 1 2 3
ポーランド 1 0 0 1
スウェーデン 0 0 2 2
ブラジル 2 0 1 3
メキシコ 0 4 2 6
合計 63 162 53 278

※2020年1 1月1日現在
※その他は研究生、科目等履修生、交換留学生等の合計

研究者・技術者としての国際性や語学力を養成

UECグローバルリーダー育成プログラム P.47へ

海外拠点・教育研究交流

各種グローバル教育

夏季休業期間を利用し、タイのキングモンクット工科大学ラカバン校やキングモン
クット工科大学トンブリ校等との間で、双方の学生が約 1ヵ月交換留学し、ロボッ
ト・メカトロニクス等に関する技術研修を実施するプログラムです。

サマートレーニングプログラム

中国、台湾、タイ、フランスの交流大学との間で、双方の学生が約半年間交換留学
し、大学院レベルの協働研究指導を実施するプログラムです。学生は、双方の大
学で協働開講される集中授業を履修し、派遣先の大学で、研究活動の発表を行い
ます。

国際協働大学院プログラム
英語によるプレゼンテーションや留学生との交流な
ど、SAP主催による英語の活用力を伸ばすセミナー
を週に3日開催しています。

外国語運用工房セミナー

セミナーや英作文・英語相談、eラーニングトレーニングや夏と春の集中講座を提
供する「セルフ・アクセス・パーク（SAP）」を開設しています。また、個人やグルー
プのグローバル・プロジェクトを応援します。

UECセルフ・アクセス・パーク

アメリカ 7名　ニューヨーク州立ビンガムトン大学、Phiaro USA
メキシコ 2名　メキシコ国立工科大学、ZACATENCO,Solis法律事務所
中国 12名　中国科学院微電子研究所、北京理工大学
台湾 3名　工業技術研究院（ ITRI）情報通信研究所
タイ 22名　国立電子コンピュータ技術センター NECTEC
マレーシア 13名　Multimedia University
ベルギー 4名　国際研究開発機関imec
シンガポール 7名　Nanyang Technological University
インドネシア 7名　Institut Teknologi Bandung （ITB）
ベトナム 5名　ベトナム国家大学
ポーランド 2名　Poznan University of Technology

ベトナム 1名　FPT Software Company Limited
中国 3名　中国科学院微電子研究所
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楽力教育 キャリア教育
ものづくり体験を通して、自立した技術者の育成を目指す 産業界と連携した“学び”と“社会”のつながりを理解するための教育
楽力（がくりょく）教育は、類や年次を越えたプログラムです。
その大きな目的は、エレクトロニクスやロボット、IT関連のものづくり体験を通して、自立した技術者を育成すること。
学域生にとっては、講義で学んだことを実践する貴重な場でもあります。このプログラムでは、学生たちは自らアイデアを練り、
自分の手でロボットや電子回路、ソフトウェアなどを創作し、ものづくりの楽しさや達成感を体験します。

電気通信大学では 1年次からキャリア教育をスタートします。学生生活の初期から社会や職業への関心を高め、
就学と社会とのつながりを理解することで学びに対する目的意識を育みます。
また、2年次以降も社会や職業との接点を多数設け、 キャリアデザインを具体化する環境を整えています。
キャリア教育の専任教員に、企業等での社会経験豊富な教育ボランティアも加わり、学生をきめ細かく指導・サポートします。
理工系大学としては先駆的な体制とシステムを整えたことで、電通大の卒業生・修了生は、社会から高い評価を得ています。

コンテストを見据えて、 
ものづくりの独創性を競い合う

全体で行う活動と競技種目別のグループで行う活
動があります。前者では安全講習、新人講習、およ
び広報活動、社会貢献活動があり、毎年小中学生
を対象としたロボットコンテストを主催しています。
後者では「NHK大学ロボコン部隊」「バーチャルリ
アリティ部隊」など、コンテストの種目別に12の部
隊があり、各競技特有のロボットやデバイス製作に
必要な技術や知識を学びます。

高度なイノベーティブ空間で、 
社会変革を促す情報システムを創造

「高度ICT試作実験公開工房」が正式名称で、大学
院生は24時間365日自由に使うことができます
（学域生は開放時間のみ）。社会を変えうる画期的
な情報システムの開発を目指し、高度なICTを用い
たプロトタイプの試作と実験、公開が行われます。
フロアにはプレゼンやデモを行う「プレイルーム」、
プログラミングやミーティングのための「リビング
ルーム」、主に試作を行う「キッチン」があり、それ
ぞれの用途に必要な設備が設置されています。

プログラミングの腕を磨き、 
ソフトウェアの面白さを体験する

プログラミングを通して課題解決のための技術を
学び、ソフトウェアとしてのものづくりの面白さを
体験することを目的とした科目です。通年で開講さ
れ、どの類のどの学年でも参加できます。「競技プ
ログラミング」「ゲームのAI開発」「FPGA」「深層
学習」「ロボットの制御」など10種類を超える多彩
なテーマが提供されており、テーマごとに少人数
のチームに分かれて活動します。

ハードウェアのものづくりに触れ、 
自分だけの作品をつくる

「習うより慣れろ」をキーワードに、電子回路の製作
を通してエレクトロニクスの基礎力を身につけるこ
とを目的としています。通年で開講され、前学期は、
受講生全員が1クラスとなって、素子や測定器の使
い方、基本的な回路などについて学び、はんだづけ
や計測器の操作などの基本的な技を磨きます。後
学期ではグループに分かれて個別のテーマに取り
組みます。

電子工学工房

ピクトラボ

情報工学工房

ロボメカ工房

楽力教育のプログラムは、電子工学工房、情報工学工房、ロボメカ工房、そしてピクトラボの4つの工房で実施されます。
ものづくりの基礎を学んだ上で、自分が主体となって立案、設計、組み立てを行い、成果物の発表プレゼンテーションや

学内外のコンテストへも参加するなど、1年間で多くの経験を得ることができます。

楽力を磨く4つの工房

　楽力教育の「楽」の文字に込められているのは、「自ら楽しみながら学ば
なければ、柔軟な応用力のある専門知識や技術は身につかない」という思
い。楽力教育では、主体的に興味を持って、人と協働し、楽しみながら知識
や技術を修得することを主眼に置いたプログラムが用意されています。楽し
いものや好きなものは、自分から始めるし、続けられる。この原理に則って、
楽しみながら学び、身につける、そしてそれを実践する場所なのです。
　楽力教育には、つくってみたいという意欲さえあれば、製作経験などは問
われず、全学年・全領域の学生が参加できます。工房には最先端の部品や
工具が揃っていますし、指導教員や先輩から親身なアドバイスを受けること
もできます。そんな環境で、試行錯誤したり仲間と協力しあったりしながら、
世界でひとつだけの宝物をつくりあげる経験を積む。そこから独創性や主体
性、目標達成力やコミュニケーション能力・協調性を養い、その後の飛躍の
原動力を育むことも、楽力教育の大きな目的なのです。

ものづくりの楽しさこそがイノベーションの原点

職務適性テスト、ワークショップなどを通じて、個性(特徴)、強み、価値観、自他の
相違・多様性について理解を深めます。

インターンシップは企業や各種機関で行う就業体験で、履修対象学生は、主に学域 
3年次および博士前期課程 1年次です。本学インターンシップ科目の特徴は、大学
推薦制インターンシップの実施、90時間以上の長期間インターンシップへの参加 
を求めていることです。ほとんどすべての学生がインターンシップ体験を有意義で
あったと回答しており、「就職先を考える機会を得た」、「『働く』ことのイメージを得
た」、「自分に不足している知識・スキルがわかった」ことをその理由としています。

自ら提起した課題の解決に取り組んで結果を発表することや、少人数のグループ
ディスカッションを繰り返すことなどにより、リーダーシップ、コミュニケーション能
力、プレゼンテーション能力などを高めます。1年次と3年次の学年横断による合
同講義や、他大学と連携した協働専門教育プログラムなどを通じて多様な考え方
に触れる場を用意しています。

エンジニアとして働いている諸先輩との質疑応答・懇談から、「社会を知る」とと
もに「目標設定」および「今後の行動を考える」ための材料を得ることを目的に実
施します。事前課題に取り組んだ上で、見学日は午前中に企業研究ワークショップ
を行い、午後の事業所見学において働く現場（職業）と企業・団体等の実態を理解
します。集中講義期間の最終日に、見学を通じての学びと気づきを行動に結びつ
けるための振り返りワークショップを行います。

自己の個性、価値観を理解 インターンシップ

大学推薦受入企業・機関
（国内・海外）

職業人（技術者）の資質、能力を養成

社会人講師による講義 企業現場を見学（夏季集中講座）

令和2年度 ………………………… 89社

令和元年度………………………… 120社

平成30年度 ……………………… 125社

アップウィンドテクノロジー・
インコーポレイテッド

株式会社アマダ

アンダーソン・毛利・友常 法律事務所

FIG株式会社

株式会社クフウシヤ

KDDI株式会社

株式会社CodeNext

小林・藤堂法律特許事務所

酒井国際特許事務所

一般社団法人GDG Tokyo

ソニー株式会社

ソフトブレーン株式会社

Chatwork株式会社

合同会社DMM.com

株式会社東芝

株式会社東芝インフラシステムズ

日本電気株式会社

株式会社ハートビーツ

パナソニック株式会社

原田忠則特許事務所

株式会社日立製作所

株式会社ベイフットボール浦安

北京瑞盟知識産権代理有限公司

マイスター特許事務所

特定非営利活動法人uecサポート

ユビ電株式会社

Umee Technologies株式会社

楽天株式会社

リップル株式会社

令和2年度の講師所属先（50音順）
見学を受け入れてくださった企業・団体の皆様に感謝申し上げます。

※令和2年度は新型感染症対策のため現地での見学は実施せず、遠隔ツール利用による懇談会のみ実施しました。

（新型コロナウイルスの影響がありました）

株式会社朝日新聞社

株式会社NTTドコモ

シスコシステムズ合同会社

ソニー株式会社

特許庁

日産自動車株式会社

株式会社日立国際電気

横河電機株式会社

令和2年度の見学先（50音順）

産業界で活躍する社会人講師を招いた講義で、産業界から求められる人材像について
理解を深めます。

現場見学や若手研究者・技術者との懇談を通して、学生時代に学ぶべきことの理解を
深め、目的意識を高めます。

人材の育成 キャリア教育の確立

株式会社アマダ

キオクシア株式会社

住友電気工業株式会社

東京ガス iネット株式会社

トッパンフォームズ株式会社

日本電気株式会社（NEC）

富士通株式会社
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東10号館
  UECコミュニケーション（ミュージアム　　　　　）
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課外活動施設
（サークル会館）

五思寮（学生寮）
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国際交流会館

西10号館

西7号館
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ドーム友達
（学生宿舎）

ドーム絆
（学生宿舎）

UECアライアンスセンター

創立80周年
記念会館「リサージュ」

多摩川
運動場

東2号館
  就職支援室（国際教育センター）

調布駅

調布駅まで
徒歩5分

西
地区

東
地区

100周年キャンパス
“UEC Port”
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電気通信大学

調 布

A

B

F

G

C

ED

東京都調布市にキャンパスを構える電通大。
キャンパスは分散せず、ひとつにまとまっているため、
大学生から大学院生、教職員のほぼすべてが、
同じ環境で過ごしています。それによって専門分野や
世代を超えた交流が生まれ、最新鋭の施設・設備で、
高度な専門技術を備えた人材が育まれています。

新 宿 秋 葉 原

池 袋

渋 谷

各サークルの部室があるサークル会館。
電通大はサークル活動も盛ん

歴史的機器や資料が集められた
UECコミュニケーションミュージアム

弓道場で真剣に練習する
弓道部員の姿はいつもカッコイイ！

売店や食堂がある大学会館は
大学生活で欠かせない場所！

水泳プールのある電通大で
水泳部にチャレンジしてみては？

外で思いきり体を動かしたい時は
多摩川運動場がおすすめ

情報基盤センター演習室には
授業や自習で利用する端末があります

自然科学・工学分野の専門書を中心に
30万冊以上の蔵書がある附属図書館

友人と話し合いながら勉強ができる
Agoraはいつも学生でいっぱい

地域住民や学外からの訪問者も集まる
コミュニケーションパーク

授業だけでなく課外活動でも
使われている体育館

企業と共同研究を行える環境を整えた
UECアライアンスセンター

文化会館たづくり
 （文化会館）

図書館や絶景の展望レス
トランなど色々な施設が
利用できますよ。

調布PARCO （商業施設）
買い物も食事もできて便利！ 大学の行き帰り
にも寄りやすいです。

食神 餃子王
 （中華料理）
コスパの高い中華を食
べられます。電通大生に
も大人気のお店。

鯉寿司 調布店
 （寿司）

回らない寿司を学生で
も手の届く値段で味わえ
ます!

かれんど （カレーライス）
定番のカレーはもちろん、うどんや
オムライスもおすすめ!

Asian Taipei presents 
Resort Dining 
アジタイ食堂 
 （エスニック料理）

アジアンリゾートのような店内で楽
しめるエスニック料理が魅力。

M’s Kitchen
 （レストラン）

勉強を頑張った自分への
ご褒美に食べに行きます。

C

E F

G

D

A

15
分

キャンパス
最新鋭の施設・設備が集積した
先進的な教育研究機関

調布に
来たら

ぜひコ
コへ !  電通

大生お
すすめ

BChofu Favorite Spot
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臨床心理士のカウンセ
ラーが、学生の普段の
生活、修学関係、友人関
係やこころの悩みなど、
各種相談を受け付けて
います。

月曜日～金曜日（祝祭日を除く）　9時～12時、13時～17時

学生生活や履修選択、勉強の仕方といった新入生
の多くが抱く疑問や、研究室配属、進路の選択など
について、2年生以上の学生が相談に乗ります。

電通大では、心身の健康についての相談や、学生同士のメンター制度、
カウンセラーによる相談など、学生生活をサポートするための様々な体制を整えています。

障害のある学生の権利
保障、合理的配慮の提
供に関する相談窓口で
す。学生本人からの申し
出を受け、教職員や関
連部署と連携して修学
支援の調整を行います。

障害学生支援室 学生何でも相談室 学生メンター制度

学費／奨学金／学生サポート

学費

奨学金

学生サポート

コース 入学料 授業料 計

昼間コース 282,000円 535,800円 817,800円

夜間主コース 141,000円 267,900円 408,900円

納付金

※令和2年度参考

入学料、授業料減免および徴収猶予制度

住民税非課税世帯およびそれに準ずる世帯等である場合、もしくは学資負担者が死亡または風水害等の
災害を受けた場合には、願い出により選考の上、入学料・授業料の全額または一部を免除、あるいは徴
収猶予する制度があります。

先端工学基礎課程（夜間主課程）では、長期履修制度の利
用が可能です。長期履修制度とは、職業を有する等の事情
で授業履修の機会や研究指導を受ける時間が制限され、所
定の修業年限（4年間）では卒業が困難な場合に、修業年限
を超えて一定の期間にわたり計画的に課程を履修し卒業す
ることを認める制度です。本制度の適用を申請しそれが認
められた場合には、納入する授業料総額は標準修業期間（4
年間）の総額に等しい額となります（ただし、在学中に授業
料の改定がある場合には再計算されます）。また、長期履修
を認められた学生が履修期間の延長又は短縮を願い出るこ
ともできます。

※先端工学基礎課程（夜間主課程）における長期履修制度

理工系分野に強い興味と探求心を持ち、学業成績が優秀で学修意欲にあふれる
学生へ、修学に必要な支援を行うことを目的とした、返還を要しない給付型の
奨学金制度です。

学業の成果を評価し、さらに学修への意欲を高めるための特待生制度です。返
還を要しません。

UEC学域奨学金制度 UEC成績優秀者特待生制度

※2年次以降の募集は、進級時に行います。 ※選考は対象学年の在学生の中から、前年度までの学業成績に基づき決定します（公募は行いません）。

支給額 年額20万円
（前学期・後学期に分割支給）

支給期間 1年間

奨学生数 情報理工学域昼間コース
男子5名以内・女子5名以内

支給額 年額50万円

支給期間 1年間

特待生数 情報理工学域昼間コース2～4年次　
各学年とも3名

毎年約50の団体から募集があり、貸与方式や給付方式など制度は様々です。日本学生支援機構による奨学金には、給付および第一種（無利子返還）と第二
種（有利子返還）の3種類があります。また、家計急変や災害等で突然学資に
困った場合には、緊急給付および貸与の制度があります。

地方公共団体等の奨学金日本学生支援機構の奨学金

月曜日～金曜日（祝祭日を除く）　9時～17時

入 試 情 報
アドミッション・ポリシー

入学までの段階で修得が望ましい教科内容と水準情報理工学域

求める学生像

注：水準はあくまでも高等学校における学習の目安であり、履修の有無でもって合否判定するものではありません。

※ 情報理工学域のⅠ類（情報系）、Ⅱ類（融合系）、Ⅲ類（理工系）および先端工学基礎課程（夜間主）に関するアドミッション・ポリシーの詳細、ならびにディプロマ・ポリシー、カリキュラム・ポリシーについては、本学のホームページをご覧ください。

1. 数学は、基本的な概念や原理・法則を理解し、事象を論理的に考察し数学的に処
理する能力を有していること、特に、数学Ⅲまでの履修が望ましく、数学Ⅲまでの微
積分の基礎知識を使って、様々な関数のグラフを描いたり、速度・加速度や簡単
な図形の面積や体積を計算できること。さらに、複素数平面の基礎的事項を理解
していること。

2. 理科は、出来るだけ多くの科目に興味を持ち、正しい自然観・宇宙観が育まれて
いること、特に物理基礎、化学基礎に加えて物理、化学の履修が望ましく、物理
の分野では力学、電磁気学、熱、波動などに関連する現象を論理的かつ数理的に
捉えて説明でき、化学の分野では、化学結合の概念や物質の構造及び性質を理解
し、化学の成果が日常生活の様々なところで役立っていることを認識し説明でき
ること。

3. 英語は、「聞くこと」「話すこと」「読むこと」「書くこと」を総合的に活用したコミュ
ニケーション能力を有し、さらに基本的な読解力、平易な英文を辞書なしで読み
進んでいくことのできる語彙力・文法力や、あるトピックを一つのパラグラフ程度
にまとめることのできる英作文能力を有していること。

4. 国語は、言葉を通して的確に理解し、論理的に考え、効果的に表現し伝え合う能
力を有すること、特に、他者の考え方についての理解力、自分の考え方を相手に
伝えられる文章力と口頭表現力を有すること。

5. 他の教科・科目については基礎レベルの知識・理解を有すること。

　電気通信大学は、人類の持続的発展に貢献する知と技の創造と実践を目指

し、社会とともに発展を続けてきました。科学・技術の発展を先導し、知識基

盤社会を支える高度な人材を育成することは、大学の最も重要な使命です。

　この使命のもと、社会的課題の解決に寄与し、人々が心豊かに生き甲斐を

持って暮らせる社会の実現に貢献するためには、もの、エネルギー、情報の交

換による、「人」、「自然」、「社会」、「人工物」の間の相互作用を正しく理解

し、それを通じた価値の創造が不可欠です。

　本学は、そのような価値の創造をもたらす科学・技術体系を、広義のコミュ

ニケーションの視点から「総合コミュニケーション科学」と捉え、これに関する

教育研究の世界拠点となることを目指します。そして本学は、そのための取り

組みを通じて、21世紀の世界に貢献したいと考えます。

 「総合コミュニケーション科学」の基盤となる情報、通信、電子、機械、ロボティクス、
光科学、量子物性、基礎科学等の情報領域、理工領域はもとより、両者の融合による
革新的学際領域において、新しい価値の創造に貢献することがますます期待されて
います。
　電気通信大学では、時代の要請を踏まえ、学生自らが、成長にあわせて段階的・
探求的に専門分野を選択し、高度な専門性と総合力を身につける学修者主体の教
育を実施します。
　情報、融合、理工の各領域において、基礎学力と倫理観を備え、国際性、応用力、
実践力を伴う確かな専門基礎力と継続的学修能力を持ち、社会との関わりの中で大
きく成長していくことのできる人材を育成します。その過程においては、科学的思考
力、俯瞰力、倫理意識、論理的コミュニケーション能力等の涵養を大切にします。ま
た、学士課程と修士課程（博士前期課程）の一貫性も教育課程の大きな特徴であり、
学域における学びが、先端的な学問研究へと展開します。
　このような教育方針に沿って、以下のような資質・能力・意欲を持った皆さんを、
広く国内外から受入れます。

 「総合コミュニケーション科学」とその基盤となる領域に不可欠な自然科学および
数学に強い興味と探求心を持ち、その学修およびディプロマ・ポリシーとカリキュラ
ム・ポリシーに基づく教育の実現のために必要な基礎学力と論理的思考力・判断力・
表現力を有し、多様な人々と協働しながら主体的に学ぼうとする意志の強い皆さん
を求めます。情報、融合、理工、それぞれの領域において、修得した知識と技術を活
用して広い視野からグローバルに活躍し、社会の発展に貢献するという意欲に溢れ
る人を歓迎します。

A d m i s s i o n  I n f o r m a t i o n
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令和4年（2022年度）入試における
情報理工学域入学者選抜の基本方針

電通大は2018年12月8日に100周年を迎え、国際的な視野に立っ

た幅広い連携・協働を推し進め、世界から認知される大学として、持

続発展可能な社会の構築に寄与する新たな価値の創造とイノベーシ

ョンリーダーの養成を推進したいと考えています。その実現に向け、

価値創造のための不可欠な基盤として「D＝ダイバーシティ（多元的

な多様性）」を尊重し、「C＝コミュニケーション（相互触発、連携・協

働）」を大局的行動指針とし、「 I＝イノベーション」の持続的創出を

目指す、「D.C.& I .戦略」構想に基づき、研究力の強化と教育の一層

の充実を推進します。この「D.C.& I .戦略」構想のもと、教育面では、

確かな学力のもとに、広い視野と協調性を持ち、主体的に学修に取り

組むことのできる人材を確保・育成します。

情報理工学域　募集人員

情報理工学域　入学定員

前期日程は情報理工学域全類を通して大括りによる募集とし、大学入学共通テ
スト、個別学力検査、調査書（高等学校卒業程度認定試験合格者および大学入
学資格検定合格者は、その成績証明書）を総合して選抜を行います。
後期日程は類別による募集とし、前期日程と同様に大学入学共通テスト、個別

学力検査、調査書（高等学校卒業程度認定試験合格者および大学入学資格検
定合格者は、その成績証明書）を総合して選抜を行います。また、本学では特に
個別学力検査（全教科・科目の合計点）の高得点者については優先的に合格者
とすることとしています。

入学者の選抜は、大学入学共通テストおよび個別学力検査を免除し、面接試験
および提出書類を総合して行います。なお、高等学校在学中の科学系コンテス
ト等への参加のような主体的な活動や、本学で実施される高大接続教育（UEC
スクール）をはじめとする高大接続型スクーリングでの積極的な活動も、評価の
対象となります。

入学者の選抜は、大学入学共通テストおよび個別学力検査を免除し、総合問題
試験、面接試験および出願書類を総合して行います。

各類各専門教育プログラム別に募集します。入学者の選抜は、大学入学共通テ
ストおよび個別学力検査を免除し、総合問題試験、面接試験および出願書類を
総合して行います。

入学者の選抜は、日本留学試験、本学が実施する学力検査（数学、理科《物理、
化学2科目必須》、日本語）、面接試験、出身学校等の成績を総合して行います。

類・課程
2年次後学期からの専門教育プログラム

募集人員
（名）

募集人員の内訳（名）

一般選抜 学校推薦型
選抜

総合型
選抜

総合型選抜
（夜間主課程）

私費外国人
留学生選抜前期日程 後期日程

Ⅰ類・Ⅱ類・Ⅲ類
入試

〈Ⅰ類（情報系）・Ⅱ類（融合系）・
 Ⅲ類（理工系）大括り入試〉 349 349 ─ ─ ─ ─ ─

小　計 349 349 ─ ─ ─ ─ ─

類別入試

Ⅰ類
（情報系）

メディア情報学プログラム

経営・社会情報学プログラム

情報数理工学プログラム

コンピュータサイエンスプログラム

104 ─ 76

6
5
5
5

7 ─ 若干名

Ⅱ類
（融合系）

セキュリティ情報学プログラム
情報通信工学プログラム
電子情報学プログラム
計測・制御システムプログラム
先端ロボティクスプログラム

121 ─ 89

4
6
5
5
5

7 ─ 若干名

Ⅲ類
（理工系）

機械システムプログラム
電子工学プログラム
光工学プログラム
物理工学プログラム
化学生命工学プログラム

116 ─ 85

5
5
5
5
4

7 ─ 若干名

小 　 計 341 ─ 250 70 21 ─ 若干名

合 　 計 690 349 250 70 21 ─ 若干名

先端工学基礎課程（夜間主） 30 ─ ─ ─ ─ 30 ─

総 合 計 720 349 250 70 21 30 若干名

注 1） 地理歴史・公民について、2科目受験した場合は、第1解答科目の得点を用います。
注2）  『英語』はリーディングとリスニングを利用します。なお、リーディング、リスニングのどちらか一方しか受験していない場合は、出願資格はありません（受験できません）。ただし、リスニ

ングを免除された者は除きます。
注3） 教科の配点については、下記の「配点」を参照してください。

令和4年度大学入学共通テストの受験を要する教科・科目

個別学力検査

配点

注） 学校推薦型選抜は、各類各専門教育プログラム別に募集します。

類 専門教育プログラム 入学定員（名）

Ⅰ類（情報系） メディア情報学／経営・社会情報学／情報数理工学／コンピュータサイエンス 210

Ⅱ類（融合系） セキュリティ情報学／情報通信工学／電子情報学／計測・制御システム／先端ロボティクス 245

Ⅲ類（理工系） 機械システム／電子工学／光工学／物理工学／化学生命工学 235

小　　計 690

先端工学基礎課程（夜間主） 30

合　　計 720

2022年度入試情報 一般選抜の方法

総合型選抜の方法

総合型選抜（夜間主課程）の方法

学校推薦型選抜の方法

私費外国人留学生選抜の方法

教科
区分 国語 地理歴史・

公民 数学 理科 外国語 合計

前期日程
大学入学共通テスト 100 50 100 100 100 450 

個別学力検査 ─ ─ 200 150 100 450

後期日程
大学入学共通テスト 50 50 50 100 50 300 

個別学力検査 ─ ─ 300 200 100 600 

日程 教科 科目 備考

前期・後期日程

数　学 数学Ⅰ、数学Ⅱ、数学Ⅲ、数学A、数学B 　

理　科 物理（物理基礎、物理）
化学（化学基礎、化学）

物理・化学の
2科目必須

外国語 コミュニケーション英語Ⅰ、コミュニケーション英語Ⅱ、
コミュニケーション英語Ⅲ、英語表現Ⅰ、英語表現Ⅱ 　

学域・類等 受験を要する教科・科目

情報理工学域
Ⅰ類（情報系）
Ⅱ類（融合系）
Ⅲ類（理工系）

前期日程
・

後期日程

国　　語  『国語』
地理歴史 （｢世界史B｣、｢日本史B｣、｢地理B｣） 
公　　民 （｢現代社会｣、｢倫理｣、｢政治・経済｣、　 から1 
  『倫理、政治・経済』）
数　　学 （『数学Ⅰ・数学A』、『数学Ⅱ・数学B』）
理　　科 （｢物理｣、｢化学｣、｢生物｣、｢地学｣から2）
外 国 語 （『英語』、『ドイツ語』、『フランス語』、 
  『中国語』、『韓国語』から1）
 〔計5教科7科目〕

出願期間：2022年 1月24日～2月2日　　選抜期日：2022年2月25日　　合格発表：2022年3月6日　　入学手続：2022年3月15日郵送必着

出願期間：2021年9月7日～9月9日　　選抜期日：2021年10月18日
合格発表：2021年11月2日　　入学手続：2021年12月20日郵送必着

出願期間：2021年11月4日～11月8日　　選抜期日：2021年11月25日・26日
合格発表：2021年12月7日　　入学手続：2021年12月20日郵送必着

出願期間：2021年11月4日～11月8日　　選抜期日：2021年11月25日・26日
合格発表：2021年12月7日　　入学手続：2021年12月20日郵送必着

出願期間：2022年 1月17日～1月19日　　選抜期日：2022年2月25日・27日
合格発表：2022年3月6日　　入学手続：2022年3月15日郵送必着
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VideoUEC
https://www.uec.ac.jp/videouec/

Lab Search（ラボサーチ）
https://cf.arc.uec.ac.jp/labsearch/

電通大360°VRキャンパスツアー
https://www.uec.ac.jp/admission/open-department/tour/vr/

EVENT CALENDAR イベントカレンダー

受験生向けWe bサイト

昼間コース

注 1） ＊印は私費外国人留学生選抜、☆印は帰国子女選抜をそれぞれ外数で示す。
注2）  ［　］内は女性を内数で示す。
注3） 内訳の「他」は、高等学校卒業程度認定試験・大学入学検定合格者、高等専門学校3年次修了者及び在外教育施設卒業者等を示す。
注4） 合格者数には第 1志望類以外での合格も含む。

2021年度 情報理工学域
入学試験実施状況

夜間主コース

注）  ［　］内は女性を内数で示す。

試

験

区

分

類
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

募

集

人

員

志

願

者

新
卒
・
既
卒
別

内

訳

倍

率

合
格
者
総
数

新
卒
・
既
卒
別

内

訳

受

験

倍

率新卒 既卒 他 新卒 既卒 他

一
　
般
　
選
　
抜

前
期
日
程

（大括り入試） 349  1,462 ［198］1,020 426 16 4.2  374 ［54］ 271 100 3 3.7

計 349  1,462 ［198］1,020 426 16 4.2  374 ［54］ 271 100 3 3.7

後
期
日
程

Ⅰ類（情報系） 76
＊26  ☆1

891 ［115］ 625 257 9 11.7
＊4  ☆0

88 ［13］ 60 28 0 4.1

Ⅱ類（融合系） 89
＊10  ☆2

794 ［85］ 510 277 7 8.9
＊2  ☆1

105 ［11］ 70 35 0 2.8

Ⅲ類（理工系） 85
＊12  ☆0

795 ［112］ 494 296 5 9.4
＊3  ☆0

130 ［16］ 83 47 0 2.4

計 250
＊48  ☆3

2,480 ［312］1,629 830 21 9.9
＊9  ☆1

323 ［40］ 213 110 0 3.0

学
　
校
　
推
　
薦
　
型
　
選
　
抜

Ⅰ
類（
情
報
系
）

メディア情報学 6  37 ［14］ 37 0 0 6.2  7 ［2］ 7 0 0 5.3

経営・社会情報学 5  8 ［2］ 8 0 0 1.6  5 ［2］ 5 0 0 1.6

情報数理工学 5  10 ［2］ 10 0 0 2.0  4 ［1］ 4 0 0 2.5

コンピュータサイエンス 5  22 ［6］ 22 0 0 4.4  5 ［2］ 5 0 0 4.4

計 21  77 ［24］ 77 0 0 3.7  21 ［7］ 21 0 0 3.7

Ⅱ
類（
融
合
系
）

セキュリティ情報学 4  11 ［6］ 11 0 0 2.8  5 ［3］ 5 0 0 2.2

情報通信工学 6  7 ［1］ 7 0 0 1.2  4 ［0］ 4 0 0 1.8

電子情報学 5  10 ［3］ 10 0 0 2.0  6 ［0］ 6 0 0 1.7

計測・制御システム 5  8 ［3］ 8 0 0 1.6  2 ［1］ 2 0 0 4.0

先端ロボティクス 5  16 ［4］ 16 0 0 3.2  8 ［2］ 8 0 0 2.0

計 25  52 ［17］ 52 0 0 2.1  25 ［6］ 25 0 0 2.1

Ⅲ
類（
理
工
系
）

機械システム 5  8 ［2］ 8 0 0 1.6  7 ［1］ 7 0 0 1.1

電子工学 5  4 ［0］ 4 0 0 0.8  4 ［0］ 4 0 0 1.0

光工学 5  4 ［1］ 4 0 0 0.8  3 ［1］ 3 0 0 1.3

物理工学 5  3 ［0］ 3 0 0 0.6  2 ［0］ 2 0 0 1.5

化学生命工学 4  3 ［3］ 3 0 0 0.8  2 ［2］ 2 0 0 1.5

計 24  22 ［6］ 22 0 0 0.9  18 ［4］ 18 0 0 1.2

計 70  151 ［47］ 151 0 0 2.2  64 ［17］ 64 0 0 2.4

総
合
型
選
抜

Ⅰ類（情報系） 7  23 ［2］ 23 0 0 3.3  3 ［0］ 3 0 0 3.7

Ⅱ類（融合系） 7  22 ［1］ 22 0 0 3.1  4 ［0］ 4 0 0 1.8

Ⅲ類（理工系） 7  4 ［0］ 4 0 0 0.6  3 ［0］ 3 0 0 1.3

計 21  49 ［3］ 49 0 0 2.3  10 ［0］ 10 0 0 2.2

合　計 690
＊48  ☆3

4,142 ［560］2,849 1,256 37 6.0
＊9  ☆1

771 ［111］ 558 210 3 3.3

2021年度 情報理工学域
都道府県別志願者等数

注 1）  ［　］内は女性を内数で示す。
注2）  「その他」は、国費・私費留学生、在外教育施設・外国の学

校卒業者および帰国子女等を示す。

都道府県
志願者数

昼間 夜間主
［女性］ ［女性］

北海道 81 ［11］ 0 ［0］

東
北

青森 17 ［2］ 0 ［0］

岩手 31 ［5］ 0 ［0］

宮城 46 ［8］ 2 ［0］

秋田 12 ［3］ 0 ［0］

山形 13 ［2］ 1 ［0］

福島 25 ［0］ 1 ［0］

計 144 ［20］ 4 ［0］

関
東

茨城 93 ［10］ 1 ［1］

栃木 80 ［7］ 3 ［0］

群馬 56 ［1］ 1 ［1］

埼玉 368 ［44］ 6 ［1］

千葉 219 ［29］ 5 ［2］

東京 1,497［251］ 16 ［4］

神奈川 797 ［90］ 6 ［0］

計 3,110［432］ 38 ［9］

甲
信
越

新潟 41 ［2］ 1 ［0］

山梨 40 ［2］ 0 ［0］

長野 51 ［5］ 1 ［0］

計 132 ［9］ 2 ［0］

東
海

岐阜 19 ［0］ 0 ［0］

静岡 65 ［7］ 2 ［0］

愛知 81 ［17］ 2 ［1］

三重 15 ［0］ 2 ［0］

計 180 ［24］ 6 ［1］

北
陸

富山 26 ［4］ 0 ［0］

石川 26 ［1］ 0 ［0］

福井 15 ［2］ 1 ［0］

計 67 ［7］ 1 ［0］

近
畿

滋賀 8 ［0］ 0 ［0］

京都 19 ［2］ 0 ［0］

大阪 42 ［6］ 4 ［0］

兵庫 43 ［7］ 4 ［0］

奈良 17 ［3］ 0 ［0］

和歌山 11 ［2］ 0 ［0］

計 140 ［20］ 8 ［0］

中
国

鳥取 7 ［1］ 0 ［0］

島根 5 ［0］ 0 ［0］

岡山 23 ［3］ 2 ［0］

広島 42 ［9］ 1 ［0］

山口 6 ［1］ 3 ［0］

計 83 ［14］ 6 ［0］

四
国

徳島 7 ［1］ 0 ［0］

香川 17 ［4］ 0 ［0］

愛媛 16 ［3］ 0 ［0］

高知 9 ［3］ 1 ［0］

計 49 ［11］ 1 ［0］

九
州
・
沖
縄

福岡 31 ［4］ 0 ［0］

佐賀 4 ［0］ 0 ［0］

長崎 12 ［2］ 0 ［0］

熊本 12 ［1］ 0 ［0］

大分 4 ［0］ 1 ［0］

宮崎 13 ［2］ 0 ［0］

鹿児島 17 ［0］ 0 ［0］

沖縄 24 ［3］ 1 ［0］

計 117 ［12］ 2 ［0］

高認・大検 35 ［0］ 9 ［3］

その他 55 ［6］ 0 ［0］

合　計 4,193［566］ 77 ［13］

課

程

試

験

区

分

募

集

人

員

志

願

者

新
卒
・
既
卒
別

内

訳

倍

率

合
格
者
総
数

新
卒
・
既
卒
別

内

訳

受

験

倍

率新卒 既卒 他 新卒 既卒 他

先端工学基礎課程（夜間主） 総合型
選抜 30  77 ［13］ 15 53 9 2.6  34 ［6］ 2 27 5 2.1

合 計 30  77 ［13］ 15 53 9 2.6  34 ［6］ 2 27 5 2.1

2021年度高校生・受験生向けイベント一覧（予定） ＝オンライン開催　※変更になる場合がありますので、最新の情報は電通大HPでチェックしてください

調 布 祭
キャンパスの雰囲気を体感できる一大イベント

詳しくはウェブサ
イトをご参照くだ
さい。

http://www.chofusai.uec.ac.jp/

公式サイト内の「Video UEC」では、電通大のリアルな姿が分かる動画を多
数掲載しています。大学の概要や制度、各類で学べることの紹介をはじめ、現
役学生へのアンケートに基づいた「選んで良かったランキング！」「ここがすごいぞランキング！」など
も見ることができます。また、入学式や卒業式、年2回のオープンキャンパス・オープンラボでの模擬
講義といったイベントの様子や、サークル活動の動画もアップされています。さらに、各研究室による
「研究室だより」では、各研究室の様子や研究内容も紹介されています。写真や文章だけでは伝わり
きらない電通大の雰囲気を感じていただけますので、ぜひご覧ください。

分野やキーワード、類・専門教育プログラムから興味のある研究室を探せる検
索サービスです。電通大でどんな研究を行っているのか、関心を持っている研
究を行っている研究室があるかなども簡単に調べることができます。
❶ 「類・専門教育プログラム」、「分野」、「キーワード」で検索可能　❷ 「フリーキーワード」でも検
索可能　❸ スマートフォン・PCに対応　❹ 各研究室ウェブサイトにもリンク

スマートフォン画面 PC画面

東京・武蔵野の緑に囲まれた電通大のキャンパスをスマートフォンやPCで
バーチャル見学できます。VRゴーグルをお持ちであれば、VRモードでより臨
場感のある見学が可能です。直接大学へ見学に来るのは難しい遠方にお住まいの方でも、大学の雰
囲気を感じてもらえますし、普段の自由見学では見られない建物内も一部公開していますので、ぜひ
ご覧ください。

アドミッションセンターでは、オリジナルサイトで高校生、受験生・保護者向けの情報を発信していま
す。サイトにはUEC受験生向けのチャットボットが設置されており、気軽に質問が可能です。
Twitter、LINEでも情報発信をしていますので、ぜひフォローしてください。

各類の概要や学べる内容も、短い動画で分かりや
すくまとめられています

大学の概要紹介からイベントの様子など、さまざま
な動画コンテンツが用意されています

2021年 

5月 22日（土）
大学院オープンラボ 
大学院入学志望者 向け
特設サイトは21日（金）に公開します。

7月
1 1日（日）

18日（日）

第 1回 UECスクール ～高大接続教室～
1 1日（日）：［理科学実験Ⅰ］［プログラミング入門Ⅰ〈A日程〉］ 
18日（日）：［プログラミング入門Ⅰ〈B日程〉］
高等学校 1・2年生 向け

18日（日） 第 1回 オープンキャンパス 
中高生・既卒生・保護者 向け

8月 （日程未定）
匠ガール!  オンラインものづくり

ワークショップ（3Dプリンタ） 
女子中高生 向け

9月
19日（日）～
20日（月・祝）

第 1回 高校生グローバルスクール 
高等学校 1・2年生 向け

10月
24日（日）

31日（日）

第2回 UECスクール ～高大接続教室～
24日（日）：［理科学実験Ⅱ］［プログラミング入門Ⅱ〈A日程〉］ 
3 1日（日）：［プログラミング入門Ⅱ〈B日程〉］
高等学校 1・2年生 向け

11月

20日（土）～
22日（月）

第70回 調布祭
中高生・既卒生・保護者 向け

21日（日） 第2回 オープンキャンパス
中高生・既卒生・保護者 向け

21日（日） 匠ガール!  ロールモデル講演会
女子中高生 向け

12月

12日（日）
19日（日）

第3回 UECスクール ～高大接続教室～
12日（日）：［理科学実験Ⅲ］［プログラミング入門Ⅲ〈A日程〉］
19日（日）：［プログラミング入門Ⅲ〈B日程〉］
高等学校 1・2年生 向け

（日程未定） 匠ガール!  企業見学ツアー
女子中高生 向け

2022年 

3月
20日（日）～
21日（月・祝）

第2回 高校生グローバルスクール
高等学校1・2年生 向け
〈現時点では宿泊プログラムを予定〉

電通大のリアルな雰囲気をひと足先に体験できる！
先輩たちも待っています！

OPEN CAMPUS
オープンキャンパス

入 場 自 由
事前に申し込み
いただきますと、
スムーズに入場
いただけます。

第 1回 

第2回

特設サイトは7/16（金）に公開します。

（※オンライン開催の場合は、特設サイトを11/19（金）に公開します。）

オンライン開催

11/21（日） 10:00～17:00（予定）

7/ 18（日） 10:00～17:00（予定）

アドミッションセンター オリジナルサイト
https://sites.google.com/view/uec-arc

LINE Twitter @uec_arc


